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Brentano’s lecture on “Phantasie”（continued from Vol. 134）　　　　　　　　　　
　In the previous issue（Vol. 133）the attractive figure of Franz Brentano（1838-1917） 
was ascertained as a teacher of both Alois Riegl（1858-1905）and Edmund Husserl

（1859-1938）. Husserl was especially fascinated with a lecture which contained 
penetrating investigation of “Phantasie”. Surely the content of this lecture is very 
interesting.
　From a viewpoint of aesthetics, furthermore, the problem of “Phantasie” or 
imagination is seriously important. So, as before, in order not to miss any detail I have 
translated the whole of the lecture into Japanese here.
　The original text is as follows:
Franz Brentano, Ausgewählte Fragen aus Psychologie und Ästhetik. in:
　Grundzüge der Ästhetik. A. Francke Verlag, Bern 1959. S. 36-72（-87）.
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ブレンターノの想像力考（中）
　

本
稿
の
目
的
は
後
段
に
置
く
論
考
の
翻
訳
紹
介
で
あ
る
。
作
業
の
趣
意
を
明
記
し
て
本
論
叢
前
集
（
第
百
三
十
四
集
）
で
は
「
ブ
レ

ン
タ
ー
ノ
の
想
像
力
考
（
上
）」
を
掲
げ
た
が
、
同
じ
体
裁
で
主
部
「
心
理
学
お
よ
び
美
学
の
選
り
抜
き
の
疑
問
」
を
続
け
、
当
該
部

分
の
「
内
容
概
観
」
を
末
尾
と
し
て
結
ぶ
。

　

ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
（Franz Brentano, 1838-1917

）
に
つ
い
て
は
本
論
叢
第
百
三
十
三
集
で
レ
ク
ラ
ム
文
庫
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
哲
学
』
の

短
文
に
も
と
づ
く
経
歴
を
記
し
た
。
そ
の
あ
と
経
済
学
の
加
来
祥
男
教
授
か
ら
思
い
が
け
ぬ
資
料
を
ま
た
も
頂
戴
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ツ
は
ド
イ
ツ
西
部
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
の
ボ
ッ
パ
ル
ト
近
傍
マ
リ
ー
エ
ン
ベ
ル
ク
（M

arienberg bei Boppard

）
に
生
れ
た
が
、

同
年
ま
も
な
く
一
家
の
移
住
で
、
育
っ
た
地
は
バ
イ
エ
ル
ン
の
ア
シ
ャ
ッ
フ
ェ
ン
ブ
ル
ク
で
あ
る
。
フ
ッ
セ
ル
の
「
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の

想
出
」（
本
論
叢
第
百
三
十
三
集
）
に
左
官
と
し
て
働
く
印
象
深
い
フ
ラ
ン
ツ
の
姿
が
あ
っ
た
。
夏
用
の
住
居
と
し
て
ド
ナ
ウ
河
畔
オ
ー

ス
ト
リ
ア
景
勝
の
地
シ
ェ
ー
ン
ビ
ュ
ー
ル
（Schönbüh

［e

］l

）
で
往
昔
の
僧
院
客
舎
（Gästehaus des K

losters M
elk

）
を
改
装
中
の
こ

と
と
さ
れ
る
が
、
完
成
後
や
が
て
集
う
人
々
に
は
、
こ
の
地
をN

eu-A
schaffenburg

と
し
て
紹
介
す
る
ほ
ど
に
、
暖
い
一
家
の
真

の
故
郷
は
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

弟
ル
ー
ヨ
（Lujo Brentano, 1844-1931

）
は
経
済
学
史
上
の
巨
星
で
あ
り
、
加
来
教
授
の
関
心
事
は
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
一
家
の
社
会
史

的
な
動
向
お
よ
び
事
蹟
に
あ
る
と
拝
察
す
る
が
、
お
便
り
で
は
二
〇
〇
四
年
の
ド
イ
ツ
滞
在
で
当
地
を
も
訪
ね
た
折
に
偶
々
得
た
一
書

の
由
、
頂
戴
し
た
コ
ピ
イ
は
簡
潔
な
経
歴
敍
述
か
ら
は
じ
ま
る
フ
ラ
ン
ツ
関
連
の
興
味
深
い
逸
話
群
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
一
書
全
体
は

市
誌
を
重
ん
じ
る
当
市
法
人
作
成
の
得
難
い
資
料
書
と
思
わ
れ
る
ゆ
え
、
書
名
以
下
を
明
記
し
て
置
く
─
─D

ie A
schaffenburger 

Brentanos. Beiträge zur Geschichte der Fam
ilie aus unbekanntem

 N
achlaß-M

aterial. A
schaffenburg 1984.

［V
eröffentlichungen des Geschichts-   und   K

unstverein A
schaffenburg e.V

.  25
］。
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本
稿
末
尾
の
「
内
容
概
観
」（
二
九
─
五
一
）
は
講
義
本
体
各
節
の
内
容
を
編
者Franziska M

ayer-H
illebrand

が
要
説
し
て
並
べ

た
も
の
で
あ
り
、
翻
訳
の
底
本
た
る
原
書
自
体
の
目
次
を
も
成
し
て
い
る
。
本
論
叢
前
集
第
百
三
十
四
集
で
述
べ
た
通
り
、
す
で
に
全

文
（
一
─
五
九
）
は
畏
友
森
谷
宇
一
教
授
の
綿
密
な
吟
味
を
受
け
て
い
る
。
前
集
の
「
想
像
力
考
（
上
）」
に
つ
い
て
は
後
日
、「「
内
容

概
観
」
の
部
分
は
、
本
文
の
大
筋
を
つ
か
む
の
に
大
い
に
役
立
ち
ま
し
た
が
、
と
き
に
本
文
と
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
て
い
る
段
も
あ
る
よ

う
に
思
い
ま
し
た
」
と
の
御
感
想
を
得
た
。
確
か
に
よ
く
注
意
し
て
読
比
べ
な
く
て
は
な
る
ま
い
概
観
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
指
摘

に
先
立
つ
の
は
本
講
義
全
体
の
根
本
的
性
格
を
み
ご
と
簡
明
に
捉
え
た
一
文
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今
後
の
読
解
の
指
針
と
し
て
、
お
言

葉
を
そ
の
ま
ま
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
─
─
「
い
ち
ば
ん
印
象
に
残
っ
た
の
は
や
は
り
、
美
学
を
理
論
的
学
問
（ε̧πιστήμη

）
で

な
く
実
践
的
学
科
（τέχνη
）
と
す
る
根
本
的
立
場
で
す
。
こ
れ
は
つ
ま
り
は
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
自
身
も
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
、
美

学
を
美
論
で
な
く
芸
術
論
と
み
な
す
も
の
で
あ
り
、
古
代
に
さ
か
の
ぼ
れ
ば
プ
ラ
ト
ン
よ
り
も
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
立
場
を
採
る
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
自
然
美
な
ど
を
貶
下
し
て
美
学

≒

芸
術
哲
学
と
す
る
近
現
代
美
学
の
大
勢
に
も
通
ず
る
も
の
で
し
ょ
う
」。

　

本
稿
の
主
題
はPhantasie

（
想
像［
力
］）
の
概
念
で
あ
り
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
か
ら
ヴ
ン
ト
に
ま
で
至
る
批
判
的
概
念
史
で
あ
る
。

心
理
学
者
と
し
て
の
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
と
っ
てPhantasie
と
はPhantasievorstellung

（
想
像
表
象
）
の
こ
と
で
も
あ
り
、
誌
面
に

「
表
象
」
の
語
が
溢
れ
る
が
、
日
常
会
話
か
ら
は
や
や
遠
い
言
葉
で
あ
っ
て
、
う
る
さ
い
か
も
知
れ
な
い
。
目
障
り
耳
障
り
で
あ
る
な

ら
ば
片
カ
ナ
の
力
を
借
り
て
も
よ
ろ
し
か
ろ
う
。V

orstellung
は
英
語
で
はim

age, 

動
詞vorstellen

［
前
に
立
置
く
］
はim

agine, 

動
名
詞V

orstellen

はim
agination

に
も
当
り
、「
イ
メ
ー
ジ
」
や
「
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
の
響
き
は
今
日
の
日
常
生
活
で
多
用

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

文
彩
の
女
王
な
ど
と
言
わ
れ
る
「
隠
喩
」
に
つ
い
て
は
二
十
世
紀
中
葉
に
マ
ク
ス
・
ブ
ラ
ッ
ク
の
卓
説
が
後
続
多
く
の
論
議
を
招
い 
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た
（M

ax Black, 1909-1988. M
etaphor. in : Proceedings of the Aristotelian Society, V

ol. 55

（1954-1955

）. 

の
ち
諸
書
に
収
録
、
一
例
と
し
て

Joseph M
argolis, Philosophy looks at the A

rts. （1962

）pp. 218-235

）。隠
喩
が
日
用
文
章
の
飾
り
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
れ
ば
哲
学
に
と
っ

て
は
無
用
の
代
物
な
の
だ
が
、
と
い
う
問
題
に
ブ
ラ
ッ
ク
は
答
え
た
の
で
あ
る
。
古
来
の
「
代
替
説
（substitution view

）」「
比
較
説

（com
parison view

）」
は
双
方
と
も
飾
り
の
こ
と
を
語
る
の
み
と
し
て
斥
け
、
新
た
に
「
交
流
説
（interaction view

）」
を
立
て
て
、
別

様
の
仕
方
で
は
遂
行
し
得
な
い
認
識
機
能
を
果
す
ゆ
え
に
「
隠
喩
」
は
哲
学
に
と
っ
て
も
無
用
ど
こ
ろ
で
な
い
意
義
を
も
つ
、
と
明
言

し
た
の
が
ブ
ラ
ッ
ク
で
あ
る
。

　
「
人
は
狼
で
あ
る
」
を
例
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に
は
人
な
る
「
主
要
主
語
」
と
狼
な
る
「
補
助
主
語
」
と
い
う
二
主
語
が
あ
り
、
こ
の

隠
喩
は
フ
ィ
ル
タ
ー
と
し
て
、
こ
れ
を
被
せ
る
と
二
主
語
間
に
交
流
（
相
互
作
用
）
が
生
じ
、
狼
を
実
際
に
は
知
ら
ず
と
も
狼
を
巡
る

広
漠
た
る
常
識
的
連
想
（system

 of associated com
m

onplaces

）
が
主
要
主
語
に
つ
い
て
の
認
識
を
特
異
独
得
に
深
め
る
、
と
言
う
。

事
態
の
簡
潔
な
構
造
把
握
を
明
示
し
た
ゆ
え
に
、
注
目
を
集
め
た
の
は
当
然
の
名
論
と
し
て
よ
か
ろ
う
。

　

こ
の
構
造
把
握
を
是
認
す
る
立
場
を
取
れ
ば
、
時
と
し
て
翻
訳
な
る
も
の
が
原
文
よ
り
も
含
意
を
鮮
明
に
し
豊
潤
な
ら
し
む
る
事
情

も
よ
く
納
得
で
き
る
。
ま
た
一
訳
語
が
さ
ら
に
片
カ
ナ
を
呼
び
、
こ
れ
を
用
い
る
こ
と
で
両
主
語
が
明
快
さ
を
増
す
の
で
あ
れ
ば
、
片

カ
ナ
語
も
大
い
に
利
用
し
て
よ
い
。

　

本
稿
の
主
題
は
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
あ
り
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
こ
と
、
イ
メ
ー
ジ
作
り
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
概
念
お
よ
び
歴
史

を
検
討
し
了
え
て
、
次
集
に
ま
わ
す
最
終
段
で
は
、
は
た
し
て
人
間
の
生
得
的
能
力
と
し
て
の
「
想
像
力
」
は
存
在
す
る
の
か
、
と
い

う
根
本
的
疑
問
が
立
昇
っ
て
く
る
。
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翻
訳
の
底
本
は
左
記
の
通
り
だ
が
、
副
本
と
し
て
PhB
本
を
傍
に
置
き
、
各
頁
を
照
合
し
つ
つ
訳
業
を
進
め
た
。

　

Franz Brentano, A
usgew

ählte Fragen aus Psychologie und Ä
sthetik. in: Grundzüge der Ä

sthetik. A
. Francke 

V
erlag, Bern 1959. S. 36-72

［-87

］.

　
　
　
　
　
　
　

 　
: Grundzüge der Ä

sthetik

［PhB 312

］. Felix M
einer V

erlag, H
am

burg 1977.
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ブレンターノの想像力考（中）
　
「
心
理
学
お
よ
び
美
学
の
選
り
抜
き
の
疑
問（

＊
）」　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

フ
ラ
ン
ツ
・
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ

　
　
　

�　
（
＊
）
こ
の
位
置
に
前
集
（
第
百
三
十
四
集
）
で
は
本
講
義
の
出
所
を
語
る
編
者
フ
ラ
ン
ツ
ィ
ス
カ
・
マ
イ
ヤ
ー
＝
ヒ
レ
ブ
ラ

ン
ト
の
注
（
1
）
が
あ
っ
た
。
講
義
が
行
わ
れ
た
の
は
ウ
ィ
ー
ン
大
学
一
八
八
五
年
か
ら
八
六
年
に
か
け
て
の
冬
学
期
、
初
日

は
一
八
八
五
年
十
月
十
七
日
と
記
入
さ
れ
て
い
る
由
で
あ
る
。

　
　
　

�　

第
一
第
二
と
二
冊
あ
る
手
稿
綴
本
は
編
者
の
手
で
全
五
九
節
の
一
体
に
纏
め
ら
れ
て
の
公
刊
と
な
っ
た
。
前
集
で
は
第
一
節

か
ら
第
二
九
節
冒
頭
の
一
文
ま
で
を
翻
訳
紹
介
し
た
が
、
今
集
で
は
再
度
第
二
九
節
冒
頭
か
ら
始
め
て
第
五
一
節
冒
頭
の
一
文

ま
で
を
掲
げ
る
。
あ
と
に
続
け
る
「
内
容
概
観
」
は
公
刊
書
の
目
次
を
成
す
が
、講
義
本
体
各
節
の
編
者
に
よ
る
要
説
で
あ
る
。

　

訳
者

　

二
九
、
こ
の
考
察
を
始
め
た
箇
所
に
目
を
戻
せ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
美
学
が
心
理
学
に
依
拠
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
で
あ
っ
た
。
両

者
の
間
柄
は
、
双
方
へ
は
一
緒
に
広
汎
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
が
関
っ
て
く
る
よ
う
な
間
柄
と
見
え
た
。
美
学
に
と
っ
て
の
意
義
が
最

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

も
大
き
い
の
は
心
理
学
に
属
す
る
想
像
力
論

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（Lehre von der Phantasie

）
で
あ
る

0

0

0

。
だ
が
想
像
力
を
扱
う
の
に
、
ほ
か
の
事
柄
、
概

念
的
表
象
と
直
観
的
表
象
と
の
別
と
か
、
こ
と
に
、
想
像
力
が
本
質
的
に
制
約
さ
れ
る
感
受
（Em

pfindung

［en

］）
の
ご
と
き
事
柄
に

も
立
入
ら
ず
に
済
ま
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
す
べ
て
は
美
学
に
と
っ
て
最
高
度
に
重
要
で
あ
る
ば
か
り
か
、
芸
術
家

の
生
や
研
究
者
（
数
学
者
さ
え
も
）
の
生
ど
こ
ろ
か
各
人
だ
れ
の
生
に
と
っ
て
も
作
用
広
汎
な
実
践
的
意
義
を
も
つ
事
柄
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
表
象
生
活
の
研
究

0

0

0

0

0

0

0

は
心
理
学
の
最
重
要
課
題
に
属
す
る
。
無
論
た
だ
ひ
と
つ
の
疑
問
が
生
じ
る
だ
け
で
な
く
、
多
数
さ
ま
ざ
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ま
な
問
題
が
提
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

す
で
に
語
っ
た
が
、
心
理
学
は
内
的
経
験
（
知
覚 W

ahrnehm
ung

［
真
理
把
握
］）
の
領
域
を
記
述
す
る
。
ま
た
表
象
の
継
起
や
共
存

の
法
則
を
も
探
究
す
る
。
そ
こ
で
記
述
心
理
学
（beschreibende Psychologie

）
と
説
明
心
理
学
（erklärende Psychologie

）
と
を
区
別

す
る（
両
者
の
間
柄
は
ど
こ
か
解
剖
学
と
生
理
学
と
の
間
柄
に
似
て
い
る
）。両
種
の
研
究
が
想
像
力
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
。残
念
な
が
ら
双
方
で
、

た
ち
ま
ち
大
き
な
不
一
致
に
出
合
う
こ
と
か
ら
、
心
理
学
全
般
の
不
完
全
な
状
態
を
思
え
と
戒
め
ら
れ
る
。
不
一
致
は
想
像
表
象
の
連

続
の
法
則
に
つ
い
て
の
教
説
で
も
、
想
像
表
象
の
成
立
や
変
遷
の
条
件
に
つ
い
て
も
見
出
さ
れ
る
。
だ
が
こ
れ
は
決
し
て
驚
く
べ
き
こ

と
で
な
い
。

　

説
明
心
理
学
は
疑
い
な
く
よ
り
難
し
い
部
分
で
あ
り
、
生
理
学
、
ま
た
物
理
学
と
も
緊
密
に
連
な
る
ゆ
え
に
、
説
明
心
理
学
の
不
完

全
性
は
概
念
的
に
理
解
で
き
る
―
―
決
し
て
厳
密
学
に
な
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
並
べ
る
と
記
述
心
理
学
は
こ
の
依
存
性
か
ら
比
較
的

に
自
由
で
あ
る
。
生
理
学
が
な
お
萌
芽
状
態
に
あ
っ
た
と
き
解
剖
学
は
す
で
に
高
度
に
発
展
し
て
い
た
が
、
同
じ
こ
と
が
記
述
心
理
学

で
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
い
や
、
そ
う
は
行
か
な
い
。
あ
れ
こ
れ
重
要
な
点
で
記
述
心
理
学
に
お
い
て
も
見
解
の
大
き
な
不
一

致
が
最
重
要
研
究
者
間
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
詳
し
く
こ
こ
で
立
入
る
こ
と
が
で
き
な
い

（
（5
（

。
け
れ
ど
も
、
こ

の
不
一
致
を
根
拠
と
し
て
高
ま
る
か
も
知
れ
な
い
懐
疑
の
念
は
、
大
し
た
こ
と
で
な
い
と
却
下
し
て
よ
い
。
見
解
の
不
一
致
に
よ
っ
て

証
明
さ
れ
る
の
は
、
記
述
心
理
学
に
も
伴
う
不
可
能
性
で
な
く
、
た
だ
の
因
難
性
で
し
か
な
い
。

　
　

�

（
58
）
手
稿
原
文
で
言
及
さ
れ
る
の
は
、
心
的
現
象
の
根
本
部
類
に
つ
い
て
の
不
一
致
、
判
断
明
証
に
つ
い
て
の
不
一
致
、
判
断
と
表
象
と

の
区
別
に
つ
い
て
の
不
一
致
、
普
遍
的
概
念
に
つ
い
て
の
不
一
致
、
等
々
で
あ
る
。
手
稿
綴
本
第
二
冊
下
記
頁S. 111-129

（Ⅱ
. Fassung

）

に
お
い
て
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
ま
ず
最
重
要
論
争
点
若
干
を
列
挙
、
つ
ぎ
に
こ
れ
ら
の
手
短
な
批
判
的
解
明
を
行
う
。
だ
が
こ
の
解
明
は
直
接

わ
れ
わ
れ
の
対
象
に
触
れ
な
い
ゆ
え
本
書
で
は
省
略
し
た
。
研
究
が
手
稿
原
文S. 130
で
再
開
す
る
の
は
、
右
の
不
一
致
は
内
的
知
覚
の
明
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証
と
ど
の
よ
う
に
合
致
す
る
か
の
問
を
以
て
で
あ
る
（
や
や
短
縮
し
て
あ
る
）。

　

三
〇
、
と
り
わ
け
し
ば
し
ば
聞
え
る
の
は
、
即
応
明
証
的
知
覚
（unm

ittelbare evidente W
ahrnehm

ung

）
の
領
域
こ
そ
真
先
に
最

も
よ
く
認
識
で
き
る
し
記
述
で
き
る
こ
と
は
、
や
は
り
最
初
か
ら
の
期
待
で
な
い
の
か
、
と
い
う
異
論
で
あ
る
。

　

だ
が
こ
の
異
論
に
は
、
内
的
知
覚
に
誤
り
の
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
内
的
知
覚
に
入
り
込
ま
ぬ
心
的
な
る
も
の
は
わ
れ
わ
れ
に

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
し
か
し
記
述
心
理
学
に
と
っ
て
肝
要
な
こ
と
の
す
べ
て
が
即
応
明
証
的
知
覚
を
以
て
尽
さ
れ
は
し
な

い
、
と
反
論
で
き
る
。 

　
α.

証
拠
と
し
て
は
た
だ
、
内
的
知
覚
に
媒
介
さ
れ
な
い
普
遍
的

0

0

0

法
則
、
す
な
わ
ち
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
納
得
で
き
る
判
断
に
よ
っ
て

即
応
的
（unm

ittelbar　

無
媒
介
的
）
に
把
捉
さ
れ
る
か
、
そ
れ
と
も
帰
納
や
演
繹
、
あ
る
い
は
両
者
合
同
の
仕
方
に
媒
介
さ
れ
て
把
捉

さ
れ
る
か
い
ず
れ
か
の
普
遍
的

0

0

0

［allgem
ein 

全
称
的
］
法
則
が
存
在
す
る
こ
と
を
見
る
だ
け
で
よ
い
。
記
述
心
理
学
で
は
諸
他
の
経
験

科
学
に
お
い
て
と
同
様
、例
え
ば
「
い
か
な
る
心
的
現
象
も
客
体
と
関
係
す
る
」
の
ご
と
く
帰
納
が
主
役
を
演
じ
る
。
だ
が
例
え
ば
、「
い

か
な
る
歓
び
の
根
柢
に
も
表
象
が
あ
る
」
の
ご
と
く
（
概
念
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
納
得
で
き
る
判
断
た
る
）
公
理
（A

xiom

）
も
生
じ
る
。

　

b.

だ
が
特
称
的

0

0

0

（partikulär

）判
断
に
と
っ
て
も
内
的
知
覚
は
十
分
で
な
い
。
と
り
わ
け
明
か
な
の
は
、こ
こ
で
は
記
憶（Gedächtnis

回
想
）
も
参
与
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
す
で
に
演
繹
の
助
け
も
要
る
の
は
、
記
憶
が
明
証
的
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
）。
し
か
も
あ
れ
こ
れ
と
説

明
心
理
学
の
命
題
ま
で
も
が
欠
か
せ
な
い
の
は
、
記
憶
で
は
因
果
連
関
が
引
合
い
に
出
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
他
人
の
経
験
を
利
用
す

る
際
に
も
、
こ
と
は
演
繹
的
に
運
ば
れ
る
。

　

c.

内
的
知
覚
に
入
り
込
む
も
の
に
つ
い
て
す
ら
、
即
応
明
証
的
認
識
の
作
用
を
呼
寄
せ
る
に
及
ば
な
い
。
と
い
う
の
も
、
内
的
知

0

0

0

覚
に
入
り
込
む
も
の
す
べ
て
が
気
付
か
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（bem
erkt w

erden

）
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
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三
一
、
そ
も
そ
も
「
気
付
く
（bem

erken　

注
目
す
る
）」
と
は
い
か
な
る
作
用
か
。

　

気
付
く
と
は
見
分
け
る（unterscheiden

）こ
と
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、こ
れ
は
曖
味
な
言
い
方
で
あ
る
。
違
い
を
認
め
る（erkennen

）

こ
と
に
も
用
い
ら
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
多
く
の
人
々
の
意
見
で
は
、
気
付
く
と
は
相
違
の
認
識
の
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
幾
つ
か
が
同
時

に
気
付
か
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
、
で
あ
っ
た
。

　

知
覚
さ
れ
る
も
の
す
べ
て
が
気
付
か
れ
も
す
る
の
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
だ
が
気
付
か
れ
な
い
も
の
は
記
述
心
理
学
に
と
っ

て
存
在
し
な
い
。
こ
う
な
る
と
、
た
と
い
知
覚
さ
れ
て
も
状
態
全
体
は
明
瞭
で
な
い
。
あ
れ
こ
れ
の
部
分
あ
り
全
体
に
こ
れ
ら
部
分
の

所
属
し
て
い
る
こ
と
が
気
付
か
れ
な
い
ば
あ
い
も
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
記
述
心
理
学
は
、
何
が
与
え
ら
れ
て
い
て
如
何
な
る
事
情

に
あ
る
か
を
明
瞭
に
語
り
得
る
た
め
に
は
、
諸
々
の
連
関
を
分
析
し
了
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
こ
そ
が
、
さ
ま
ざ
ま
気
付

く
（ein vielfaches Bem

erken

）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
て
無
論
だ
れ
で
も
少
く
と
も
時
折
は
多
く
の
こ
と
に
気
付
く
が
、
か
な
り
の
こ
と
は
気
付
く
の
が
容
易
で
な
い
。
例
を
挙
げ
れ
ば

明
証
（
明
証
的
判
断
と
盲
目
的
判
断
と
の
別
）
で
あ
り
、
判
断
と
表
象
作
用
と
の
関
係
様
態
で
あ
り
、
抽
象
体
に
お
け
る
具
象
体
（
そ
も
そ

も
存
在
す
る
の
か
、
い
か
な
る
も
の
が
存
在
す
る
の
か
）
等
々
で
あ
る
。
さ
よ
う
、
多
く
の
も
の
は
全
然
い
つ
だ
っ
て
気
付
か
れ
な
い
。
例
え

ば
（
連
続
的
移
行
が
可
能
な
場
で
の
）
小
さ
な
間
隔
で
あ
り
、
自
分
の
個
性
を
他
人
の
個
性
と
別
け
る
も
の
も
同
様
で
あ
る
。
ほ
ん
の
束

の
間
し
か
見
え
な
い
も
の
も
気
付
か
れ
ぬ
ま
ま
に
終
る
。

　

気
付
く
と
い
う
こ
と
は
気
付
か
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
も
し
や
す
る
と
「
気
付
き
つ
つ
同
時
に
気
付
か
れ
る
（m

itbem
erkt 

w
erden

）」
の
か
、
こ
れ
は
特
別
な
問
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
気
付
く
（Bem

erken < bem
erken

）
と
い
う
働
き
［
動
詞
的
作
用
］
は
、

こ
れ
の
特
別
な
部
分
や
特
異
性
に
つ
い
て
は
気
付
か
れ
な
い
（
そ
う
で
な
け
れ
ば
明
証
に
つ
い
て
の
論
争
な
ど
生
じ
な
い
で
あ
ろ
う
）。
さ
て
、

こ
こ
で
気
付
く
と
い
う
働
き
の
場
所
へ
向
け
て
の
演
繹
が
登
場
し
、
こ
の
演
繹
と
類
推
と
が
し
ば
し
ば
「
気
付
く
」
と
い
う
こ
と
を
教
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え
る
準
備
と
な
る
。

　

あ
る
も
の
は
決
し
て
気
付
か
れ
な
い
の
に
、
あ
る
も
の
は
存
在
す
る
や
常
に
気
付
か
れ
る
の
か
、
こ
れ
は
ま
た
別
箇
の
問
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
は
苦
痛
お
よ
び
快
楽
の
こ
と
を
考
え
て
主
張
し
た
。
け
れ
ど
も
反
論
材
料
と
し
て
、
合
成
さ
れ
て
全
体
な
り

と
気
付
か
れ
る
感
情
状
態
内
に
、
気
付
か
れ
ぬ
ま
ま
と
な
る
部
分
現
象
の
あ
る
こ
と
が
顧
慮
さ
れ
た
。

　

上
述
の
と
こ
ろ
か
ら
容
易
に
納
得
で
き
る
の
は
、
心
的
現
象
の
記
述
に
は
あ
れ
こ
れ
隙
間
の
生
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
か
な
り
の
隙
間

は
埋
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
例
え
ば
個
々
の
相
違
の
あ
る
こ
と
は
確
か
と
認
め
ら
れ
る
の
に
、
ど
こ
に
あ
る
か
が
認
め
ら
れ
な
い
。

　

ま
た
他
の
領
域
に
お
い
て
と
全
く
同
様
さ
ま
ざ
ま
な
誤
謬
の
生
じ
る
こ
と
も
納
得
で
き
る
―
―
帰
納
や
演
繹
の
作
用
に
お
い
て
で
あ

り
、
公
理
と
見
定
め
る
作
用
に
お
い
て
で
あ
り
、
分
析
し
つ
つ
気
付
く
作
用
自
体
を
思
い
な
が
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
、
あ

る
と
き
は
全
然
存
在
せ
ぬ
も
の
に
気
付
い
た
と
主
張
さ
れ
た
り
、
あ
る
と
き
は
明
証
的
内
的
知
覚
に
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
確
実
な
も

の
が
否
認
さ
れ
た
り
、
と
な
る
。
こ
う
し
た
誤
謬
は
、
別
方
面
で
も
誤
謬
を
許
し
て
し
ま
う
同
じ
見
地
が
出
所
と
納
得
で
き
る
し
、
し

ば
し
ば
、
ひ
と
が
明
敏
で
あ
ろ
う
と
、
ど
れ
ほ
ど
入
念
な
検
査
を
行
お
う
と
生
起
す
る
。
不
当
に
何
か
を
仮
定
す
る
こ
と
が
生
じ
、
ひ

と
た
び
認
め
た
物も

の

事ご
と

に
迷
う
こ
と
も
生
じ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
さ
い
役
を
演
じ
る
の
は
、
散
漫
に
な
り
勝
ち
の
気
持
で
あ
り
、
癖
で
あ

り
、
愛
憎
で
あ
り
、
詭
弁
で
あ
る
。（
し
か
も
矛
盾
律
で
は
多
く
の
こ
と
が
あ
や
ふ
や
に
な
っ
て
い
る
。）

　

思
込
み
に
誘
わ
れ
易
い
こ
と
が
あ
る
―
―

　
α.

気
付
か
れ
な
い
も
の
は
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う
―
―
全
力
を
尽
し
て
注
視
（aufm

erken

）
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
恐
ら
く
気

付
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
ゆ
え
に
）
気
付
か
れ
な
い
と
き
に
は
格
別
、
も
し
存
在
し
て
い
る
な
ら
ば
気
付
か
れ
る
は
ず
、
と
思
わ
れ
て
し

ま
う
（
こ
の
思
違
い
に
は
、
例
え
ば
延
長
と
部
分
の
こ
と
に
つ
い
て
デ
ー
ヴ
ィ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ム
で
す
ら
引
っ
掛
か
っ
た
）。

　
β.

区
別
［
相
違
］
が
気
付
か
れ
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
区
別
は
存
在
も
し
な
い
。
言
い
か
え
る
と
、
与
え
ら
れ
る
の
は
、
同
等
な
り
、
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と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
γ.

仲
介
が
気
付
か
れ
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
与
え
ら
れ
る
の
は
即
応
的
結
合
で
あ
ろ
う
。
そ
の
さ
い
見
落
さ
れ
る
の
は
、
興
味
を
引

か
ぬ
構
成
員
は
癖
と
な
っ
て
無
視
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
（
感
受
に
お
け
る
）
最
小
部
分
に
気
付
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
不

可
能
性
で
あ
る
。

　

δ.

間
接
に
測
っ
て
も
直
接
に
測
っ
た
と
見
え
る
も
の
が
あ
り
、同
じ
と
見
え
る
大
き
さ
は
等
し
い
大
き
さ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
ε.

ひ
と
の
気
付
く
も
の
は
、
こ
れ
に
注
視
（aufm

erken

）
す
る
や
注
視
を
浴
び
な
い
で
も
（
恐
ら
く
は
た
だ
い
つ
で
も
同
時
発
生
の
在

り
方
で
）
存
在
す
る
し
、
現
存
せ
ぬ
も
の
は
、
こ
れ
を
注
視
し
よ
う
と
す
る
ご
と
に
消
失
す
る
、
と
仮
定
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
誤
れ
る
思
込
み
に
は
と
も
ど
も
雑
多
な
先
入
見
が
働
く
―
―

　
ａ.

間
を
詰
め
て
連
ね
た
も
の
（
ぐ
ら
つ
か
ぬ
連
想
で
結
合
せ
る
も
の
）
が
一
つ
の

0

0

0

名
で
呼
ば
れ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
単
一
に
し
て

単
純
な
る
も
の
と
思
込
ま
れ
る
。

　

ｂ.

主
語
を
欠
く
文
章
に
お
け
る
、
ま
た
選
言
・
仮
言
・
定
言
の
判
断
に
お
け
る
、
油
断
で
き
な
い
言
葉
遣
い
の
感
化
は
顧
み
ら
れ

ぬ
ま
ま
と
な
る
（
す
な
わ
ち
語
る
こ
と
と
考
え
る
こ
と
と
の
あ
い
だ
に
は
緊
密
な
平
行
関
係
が
あ
る
、
と
し
ば
し
ば
思
込
ま
れ
る
）。

　

ｃ.

ま
た
伝
来
の
等ク

ラ
ス級

名
に
お
い
て
曖
昧
朦
朧
と
な
っ
た
意
義
も
同
じ
く
顧
み
ら
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

　

ｄ.

必
然
（M
uß

）
と
当
為
（Soll

）
と
を
混
同
す
る
嫌
い
が
あ
る
。

　

ｅ.

明
証
の
度
合
は
注
視
（aufm

erken

）
の
度
合
に
当
る
、
と
思
込
む
。

　

ｆ.

ど
こ
で
、
い
つ
起
き
た
か
は
知
ら
ず
に
既
知
と
な
っ
た
こ
と
で
は
、
こ
れ
を
思
う
連
想
も
こ
の
こ
と
自
体
に
与
え
ら
れ
る
と
し

て
よ
い
（
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
）。
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三
二
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
こ
と
を
見
る
と
、
あ
と
に
記
述
心
理
学
が
残
り
得
る
の
か
、
も
は
や
解
ら
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
記
述
心
理

学
の
進
歩
を
今
日
ま
で
妨
げ
て
き
た
も
の
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
―
―

　

一
、
と
り
わ
け
心
的
現
象
に
気
付（bem

erken

）い
て
書
留
め
る
記
述（Beschreibung

）に
つ
い
て
の
、特
別
な
習
練（Ü

bung

）の
不
足
、

　

二
、
研
究
や
検
査
ば
か
り
か
他
人
の
説
得
を
も
進
め
る
方
法
（M
ethode

）
の
不
足
、

　

三
、
分
業
（A

rbeitsteilung

）
の
不
足
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
不
足
が
克
服
さ
れ
て
、
記
述
心
理
学
が
従
前
よ
り
完
全
な
状
態
に
到
達
す
る
、
と
い
う
将
来
へ
の
希
望

は
残
っ
て
い
る

（
（5
（

。

　
　

�

（
59
）
本
節
三
一
お
よ
び
三
二
の
手
稿
原
文
を
、
挙
げ
ら
れ
る
諸
例
に
つ
い
て
は
と
り
わ
け
、
や
や
短
縮
し
て
あ
る
。
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
書

『
正
判
断
論
―
第
一
部
―
』（D

ie Lehre vom
 richtigen U

rteil. erster H
auptteil

）
を
参
照
の
こ
と
。

　

三
三
、
こ
れ
か
ら
没
頭
す
べ
き
課
題
は
想
像
力
に
つ
い
て
の
研
究

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（U
ntersuchung über die Phantasie

）
で
あ
る
。
こ
の
研
究
を
わ

れ
わ
れ
は
心
理
学
全
般
の
今
日
な
お
完
全
に
は
発
達
し
て
い
な
い
状
態
を
一
瞥
し
つ
つ
始
め
て
い
る
。
何
よ
り
も
必
要
な
の
は
想
像
力

の
概
念

0

0

（Begriff

）
を
規
定
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
概
念
規
定
の
方
法
は
、
問
題
が
術
語
の
新
た
な
導
入
に
あ
る
ば
あ
い
と
、
伝
承
さ

れ
た
術
語
の
規
定
に
あ
る
ば
あ
い
と
で
は
、
本
質
的
に
別
で
あ
る
。
だ
が
い
ず
れ
の
ば
あ
い
で
も
、
こ
の
課
題
は
多
く
の
人
の
思
う
で

あ
ろ
う
程
度
よ
り
複
雑
で
あ
る
。

　

新
た
に
導
入
し
た
い
術
語
で
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
術
語
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
ば
か
り
か
、
こ
の
術
語
の
必
要
性
と
有
用
性
と
を

立
証
す
る
こ
と
で
も
あ
る
（
例
え
ば
植
物
学
や
動
物
学
で
幾
つ
か
の
徴
標
を
一
体
に
纏
め
る
こ
と
は
、
ま
だ
名
称
の
存
在
し
な
い
一
自
然
の
綱ク

ラ
ス

が
問
題
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
）。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
も
絶
対
的
な
勝
手
気
儘
［
恣
意
的
命
名
］
は
現
存
し
な
い
。
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こ
の
勝
手
気
儘
は
伝
承
さ
れ
た
術
語
で
は
さ
ら
に
通
ら
ず
、こ
こ
で
は
伝
統（T

radition

）を
顧
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
問
題
は
、

こ
の
術
語
の
も
と
に
私0

（Ich

）
が
理
解
す
る
と
こ
ろ
ば
か
り
か
、
ひ
と

0

0

（m
an

）
が
理
解
す
る
と
こ
ろ
を
こ
そ
語
る
こ
と
で
あ
る
。
し

か
も
こ
の
こ
と
が
大
切
な
の
は
学
問
の
最
初
期
段
階
に
つ
い
て
で
あ
り
、
後
代
人
の
眼
前
に
研
究
者
の
手
に
成
る
術
語
が
あ
る
と
同
じ

く
、
創
始
者
の
眼
前
に
は
民
族
に
由
来
す
る
術
語
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
言
葉
を
学
ぶ
か
ら
に
は
課
業
に
よ
っ
て
各
人
だ
れ
で
も
分
類

作
業
（K

lassifikation
）
へ
向
う
。
こ
う
し
て
わ
れ
わ
れ
に
見
え
る
の
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
や
プ
ラ
ト
ン
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
な
ど
、
学

科
（D

isziplin

）
の
基
礎
を
本
質
的
に
初
め
て
築
い
た
最
古
の
哲
学
的
研
究
者
が
、
早
く
も
右
の
ご
と
き
疑
問
を
相
手
に
し
て
い
る
姿

で
あ
る
。

　

そ
し
て
ま
さ
し
く
想
像
力
（Phantasie <

Φαντασ́ια

表
象
・
想
像
）
に
つ
い
て
は
『
霊
魂
論
』
で
、
こ
れ
はαι ¸σ́θησις

（
感
覚
）
な

の
かδιάνοια

（
思
想
）
な
の
か
、νόησις

（
思
惟
）
かυ̨πόθεσις

（
仮
説
）
か
、δόξα

（
私
見
）
かδόξα

    μετ
,   αι̧σθήσεως

（
感

覚
を
伴
う
私
見
）
か
、
等
々
と
問
わ
れ
て
い
る
の
が
見
え
る

（
（6
（

。

　
　

�

（
60
）A

ristoteles, Περὶ ψυχη̂ς
, Ⅲ

. 3.

　

三
四
、
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
局
面
で
は
何
を
為
す
べ
き
か
。

　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
（
先
ん
じ
て
ソ
ク
ラ
テ
ス
や
プ
ラ
ト
ン
）
の
教
え
た
よ
う
に
、
以
下
の
作
業
が
有
益
で
あ
る
。

　
α.

さ
ま
ざ
ま
な
使
用
例
の
枚
挙

　
β.

諸
例
に
共
通
な
る
も
の
の
研
究

　
γ.

諸
他
見
解
の
枚
挙
と
研
究

　

δ.

諸
結
果
の
比
較
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こ
の
よ
う
な
仕
方
で
事
例
す
べ
て
に
共
通
な
る
も
の
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
で
き
な
け
れ
ば
見
出
せ
る
の
は
、
共
通
な
る
も

の
が
諸
例
に
は
な
い
こ
と
、
言
い
か
え
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
あ
れ
こ
れ
の
曖
昧
を
相
手
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
こ
れ
で
課
題
は
尽
さ
れ
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、
な
お
為
す
べ
き
重
要
な
こ
と
が
残
っ
て
い
る
。
伝
承
を
顧
慮
せ
よ
、
と
の

要
請
が
求
め
て
い
る
の
は
無
条
件
の
伝
承
固
守
で
な
く
、
た
だ
、
伝
承
か
ら
は
軽
率
気
儘
に
離
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ

る
。
し
か
し
伝
承
の
固
守
は
し
ば
し
ば
不
可
能
も
し
く
は
不
利
益
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
曖
昧
な
事
例
で
起
る
が
、
ひ
と
つ
の
名
称

の
輪
郭
が
溶
暗
的
に
ぼ
や
け
て
く
る
と
き
に
も
当
嵌
る
（
無
論
と
き
に
輪
郭
の
ぼ
や
け
た
術
語
は
許
容
さ
れ
る
ば
か
り
か
必
要
で
す
ら
あ
る
）。
だ

が
一
貫
し
て
精
密
に
用
い
る
ば
あ
い
に
も
当
嵌
る
。
思
出
す
の
は
、
術
語
を
新
た
に
導
入
す
る
さ
い
の
概
念
規
定
に
つ
い
て
語
っ
た
こ

と
で
あ
る
（
た
だ
語
の
意
味
の
規
定
だ
け
で
な
く
、
名
称
を
必
要
と
す
る
一
自
然
の
綱ク

ラ
ス

が
目
の
前
に
あ
る
こ
と
の
証
明
も
大
切
に
な
る
）。

　

す
で
に
民
衆
言
語
［
俗
語
］
の
歴
史
で
も
語
義
は
変
化
す
る
の
が
見
え
る
し
、
学
問
の
歴
史
に
お
い
て
は
尚
更
の
こ
と
で
あ
る
。

　

学
問
が
若
け
れ
ば
若
い
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
頻
繁
に
術
語
の
意
義
の
変
更
が
必
要
と
な
る
の
は
明
か
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
変
更
が
熟

慮
の
も
と
に
行
わ
れ
、
こ
う
し
て
決
定
的
な
進
歩
の
成
る
の
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
従
来
の
語
の
境
界
が
自
然
で
な
か
っ
た
と
判
明
し

て
の
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
い
か
な
る
意
味
親
近
性
を
も
見
せ
ぬ
粗
雑
な
変
更
な
ど
滅
多
に
な
い
し
、
ほ
と
ん
ど
得
策
で
も
な
い
。
そ

れ
で
も
観
察
で
き
る
外
見
の
学
問
的
親
近
性
に
つ
い
て
の
見
方
が
変
る
に
つ
れ
て
、
何
ほ
ど
か
術
語
の
境
界
に
変
移
が
生
じ
る
の
は
あ

く
ま
で
も
許
さ
れ
て
い
る
。

　

今
日
な
お
若
い
学
問
と
呼
ん
で
よ
い
哲
学
（
こ
と
に
心
理
学
）
に
お
い
て
も
、
引
継
が
れ
た
術
語
を
吟
味
す
る
と
い
う
、
こ
の
、
い

か
な
る
概
念
規
定
で
も
課
題
と
な
る
部
分
は
大
い
に
顧
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

（
（6
（

。

　
　

�

（
61
）
前
節
三
三
お
よ
び
本
節
三
四
は
大
幅
に
短
縮
し
て
あ
る
。



20

細井　雄介
　

三
五
、
さ
て
、
た
だ
い
ま
述
べ
た
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
、Phantasie

（
想
像
［
力
］）
の
概
念
規
定
で
も
適
用
に
努
め
た
い
。

　

ま
ず
最
初
に
想
像
な
る
名
称
の
、
こ
れ
ま
で
の
使
用
例
を
吟
味
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
表
面
的
に
片
付
け
て
よ
い
だ
け
の
安
易
な
仕
事

で
な
い
こ
と
は
明
か
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
研
究
は
実
り
が
大
き
い
と
実
証
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
生
活
内

0

0

0

（in Leben

）
の
使
用
例
を
も

研
究
の
場

0

0

0

0

（beim
 Forschen

）
で
の
使
用
例
を
も
考
慮
に
入
れ
る
が
、
ま
ず
は
前
者
を
扱
う
こ
と
に
す
る
。
容
易
く
認
め
ら
れ
る
が
、

想
像
の
名
で
理
解
さ
れ
る
の
は
、
あ
る
い
は
素
質
（A

nlage

）、
あ
る
い
は
活
動
（Betätigung

）
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
後
者
の
種
類
、

活
動
の
事
例
だ
け
に
注
目
す
る
。

　

と
い
う
次
第
で
見
え
て
く
る
使
用
例
は
想
像
表
象

0

0

0

0

（Phantasievorstellung

）
な
る
意
味
に
お
け
る
想
像

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（Phantasie

）
で
あ
る
（
判

断U
rteil

や
心
情
活
動Gem

ütstätigkeit

は
扱
わ
な
い
）。
そ
れ
で
も
当
の
使
い
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
以
下
の
ご
と
く
考
え
ら
れ
て
い
る

―
―

　

a.

感
受
（Em

pfindung

）
で
あ
る
こ
と
は
な
い
が
、
感
受
の
表
象
と
何
ら
か
の
親
近
性
を
も
つ
と
見
え
る
表
象
の
こ
と
。
こ
れ
を

感
官
の
別
に
よ
り
一
群
ご
と
に
区
別
す
る
（
視
覚
の
想
像
表
象
、
聴
覚
の
想
像
表
象
、
等
々
で
あ
る
）。
こ
れ
を
感
受
そ
の
も
の
と
呼
ば
な
い

の
は
何
故
か
、
こ
れ
が
感
受
か
ら
区
別
さ
れ
る
の
は
何
に
よ
っ
て
か
、
と
問
う
な
ら
ば
、
い
か
な
る
点
に
お
い
て
も
満
足
で
き
る
回
答

を
得
る
の
は
容
易
で
な
か
ろ
う
。
感
受
の
も
と
に
理
解
さ
れ
る
の
は
外
的
対
象
の
作
用
に
よ
っ
て
成
立
す
る
表
象
で
あ
り
、
こ
の
こ
と

が
想
像
表
象
で
は
当
ら
な
い
、
な
ど
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

b.

い
わ
ゆ
る
一
般
人
は
表
象
成
立
に
お
け
る
相
違
以
外
に
な
お
ひ
と
つ
別
の
、
よ
り
記
述
的
な
区
別
、
す
な
わ
ち
想
像
表
象
に
は

生
気
（
強
度
）
が
乏
し
い
と
い
う
区
別
を
申
立
て
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
く
せ
他
の
と
こ
ろ
で
は
当
の
想
像
表
象
な
る
名
を
、
右
の

ご
と
き
差
は
示
さ
ぬ
表
象
、
例
え
ば
高
熱
に
よ
る
想
像
と
か
種
々
の
幻
覚
な
ど
に
与
え
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
決
し
て
強
度
が
弱
い
と

性
格
付
け
ら
れ
る
も
の
で
な
い
。
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c.

こ
の
一
般
人
に
残
像
（N

achbild 

網
膜
上
の
）
は
ど
う
か
と
尋
ね
る
と
、
折
々
、
こ
れ
ま
で
全
く
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

解
る
し
、
こ
れ
を
ど
こ
へ
入
れ
て
よ
い
の
か
定
か
で
な
い
と
見
え
る
。

　

d.
と
こ
ろ
が
別
の
例
で
は
迷
い
も
せ
ず
、
夢
は
想
像
表
象
に
入
れ
て
い
る
（T

raum
phantasie　

夢
想
像
）。

　

e.

記
憶
や
予
期
に
見
る
ご
と
き
過
去
や
未
来
の
も
の
と
し
て
の
色
や
音
の
表
象
を
も
一
般
人
は
想
像
表
象
に
入
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
恐
ら
く
、
こ
の
種
の
何
ら
か
の
表
象
は
感
受
と
思
う
か
、
そ
れ
と
も
す
べ
て
想
像
心
像
（Phantasiebild

）
と
思
う
か
、

と
問
え
ば
、
想
像
心
像
で
あ
る
と
決
め
る
こ
と
だ
ろ
う
。
無
論
そ
の
さ
い
一
般
人
は
幾
た
び
も
首
尾
一
貫
性
に
欠
け
た
ま
ま
で
あ
る
。

例
え
ば
、
運
動
を
見
る
、
演
説
や
話
し
言
葉
を
聴
く
、
旋メ

ロ
デ
ィ律

、
少
く
と
も
一
節
の
旋
律
を
聴
く
、
な
ど
と
言
張
る
よ
う
に
で
あ
る
。
こ

の
と
き
矛
盾
に
気
付
か
せ
る
や
、
恐
ら
く
、
確
か
に
運
動
は
ど
の
部
分
も
同
時
に
全
部
は
実
現
し
な
い
と
認
め
る
で
あ
ろ
う
し
、
運
動

を
知
覚
す
る
と
言
っ
て
も
非
本
来
的
な
意
味
に
お
い
て
の
こ
と
で
し
か
な
い
と
の
意
見
に
同
意
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

f.

い
わ
ゆ
る
外
的
知
覚
の
表
象
と
並
ん
で
わ
れ
わ
れ
に
は
、
内
的
知
覚
（innere W

ahrnehm
ung

）
の
所せ

　い為
に
す
る
表
象
も
あ
る
。

こ
う
し
た
表
象
を
想
像
表
象
に
入
れ
る
か
と
問
え
ば
、
入
れ
な
い
と
俗
人
は
き
っ
ぱ
り
否
定
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
一
体
、
色
や
音
な
ど
の
感
受
に
は
当
の
色
や
音
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
記
憶
像
ま
た
類
同
的
と
し
て
よ
い
予
期
像
が
起
る

よ
う
に
、
内
的
知
覚
の
表
象
に
も
起
る
表
象
は
な
い
の
か
、
そ
し
て
あ
る
い
は
、
例
え
ば
私
が
誰
か
に
、
む
か
し
私
は
あ
れ
を
望
ん
だ
、

こ
の
信
仰
を
懐
い
た
、
あ
る
悲
し
み
を
覚
え
た
、
等
々
と
伝
え
た
り
、
ま
た
近
々
あ
る
一
事
を
捉
え
て
考
え
抜
く
つ
も
り
等
々
と
伝
え

た
り
す
る
と
き
、
こ
う
し
た
表
象
は
想
像
表
象
に
算
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
の
か
、
と
問
う
な
ら
ば
問
題
は
別
と
な
る
。
―
―
言
わ
れ

る
通
り
と
俗
人
は
ほ
と
ん
ど
躊
躇
も
な
く
認
め
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
即
座
に
こ
う
し
た
表
象
を
想
像
に
入
れ
て
し
ま
い
勝
ち
に
も
な
ろ

う
。（
だ
が
同
じ
こ
と
は
音
楽
的
想
像
活
動
だ
け
で
な
く
詩
的
想
像
活
動
を
も
語
る
ば
あ
い
に
絶
え
ず
行
わ
れ
て
い
る
と
見
え
る
。）

　

g.

相
似
た
こ
と
は
他
人
の
心
的
現
象
（psychisches Phänom

en

）
の
表
象
に
つ
い
て
も
言
え
る
。　
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h.

こ
れ
ま
で
の
例
と
ど
こ
か
異
な
る
の
が
、
も
は
や
受
身
に
捉
え
ら
れ
る
表
象
な
ら
ぬ
本
来
的
意
味
に
お
け
る
活
動
（T

ätigkeit

）

が
想
像（Phantasie

）と
呼
ば
れ
る
ば
あ
い
で
あ
る
。「
移
入
的
想
像
活
動（H

ineinphantasieren 

向
う
に
入
っ
て
想
像
を
働
か
す
）」と
言
う
が
、

い
わ
ゆ
る
幻
想
（Illusion

）
も
こ
こ
に
属
し
て
い
る
。

　

i.

相
似
る
弱
い
種
類
の
例
も
あ
る
。
例
え
ば
一
枚
の
絵
に
色
を
入
れ
て
想
像
を
働
か
せ
た
り
、
あ
れ
こ
れ
の
線
か
ら
板
に
描
か
れ

た
人
物
を
想
像
し
た
り
の
こ
と
で
あ
る
。
上
手
な
棋
士
は
盤
上
さ
ま
ざ
ま
に
変
る
駒
の
位
置
を
思
描
い
て
い
る
。

　

j.

な
お
一
例
あ
り
、こ
れ
に
つ
い
て
は
何
か
似
た
も
の
の
あ
り
は
せ
ぬ
か
が
問
題
と
な
り
、こ
こ
で
想
像
活
動
（Phantasietätigkeit

）

に
つ
い
て
あ
れ
こ
れ
語
ら
れ
る
―
―
例
え
ば
壁
掛
け
を
見
て
の
こ
と
で
あ
り
、
雲
や
星
々
を
見
て
の
こ
と
で
あ
る
。
向
う
が
わ
に
入
っ

て
見
て
取
れ
る
形
式
は
、
し
ば
し
ば
、
想
像
の
戯
れ
（Spiel der Phantasie

）
と
し
て
説
明
さ
れ
る

（
（6
（

。

　
　

�

（
62
）
こ
の
種
の
想
像
活
動
を
調
べ
る
た
め
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
自
分
で
拵
え
た
図
を
用
い
た
が
、
こ
れ
は
人
格
深
層
の
研
究
で
今
日
多
大
の

役
割
を
演
じ
て
い
る
ロ
ー
ル
シ
ャ
ハ
検
査
の
図
板
と
相
似
て
い
た
。
本
節
三
五
は
や
や
短
縮
し
て
あ
る
。

　

三
六
、
こ
れ
ま
で
を
顧
み
る
と
共
通
項

0

0

0

と
し
て
立
つ
の
は
、
表
象
で
な
い
も
の
は
想
像
に
算
え
ら
れ
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

だ
が
感
受
の
表
象
や
知
覚
の
表
象
に
属
す
る
も
の
は
想
像
と
呼
ば
れ
ず
、
他
方
で
抽
象
的
概
念
た
る
も
の
も
想
像
と
呼
ば
れ
な
い
。
大

切
な
の
は
具
体
的

（
（6
（

（
直
観
的
）
表
象
も
し
く
は
、
そ
の
よ
う
な
表
象
と
思
わ
れ
る
も
の
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
多
く
語
ら
れ
る
の
も
研
究

者
の
想
像
に
つ
い
て
よ
り
は
詩
人
の
想
像
（
一
般
的
に
は
芸
術
家
の
想
像
）
に
つ
い
て
で
あ
り
、
そ
れ
と
い
う
の
も
直
観
的
に
し
て
具
体

的
な
る
表
象
の
形
成
こ
そ
は
勝
れ
て
芸
術
的
な
作
業
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　

�

（
63
）
け
れ
ど
も
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
後
段
の
詳
解
に
見
え
る
が
、「konkret
（
具
体
的
）」
な
る
語
の
も
と
に
理
解
さ
れ
る
の
は
、
個
々
別
々

（individuell

）
に
特
定
さ
れ
る
表
象
で
な
い
。
本
考
（
下
）（
底
本S. 81ff.

）
を
参
照
の
こ
と
。
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三
七
、
こ
こ
か
し
こ
と
実
情
（T

atbestand

）
の
誤
れ
る
把
握
が
あ
り
は
せ
ぬ
か
、
さ
ら
に
、
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
［
想
像
な
る
］
自

然
的
部ク

ラ
ス類

（natürliche K
lasse

）
を
与
え
て
し
ま
っ
て
い
る
の
か
、
と
疑
問
が
出
る
。
こ
れ
は
な
お
研
究
す
べ
き
事
柄
な
の
で
あ
る
。

　

と
に
か
く
平
俗
の
人
々
が
勝
れ
た

0

0

0

（em
inent

）
意
味
に
お
け
る
想
像
、
い
わ
ば
当
の
典
型
と
見
做
す
種
々
の
出
来
事
（Erscheinung

外
見
）
の
な
か
に
は
、
外
的
知
覚
に
似
て
い
て
幻
覚
（H

alluzination

）
の
類
に
入
る
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

三
八
、
そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
に
研
究
者
（Forscher

）
（
（6
（

は
想
像
を
掴
み
、
何
を
想
像
と
算
え
て
い
る
か
、
の
探
究
に
向
お
う
。
し

か
し
こ
こ
で
も
扱
う
の
は
た
だ
、
研
究
者
が
想
像
活
動
（Phantasietätigkeit

）
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
に
絞
り
、
こ
の
活
動

の
素
質
に
つ
い
て
し
か
語
っ
て
い
な
い
こ
と
は
入
れ
な
い
。

　

a
．
そ
の
さ
い
、
研
究
者
の
顧
慮
し
て
い
る
の
が
上
述
の
全
事
例
か
、
そ
れ
と
も
若
干
例
か
、
あ
る
い
は
な
お
他
に
も
例
を
挙
げ
て

い
な
い
か
、
と
注
意
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　

b
．
さ
ら
に
、
想
像
の
概
念
を
研
究
者
が
一
義
的
（univok

）
と
捉
え
て
い
た
か
、
多
義
的
（äquivok

）
と
捉
え
て
い
た
か
が
問
題 

と
な
り
、
後
者
で
あ
れ
ば
、
多
義
的
と
は
偶
然
に
よ
る
の
か
、
本
来
的
意
味
で
想
像
と
呼
ば
れ
る
も
の
と
の
類
推
な
い
し
関
係
に
よ
る

の
か
が
問
わ
れ
る
。

　

c
．
想
像
の
概
念
を
研
究
者
は
精
密（präzis

）な
概
念
と
見
た
の
か
、溶
暗
的（verschw

im
m

end

）（
す
な
わ
ち
語
使
用
に
精
密
な
境
界
な
し
）

な
概
念
と
見
た
の
か
。

　

d
．
記
述
的
（deskriptiv

）
に
か
系
統
発
生
史
的
（genetisch

）
に
か
の
区
別
は
立
て
た
つ
も
り
、
と
研
究
者
は
思
っ
て
い
た
か
。

　

だ
が
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
研
究
者
が
、
想
像
な
る
名
称
を
ど
の
よ
う
に
用
い
た
か
と
い
う
こ
と
、
よ
り
む
し
ろ
、
諸

他
一
切
の
現
象
と
は
別
に
特
定
部ク

ラ
ス類

現
象
（Phänom

en

）
の
区
画
を
欲
し
て
い
た
か
否
か
で
あ
る
。
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�

（
64
）
す
な
わ
ち
哲
学
者
な
い
し
心
理
学
者
の
こ
と
。

　

三
九
、
わ
れ
わ
れ
の
見
る
筆
頭
の
人
は
も
ち
ろ
ん
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
で
あ
り
、
心
理
学
の
祖
と
し
て
の
見
解
は
格
別
に
興
味
深
い
。

Φαντασ́ια
（Phantasie

想
像
、
等
々
）
な
る
語
を
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
早
く
も
学
問
的
術
語
と
し
て
用
い
て
い
る
。

　

植
物
成
長
の
栄
養
的
機
能
は
問
わ
な
い
と
す
れ
ば
、
生
命
活
動
を
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
二
重
の
領
域
に
別
け
る
︱︱

感
性
的

（sensitiv

）
機
能
と
知
性
的
（intellektiv

）
機
能
と
で
あ
る
。
知
性
的
機
能
に
算
え
る
の
は
概
念
を
考
え
る
思
考
（D

enken

）
お
よ
び
こ

こ
か
ら
作
ら
れ
る
判
断
（U

rteil

）
で
あ
り
、
ま
た
高
次
の
欲
求
作
用
（Begehren

）・
意
欲
作
用
（W

ollen

）
で
あ
り
、
こ
う
し
た
活
動

す
べ
て
が
掴
む
知
覚
（W

ahrnehm
ung

［en

］［
真
理
把
握
］）
で
あ
る
。
感
性
的
活
動
の
内
部
に
は
、
ま
ず
欲
求
作
用
（Begehren

何
を
的

と
し
て
狙
う
か
で
感
覚
的
な
快
不
快
も
顧
慮
さ
れ
る
）
と
感
覚
像
を
掴
む
把
握
作
用
（A

ufnehm
en

［
手
触
り
の
次
元
］）
と
を
区
別
す
る
。
し
か

し
感
覚
像
の
把
捉
作
用
（Erfassen

［
本
質
を
思
う
次
元
］）
が
生
じ
る
の
は
、
ひ
と
つ
に
は
目
の
前
の
感
覚
的
物
体
（O

bjekt

客
体
）
か
ら

当
の
感
覚
的
部
分
が
好
ま
れ
る
（
つ
ま
り
、
ひ
と
が
効
果Einw

irkung

を
受
取
る
）
ゆ
え
に
で
あ
り
、
こ
の
と
き
感
受
（Em

pfindung

）
が

成
り
、
ひ
と
つ
は
物
体
の
こ
の
よ
う
な
効
果
が
な
い
ば
あ
い
で
、
こ
の
と
き
想
像
活
動
（Phantasietätigkeit

）
が
成
る
。
そ
れ
ゆ
え
出

来
事
（
外
見
）
と
し
て
の
想
像
（Pnantasie

）
と
感
受
（Em

pfindung

）
と
は
最
内
奥
に
お
い
て
類
同
で
あ
る
。
想
像
が
感
受
と
異
な

る
の
は
、
た
だ
、
感
受
は
眼
前
な
る
感
覚
的
物
体
の
効
果
の
帰
結
だ
が
、
想
像
は
土
台
が
以
前
の
感
知
（Sensation

［en

］）
に
あ
る
こ

と
、
に
よ
っ
て
で
し
か
な
い
。
敏
感
（sensibl

感
じ
易
い
）
な
物
体
の
生
む
運
動
（Bew

egung

）
は
、
他
の
作
用
が
加
わ
ら
な
け
れ
ば
、

同
じ
運
動
を
さ
ら
に
継
続
す
る
（
運
動
を
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
一
突
き
後
に
続
く
前
進
と
比
べ
て
い
る
）。
ま
た
運
動
は
器
管
内
に
存
続
性
向

（bleibende D
ispositon

［en

］）
を
も
残
し
、
こ
の
性
向
ゆ
え
に
事
情
次
第
で
以
前
の
感
じ
易
い
も
の
の
像
（Bild

）
が
甦
る
が
、
し
か
し

こ
の
心
像
は
後
日
の
作
用
（N

achw
irkung

）
と
し
て
以
前
の
心
像
よ
り
弱
々
し
い
。
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右
に
述
べ
た
二
つ
の
ば
あ
い
で
は
前
者
を
重
ん
じ
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
も
視
覚
の
想
像
表
象
、
聴
覚
の
想
像
表
象
、
等
々
を
区
別

す
る
。
ま
た
平
俗
人
と
同
じ
く
「
弱
さ
」
の
別
、
つ
ま
り
強
度
（Intensität

）
や
生
気
（Lebhaftigkeit

）
の
強
い
弱
い
と
い
う
記
述
的

徴
表
を
知
っ
て
い
る
。
だ
が
高
熱
に
よ
る
想
像
（Fieberphantasie

）
を
も
幻
覚
（H

alluzination

）
を
も
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
際
な
お
、

ひ
と
が
こ
れ
に
気
付
か
な
い
の
は
興
奮
し
て
い
る
か
比
較
を
忘
れ
て
い
る
と
き
で
し
か
な
い
生
気
と
い
う
も
の
の
相
違
を
信
じ
て
い
る

と
見
え
る
。
ま
た
残
像
（N

achbild

）
に
も
顧
慮
し
て
（
自
身
の
定
義
を
守
り
）
こ
れ
を
想
像
表
象
に
算
え
て
い
る
。
さ
ら
に
夢
の
な
か

の
姿
（T

raum
bild

）
と
幻
覚
（H

alluzination

）
と
の
親
近
性
を
認
め
て
い
る

（
（6
（

。
過
去
や
未
来
の
も
の
と
し
て
の
色
の
表
象
、音
の
表
象
、

等
々
に
つ
い
て
言
え
ば
、
記
憶
像
を
も
予
期
像
を
も
想
像
表
象
に
算
え
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る

（
（6
（

。

　
　

�

（
65
）
こ
れ
ら
を
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
運
動
の
名
残
（Rest

［e

］）
と
見
て
い
た
。
他
の
関
心
に
圧
さ
れ
て
目
立
た
な
か
っ
た
関
心
が
後
日

ま
た
も
や
目
立
つ
、
と
し
て
よ
い
。

　
　

�

（
66
）
こ
れ
ら
す
べ
て
は
と
り
わ
け
『
霊
魂
論
（περὶ ψυχη̂ς

）』
第
三
巻
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
手
稿
原
文
を
や
や
短
縮
し
、
長
文
の

ギ
リ
シ
ア
語
引
用
は
省
略
し
た
。

　

け
れ
ど
も
、
時
（
間
）
は
知
覚
さ
れ
る
し
、
し
か
も
過
去
の
終
結
に
し
て
未
来
の
開
始
た
る
境
界
と
し
て
のJetzt

（
今
）
の
助
力

で
知
覚
さ
れ
る
、
と
見
る
の
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
見
解
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
と
に
、
時
間
内
に
更
代
が
生
じ
れ
ば
変
化
が
知

覚
さ
れ
る
、
と
考
え
て
い
た

（
（6
（

。

　
　

�

（
67
）『
自
然
学
（τὰ περὶ ψύσεως

）』
第
四
巻
に
お
け
る
時
（
間
）
の
定
義
を
挙
げ
る
︱︱
ο ̜ χρόνος

 α

˛ριθμός
 ε

˛στι
 κινήσεως

 

κατὰ τὸ
 πρότερον

 καὶ υ ̜σ́τερον
.　

［219
b1

］（
時
は
前
後
に
動
く
数
で
あ
る
）。
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無
論
こ
の
見
方
は
満
足
で
き
る
も
の
で
な
く
、「
普
通
人
」
の
見
方
に
お
い
て
と
同
様
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
が
生
じ
る
が
、
し
か
し
こ

こ
で
は
、
こ
う
し
た
矛
盾
に
立
入
る
こ
と
が
で
き
な
い

（
（6
（

。
時
（
間
）
や
運
動
な
ど
の
知
覚
表
象
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
、
こ
こ
に
真
の

解
決
は
見
出
せ
る
の
で
あ
ろ
う

（
（6
（

。
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
何
ご
と
で
あ
れ
過
去
や
未
来
の
こ
と
を
思
う
傾
向
に
は
想
像
を

通
し
て
し
か
近
付
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
以
前
の
印
象
の
忠
実
な
反
復
だ
か
ら
と
て
、
こ
れ
だ
け
で
す
で
に
想
像

の
あ
ら
ゆ
る
像
（Phantasiebild

想
像
心
像
）
が
過
去
の
像
と
し
て
現
れ
る
わ
け
で
な
い
こ
と
、
に
注
意
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。

　
　

�

（
68
）
こ
う
し
た
難
点
を
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
以
下
の
ご
と
く
示
唆
す
る
︱︱


　
　

一
、
連
関
の
な
い
二
点
が
あ
る
と
き
、
ど
ち
ら
か
ら
ど
ち
ら
へ
と
更
代
が
生
じ
る
の
か
は
確
実
で
な
い
（
逆
方
向
に
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
）。

　
　

二
、
運
動
に
お
け
る
継
続
的
変
化
に
立
合
う
と
き
生
起
し
て
い
る
の
は
二
体
で
な
く
一
体
で
あ
る
。

　
　

三
、�

ゼ
ノ
ン
の
ア
ポ
リ
ア
へ
の
反
論
と
し
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
一
瞬
間
内
に
休
止
（
あ
る
い
は
運
動
）
は
生
じ
て
い
な
い
、
と
語
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
休
止
を
ど
の
よ
う
に
知
覚
で
き
る
の
か
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
　

�

（
69
）
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
よ
れ
ば
時
間
差
（tem

porale D
ifferenz

［en

］）
に
つ
い
て
大
切
な
の
は
表
象
作
用
（V

orstellen

）
の
相
異
な
る

様
態
（M

odi＜
M

odus

）
で
あ
る
。
著
書Psychologie vom

 em
pirischen Standpunkt

（Band Ⅱ

）［PhB 193

］, A
nhang Ⅲ

を
参

照
の
こ
と
。
さ
ら
に
詳
し
く
は
、
時
（Zeit

）
に
つ
い
て
の
未
刊
論
考
内
の
教
説
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
内
官
（
内
的
知
覚
）
の
幻
影
（Phantasm

a
）
を
も
認
め
て
い
る
。
た
だ
し
必
ず
し
も
内
的
知
覚
い
ず
れ
も
の

部ク
ラ
ス類

に
想
像
表
象
が
呼
応
す
る
の
で
は
な
い
。
知
性
的
能
力
の
機
能
は
感
知
（Sensation

［en

］）
に
よ
っ
て
は
知
覚
さ
れ
ず
、
認
識

（Erkenntnis

）
と
い
う
仕
方
で
一
緒
に
把
握
さ
れ
る
︱︱

そ
れ
で
も
序つ

い
で

（κατὰ
 συμβεβηχός

付
帯
的
）
の
こ
と
と
し
て
感
覚
的
想
起
力

（sensitives Gedächtnis

）
を
語
っ
て
い
る
。
何
と
解
り
難に

く

い
教
え
か
！
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他
人
の
心
的
現
象
を
思
う
想
像
表
象
に
つ
い
て
問
え
ば
、
右
と
同
様
の
区
別
を
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
立
て
た
で
も
あ
ろ
う
。
他
人
の

知
性
的
現
象
の
表
象
を
本
来
の
想
像
は
も
た
な
い
が
、
感
性
的
現
象
の
表
象
は
も
つ
と
し
て
よ
い
。
だ
が
こ
の
と
き
わ
れ
わ
れ
は
推
測

を
頼
り
に
し
て
い
る
。

　

な
か
へ
と
入
り
込
ん
で
ゆ
く
想
像
作
用
（H

ineinphantasieren

）
を
も
認
め
た
に
違
い
な
い
︱︱

幻
想
（Illusion

）
に
で
は
な
く
と
も
、

感
知
（Sensation
）
と
想
像
（Phantasie

）
双
方
に
と
っ
て
の
活
動
範
囲
は
共
通
す
る
ゆ
え
に
幻
覚
（H

alluzination

）
に
も
、
ま
た
普

通
の
想
像
表
象
に
も
で
あ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
す
べ
て
の
こ
と
は
細
部
に
ま
で
仕
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

振
返
っ
て
比
べ
る
と
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
教
説
は
実
質
に
お
い
て
今
日
な
お
平
俗
の
人
々
の
知
る
教
え
に
合
致
す
る
、
と
言
わ
な

く
て
は
な
る
ま
い
。
想
像
は
つ
ね
に
表
象
と
結
ば
れ
る
。
想
像
の
概
念
は
一
義
的
（univok

）
で
あ
る
。
想
像
表
象
は
感
受
と
同
じ
く

感
覚
的
（
直
観
的anschaulich

）
表
象
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
想
像
表
象
と
感
受
と
の
相
違
は
と
り
わ
け
系
統
発
生
史
的
（genetisch

）

し
か
も
精
密
（präzis

）
な
相
違
で
あ
る
。
感
受
で
は
効
果
を
発
揮
す
る
現
在
物
体
（O

bjekt

客
体
）
が
与
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な

物
体
の
作
用
効
果
が
想
像
で
は
現
存
し
な
い

（
（7
（

。

　
　

�

（
70
）
本
節
三
九
は
短
縮
し
て
あ
る
︱︱

手
稿
綴
本
第
二
冊
と
並
べ
て
第
一
冊
を
も
用
い
た
。

　

四
〇
、
ス
コ
ラ
哲
学
者
、
わ
け
て
も
ト
マ
ス
（T

hom
as A

quinas, 1225?-1274

）
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
影
響
を
示
し
て
い
る
。
こ

と
に
感
性
的
生
命
活
動
と
知
性
的
生
命
活
動
と
の
分
離
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
お
い
て
と
同
様
と
見
え
る
。
あ
れ
こ
れ
と
継
続
し
た
り

変
更
す
る
と
こ
ろ
で
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
難
点
と
の
連
関
が
注
目
に
値
す
る
。
ト
マ
ス
は
感
知
（Sensation

）
の
ほ
か
に
三
部ク

ラ
ス類

を

立
て
る
。
︱︱


　

一
、im

aginatio

（
想
像
力
）
す
な
わ
ちphantasia

（
空
想
力
）
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二
、vis estim

ativa

（
査
定
力
）

　

三
、vis m

em
orativa

（
記
憶
力
）

　

感
知
（Sensation

）
は
実
在
（real

）
す
る
形
式
を
掴
み
、
こ
う
し
た
形
式
を
想
像
（Phantasie oder Im

agination

）
が
保
つ
。
い
わ

ば
想
像
は
感
官
が
受
取
っ
た
諸
形
式
の
宝
庫
で
あ
る
。
だ
が
査
定
力
と
は
独
自
に
見
積
る
判
断
作
用
の
力
で
あ
る
（
例
え
ば
動
物
は
査
定

力
に
よ
っ
て
食
物
に
害
が
な
い
か
益
が
あ
る
か
を
見
定
め
る
）。

　

記
憶
力
と
査
定
力
と
の
間
柄
は
想
像
力
と
感
知
と
の
間
柄
と
同
様
で
あ
る

（
（7
（

。

　

さ
て
右
の
区
分
は
到
底
き
わ
め
て
称
讃
に
値
し
啓
発
的
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
が
、
そ
れ
で
も
感
知
と
査
定
力
と
の
分
離
で
は
、
あ

る
い
は
、
表
象
と
判
断
と
を
別
け
る
必
要
が
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
点
に
つ
い
て
さ
ら
に
思
案
し

て
も
無
益
で
あ
ろ
う
し
、
長
く
留
ま
っ
て
も
手
に
入
る
の
は
歴
史
的
興
味
で
し
か
あ
る
ま
い
。

　

い
か
な
る
表
象
群
を
ト
マ
ス
が
顧
慮
し
た
の
か
見
究
め
た
い
と
望
ん
で
も
、
ま
ず
何
ひ
と
つ
期
待
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
し

く
、
す
で
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
注
目
し
な
か
っ
た
表
象
群
は
な
い
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
ト
マ
ス
が
、
内
的
知
覚
に
応
え
る
想
起
の

出
来
事
（
外
見
）
と
外
的
知
覚
に
応
え
る
出
来
事
（
外
見
）
と
を
、
き
わ
め
て
明
確
に
見
分
け
て
、
両
者
は
結
ば
れ
て
い
る
と
思
っ
て

い
る
こ
と
は
述
べ
て
お
い
て
よ
か
ろ
う
。

　
　

�

（
71
）T

hom
as A

quinas, Sum
m

a totius theologiae, Pars I a, Q
uestio 78 et 79.

　

四
一
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
感
化
は
中
世
を
越
え
る
ま
で
に
及
ん
で
い
る
。
自
立
度
の
高
ま
る
思
索
は
近
世
で
は
ま
ず
フ
ラ
ン
ス
人

お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
人
に
現
れ
る
。
デ
カ
ル
ト
（René D

escartes, 1596-1650
）
は
心
的
な
出
来
事
を
表
象
と
判
断
と
心
情
活
動
と
に
区

別
し
た
。
想
像
力
（Im

agination

）
を
問
う
な
ら
ば
、
感
覚
像
と
し
て
の
想
像
（Phantasm

a

）
は
思
想
（Gedanke

）
か
ら
別
け
ら
れ
、
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感
知
（Sensation

）
と
一
緒
に
置
か
れ
る

（
（7
（

。
こ
の
こ
と
は
依
然
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
教
説
と
か
な
り
和
合
す
る
。

　
　

�
（
72
）
脳
で
受
取
ら
れ
た
印
象
へ
と
向
い
つ
つ
感
覚
像
と
し
て
の
想
像
（Phantasm

a

）
を
精
神
が
把
捉
す
る
。A

rnauld, Logica sive 

A
rs Cogitandi, Ⅰ

. 1.

　

ロ
ッ
ク
（John Locke,  1632-1704

）
で
は
わ
れ
わ
れ
の
問
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
何
も
見
出
せ
ず
、
時
折
聞
え
る
の
は
、
追
憶
像
は

鮮
か
で
な
い
の
が
常
、
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。

　

こ
れ
よ
り
意
義
の
大
き
な
逸
脱
は
ヒ
ュ
ー
ム
（D

avid H
um

e, 1711-1776

）
に
見
ら
れ
る
。
す
で
に
表
象
の
根
本
的
区
分
が
異
な
っ
て

い
る
。
ヒ
ュ
ー
ム
はim

pression
（
印
象
）
とidea

（
観
念
）
と
を
別
け
る
。
観
念
が
往
昔
の
想
像
（Phantasm

a

）
に
代
る
と
思
わ
れ

る（
強
度
や
生
気
の
乏
し
い
印
象
が
観
念
と
呼
ば
れ
る
）。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
で
は
想
像（Phantasm

a-

［idea

］）と
感
知（Sensation-

［im
pression

］）

と
の
別
は
主
と
し
て
系
統
発
生
史
的
（genetisch

）
な
違
い
だ
が
、
ヒ
ュ
ー
ム
で
は
両
者
の
強
度
差
が
本
質
的
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ

に
な
お
副
次
的
に
、
観
念
は
印
象
の
模
像
（copy
）
で
あ
る
こ
と
が
加
わ
る
も
の
の
、
観
念
と
印
象
と
の
別
は
厳
格
に
一
貫
し
て
は
保

た
れ
な
い
。
諸
他
あ
ら
ゆ
る
出
来
事
が
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
に
混
ぜ
合
さ
れ
て
い
る
。
物
的
現
象
と
心
的
現
象
と
の
別
な
く
、
認
識
的
活
動

と
欲
求
的
活
動
と
の
別
な
く
、
感
性
的
認
識
と
知
性
的
認
識
と
の
別
が
な
い
（
普
遍
的
概
念
は
否
認
さ
れ
る
）（

（7
（

。
こ
の
教
説
の
難
点
と
首
尾

一
貫
性
の
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、こ
こ
で
は
立
入
ら
な
い
。
し
か
し
印
象
と
観
念
と
の（
強
度
と
い
う
）相
違
に
も
消
滅
の
虞お

そ
れ

が
あ
る
の
は
、

後
段
に
な
っ
て
ヒ
ュ
ー
ム
が
、
眠
っ
て
い
る
と
き
や
高
熱
の
と
き
な
ど
の
特
殊
状
態
で
は
、
観
念
は
感
知
（sensation 

［Em
pfindung

の

英
訳
語
の
一
つ
］）
の
生
気
に
近
付
く
と
認
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
︱︱

し
た
が
っ
て
観
念
（
あ
る
い
は
想
像
心
像Phantasiebild

と
言
っ

て
も
よ
か
ろ
う
）
と
は
一
義
的
（univok

）
で
は
あ
る
が
輪
郭
の
ぼ
や
け
て
く
る
溶
暗
的
概
念
で
あ
る
と
見
え
る
。

　
　

�

（
73
）D

avid H
um

e, A
 T

reatise on H
um

an N
ature, I. 1739

［-1740

］ ;  A
n Enquiry concerning H

um
an U

nderstanding. 
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Ⅰ, 1748.
　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
学
派
哲
学
者
で
は
リ
ー
ド
（T

hom
as Reid, 1710-1796

）
や
ブ
ラ
ウ
ン
（Peter Brow

n, 1669-1735

）
ば
か
り
か
ハ

ミ
ル
ト
ン
（W

illiam
 H

am
ilton, 1788-1856

）
に
お
い
て
す
ら
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
か
ら
の
徹
底
的
逸
脱
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
無
論
と

り
わ
け
言
及
に
値
す
る
こ
と
も
な
い
。
た
だ
リ
ー
ド
の
言
葉
だ
け
が
全
然
興
味
な
し
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
リ
ー
ド
は
、
わ
れ
わ

れ
が
時
間
の
観
念
を
得
る
の
は
追
憶
（m

em
ory

）
か
ら
で
あ
る
、
と
教
え
た
。
持
続
に
は
有
限
の
間
隔
あ
り
、
と
の
概
念
お
よ
び
信

念
が
わ
れ
わ
れ
に
生
じ
る
と
し
て
よ
か
ろ
う
が
、
こ
の
概
念
お
よ
び
信
念
を
わ
れ
わ
れ
は
、
無
限
を
目
指
す
精
神
活
動
に
よ
っ
て
拡
大

す
る
。
こ
の
こ
と
に
照
し
て
リ
ー
ド
は
、
時
（
間
）
の
定
ま
っ
た
表
象
を
す
べ
て
想
像
の
所せ

為い

に
し
て
い
る

（
（7
（

。

　
　

�

（
74
）T

hom
as Reid, Essays on the Intellectual Pow

ers of M
an. 1785. Essay Ⅲ

.  of M
em

ory.

　

こ
れ
で
は
ほ
と
ん
ど
新
た
な
も
の
が
出
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
多
く
の
こ
と
が
別
な
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
の
心
理
学
者

に
見
ら
れ
る
︱︱

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ミ
ル
（Jam

es M
ill, 1773-1836

）
で
あ
る
。im

agination

（
想
像
）
の
語
を
ミ
ル
は
ヒ
ュ
ー
ム
よ
り

も
狭
くidea

（
観
念
）
の
連
鎖
に
用
い
、
こ
う
し
て
古
い
意
味
で
のPhantasie

（
想
像
）
に
近
付
く
。
け
れ
ど
も
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の

教
説
か
ら
の
逸
脱
は
ヒ
ュ
ー
ム
に
ほ
と
ん
ど
劣
ら
ず
甚
し
い
。
ヒ
ュ
ー
ム
と
も
ど
も
普
遍
的
概
念
は
否
認
し
、
あ
ら
ゆ
る
精
神
的
活
動

は
二
部ク

ラ
ス類

に
別
け
る
。
し
か
し
ヒ
ュ
ー
ム
は
印
象
（im

pression
）
と
観
念
（idea

）
と
を
別
け
た
の
に
、
ミ
ル
は
感
知
（sensation

）
と 

観
念
（idea

）
と
に
別
け
て
い
る
。
ヒ
ュ
ー
ム
同
様
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
根
本
的
区
分
は
抹
消
し
、
物
的
現
象
と
心
的
現
象
と
の
区
別

を
も
消
し
去
る
。
ミ
ル
に
よ
れ
ばsensation

（
感
知
）
とidea

（
観
念
）
と
の
境
界
設
定
は
系
統
発
生
史
的
（genetisch

）
な
事
柄
で
、

sensation

（
感
知
）
は
外
的
物
体
（object

客
体
）
に
よ
る
感
官
の
刺
戟
ゆ
え
に
生
じ
る
。
当
の
物
体
（
客
体
）
が
遠
去
か
っ
た
後
に
も
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何
か
が
残
る
が
、こ
れ
がfeeling

（
感
情
）、す
な
わ
ちsensation

（
感
知
）
の
結
果
で
あ
る
。feeling

（
感
情
）
はsensation

（
感
知
）

か
ら
別
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
別
物
で
あ
り
得
る
に
し
て
も
、
何
よ
りsensation

（
感
知
）
と
相
似
て
い
る
。
こ
のfeeling

（
感
情
）

が
模コ

ピ
イ写

と
か
像
と
か
観
念
と
も
呼
ば
れ
る
。
相
違
は
生
気
の
差
に
あ
る

（
（7
（

。

　
　

�

（
75
）Jam

es M
ill, A

nalysis of the Phenom
ena of the H

um
an M

ind

［1829

］, 1878. V
ol.Ⅰ

, Chapter Ⅱ
, p. 51ff.

　

時
（
間
）
に
つ
い
て
は
、
時
（
間
）
の
概
念
は
追
憶
か
ら
与
え
ら
れ
る
と
い
う
リ
ー
ド
の
所
見
を
ミ
ル
は
、
ど
こ
か
軽
蔑
の
気
持
も

な
い
で
は
な
し
に
斤
け
て
い
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
人
に
つ
い
て
は
な
お
ベ
イ
ン
に
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
を
も
手
短
に
顧
み
て
よ
か
ろ
う
。
二
人
の
傍
ら
経
験
（em

pirisch

感
知
体
験
）

的
心
理
学
第
三
の
星
と
し
て
ス
ペ
ン
サ
ー
（H

erbert Spencer, 1820-1903

）
も
よ
く
挙
げ
ら
れ
、
確
か
に
二
人
の
長
所
に
や
や
与
す
る

人
だ
が
、
ベ
イ
ン
、
こ
と
に
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
に
は
及
ば
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
ス
ペ
ン
サ
ー
に
は
さ
ほ
ど
立
入
ら
な
く
と
も
実
質
的
な
空
隙

と
な
ら
な
い
。

　

さ
き
に
語
っ
た
が
ヒ
ュ
ー
ム
お
よ
び
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ミ
ル
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
根
本
的
区
分
を
抹
消
し
た
。
二
人
はim

pression

（
な
い
しsensation

）
とidea

か
ら
始
め
た
。
こ
れ
は
ベ
イ
ン
（A

lexander Bain, 1818-1903

）
に
な
い
が
、
や
は
り
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

の
区
分
は
ベ
イ
ン
で
も
消
え
て
別
の
区
分
に
取
換
え
ら
れ
た
。
ベ
イ
ン
は
あ
ら
ゆ
る
心
的
機
能
を
、
感
じ
る
、
欲
す
る
、
考
え
る
（
す

な
わ
ち
知
性understanding

）
に
別
け
る
。
感
情
（feeling

）
に
属
す
る
の
は
あ
ら
ゆ
る
快
あ
ら
ゆ
る
苦
痛
だ
が
、
つ
づ
け
て
快
不
快
ど

ち
ら
で
も
な
い
興
奮
の
あ
れ
こ
れ
を
算
え
て
、
こ
の
部ク

ラ
ス類

に
は
実
際
の
と
こ
ろsensation

（
感
知
）
お
よ
びem

otion

（
情
動
）
と
呼

ば
れ
る
こ
と
一
切
を
含
ま
せ
て
い
る
。
意
欲
に
算
え
る
の
は
、
食
べ
る
、
行
く
、
建
て
る
、
語
る
、
な
ど
感
情
に
導
か
れ
る
行
動
の
す

べ
て
で
あ
り
、
何
か
目
的
を
目
指
し
て
の
行
動
で
あ
る
。
知
性
す
な
わ
ち
思
考
の
も
と
に
捉
え
て
い
る
の
は
三
機
能
、
区
別
す
な
わ
ち
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差
異
の
意
識
で
あ
り
、
相
似
す
な
わ
ち
合
致
の
意
識
で
あ
り
、
保
持
す
な
わ
ち
追
憶
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
大
事
な
部ク

ラ
ス類

た
る

idea
（
観
念
）
は
知
性
（V

erstand
; understanding

理
解
力
）
の
も
と
に
属
し
て
い
る
の
が
見
え
る
。idea

（
観
念
）
は
更
新
さ
れ
た
感

情（renew
ed feeling

）し
か
も
更
新
さ
れ
た
感
知（renew

ed sensation

）と
し
て
よ
い
。
時
折
ベ
イ
ン
はem

otional idea

（
情
動
的
観
念
）

に
つ
い
て
も
語
っ
て
い
る

（
（7
（

。

　
　

�

（
76
）A

lexander Bain, T
he Senses and the Intellect. London 1894. Intellect, Chapter Ⅰ

.

　

sensation

（
感
知
）
とidea
（
観
念
）
は
多
く
の
点
でoriginal

（
原
物
）
とcopy

（
模
像
）
さ
な
が
ら
に
見
て
よ
か
ろ
う
と
ベ
イ
ン

は
強
調
す
る
。idea

は
た
び
た
び
同
じ
職
務
を
果
せ
る
と
し
て
よ
い
し
、sensation

とidea

と
は
強
弱
の
度
合
が
異
な
る
と
し
て
よ

か
ろ
う（
強
度
が
大
い
に
劣
る
の
はidea
で
あ
る
）。
感
官
の
客
体
が
複
雑
な
ば
あ
いsensation

とidea

と
の
区
別
は
充
実
の
大
小
に
よ
っ

て
の
区
別
で
あ
り
、
最
後
な
お
付
加
え
てsensation

に
は
客
観
的
実
在
性
が
具
わ
る
がidea

は
あ
く
ま
で
主
観
的
で
あ
る
、
と
言
う
。

sensation

とidea

と
は
相
互
に
強
め
合
う
こ
と
が
で
き
る
。
時
（
間
）
の
概
念
は
筋
感
覚
な
い
し
感
官
印
象
に
分
解
可
能
（
当
然
こ
の

よ
う
な
仕
方
で
空
間
を
も
分
解
）
で
、
こ
う
し
た
感
覚
な
い
し
印
象
を
時
（
間
）
で
あ
る
と
連
想
す
る
、
と
ベ
イ
ン
は
推
測
す
る
。
け
れ
ど

も
過
去
の
も
の
未
来
の
も
の
を
思
う
表
象
は
す
べ
てidea
に
属
し
て
い
る
。

　

精
し
い
批
評
に
立
入
ら
ず
と
も
、
誤
れ
る
根
本
的
区
分
の
帰
結
に
よ
っ
て
ベ
イ
ン
の
教
説
は
痛
手
を
受
け
て
い
る
と
評
し
て
よ
い
。

し
か
も
ひ
と
つ
の
部ク

ラ
ス類

に
属
す
る
現
象
（Phänom

en

［e

］）
の
内
的
親
近
性
を
証
明
す
る
試
み
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
ベ
イ
ン
の
ば
あ

いidea

は
確
か
に
一
義
的
（univok

）
だ
が
、
あ
と
の
差
異
は
大
体
の
と
こ
ろ
系
統
発
生
史
的
（genetisch

）
で
あ
る
。［sensation

と

idea

と
を
別
け
る
］
強
弱
の
徴
標
は
溶
暗
的
に
消
え
て
ゆ
く
も
の
で
あ
り
、
系
統
発
生
史
（Genesis

）
か
ら
見
て
もidea

は
中
間
的
形

像
（M

ittelgebilde

）
で
あ
る
。
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Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
（John Stuart M

ill, 1806-1873

）
は
心
理
学
的
問
題
に
は
稀
に
し
か
関
っ
て
い
な
い
が
、
し
か
し
こ
れ
ま
で
名
を
挙

げ
た
哲
学
者
よ
り
も
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
高
い
位
置
に
あ
る
。
多
く
を
父
の
教
説
か
ら
得
て
い
る
こ
と
を
明
す
の
は
、
心
的
現
象
と

物
的
現
象
と
の
区
別
が
は
っ
き
り
と
は
引
出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
だ
が
、
そ
れ
で
も
区
別
の
糸
口
は
判
然
と
見
出
せ
る
。
心
的
現
象
に

つ
い
て
列
挙
す
る
の
は
主
要
な
三
部ク

ラ
ス類

、
表
象
作
用
（V

orstellen

）
と
確
信
作
用
（Glauben

）
と
心
情
活
動
（Gem

ütstätigkeit

）
で
あ

る
。
表
象
は
一
部
は
知
覚
表
象
（W

ahrnehm
ungsvorstellung

）、一
部
は
観
念
（Idee

）
で
あ
る
。
抽
象
的
で
普
遍
的
な
表
象
を
Ｊ
・
Ｓ
・

ミ
ル
は
知
ら
な
い
。
知
覚
表
象
と
観
念
と
の
あ
い
だ
に
は
系
統
発
生
史
的
（genetisch

）
な
相
違
が
あ
る
。
さ
ら
に
生
気
（
強
弱
）
の

相
違
が
加
わ
る
。
し
か
し
父
の
ば
あ
い
と
や
や
捉
え
方
は
異
な
り
、
相
違
は
溶
暗
的
に
消
え
て
ゆ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
観
念
は
も
と

も
と
必
ず
し
も
す
べ
て
がsensation

（
感
知
）
のcopy

（
模
像
）
で
は
な
い
。
一
種
の
心
的
化
学
（psychische Chem

ie

）
が
考
え
ら

れ
る
が
、
例
と
し
て
は
延
長
の
ば
あ
い
で
あ
り
、
時
（
間
）
の
ば
あ
い
も
好
例
で
あ
る

（
（7
（

。

　
　

�

（
77
）John Stuart M

ill, System
 der deduktiven und induktiven Logik

（A
 System

 of Logic, ratiocinative and inductive, 

1843

）, deutsch von T
heodor Gom

perz, Ⅰ
. Band. Erstes Buch, besonders K

apitel Ⅲ
.

　

im
agination

（
想
像
力
）
の
語
を
サ
リ
ー
（Jam

es Sully, 1842-1923

）
がidea

（
観
念
）
形
成
の
能
力
と
同
義
に
用
い
て
い
る
。
こ

の
こ
と
を
指
摘
し
て
、
想
像
（Phantasie

）
の
概
念
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
疑
問
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
哲
学
者
の
占
め
る
位
置
を
探

る
調
査
は
終
了
と
し
て
よ
か
ろ
う

（
（7
（

。

　
　

�

（
78
）
本
節
四
一
は
大
幅
に
短
縮
し
て
あ
る
。

　

四
二
、
こ
こ
か
ら
は
近
年
の
ド
イ
ツ
哲
学
者
に
目
を
向
け
た
い
。
ま
ず
誰
よ
り
も
顧
慮
さ
れ
る
の
は
ヘ
ル
バ
ル
ト
（Johann 
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Friedrich H

erbart, 1776-1841

）
で
あ
り
、
ヘ
ー
ゲ
ル
的
頽
廃
哲
学
（V

erfallsphilosophie

）
に
力
強
く
反
対
し
た
こ
と
が
決
定
的
な
功

績
に
な
る
。
影
響
は
自
身
の
学
徒
圏
内
を
は
る
か
に
越
え
て
、
ロ
ッ
ツ
ェ
（Rudolf H

erm
ann Lotze, 1817-1881

）
や
ヴ
ン
ト
（W

ilhelm
 

W
undt, 1832-1920

）、
あ
る
点
で
は
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
に
す
ら
認
め
ら
れ
る
。
無
論
こ
の
影
響
が
つ
ね
に
利
益
で
あ
っ
た
か
、
私
に
は
疑
わ

し
く
思
え
る
。
す
な
わ
ち
精
確
に
哲
学
（exakt zu philosophieren

）
し
た
い
と
の
善
き
意
志
お
よ
び
烈
し
い
願
望
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ヘ
ル
バ
ル
ト
自
身
が
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
雰
囲
気
に
捲
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
誰
ひ
と
り
自
分
で
は
経
験
し
て
い
な
い
事
件
の
こ
と
を
あ
れ
こ
れ
と
聴
く
し
、
言
い
か
え
る
と
作
り
話
の
国
に
い
る

の
で
な
い
か
と
思
う
。
そ
こ
で
は
「
心
の
自
己
保
存
（Selbsterhaltungen der Seele

）」
に
他
な
ら
ぬ
表
象
が
語
ら
れ
る
の
だ
が
、
こ

の
語
り
に
私
は
何
の
意
味
を
も
結
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
さ
ら
に
表
象
さ
れ
な
い
表
象
に
つ
い
て
も
語
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
私
に

は
、
思
考
内
容
な
き
思
考
（「
無
」
な
る
存
在
者
の
概
念
）
と
い
う
ヘ
ー
ゲ
ル
的
命
題
の
堂
々
た
る
片
割
れ
で
あ
る
と
見
え
る
。
こ
う
し
た

表
象
さ
れ
な
い
表
象
に
励
む
努
力
に
つ
い
て
も
聴
く
が
、
こ
れ
を
誰
か
が
自
分
で
経
験
で
き
る
か
可
能
で
な
い
。
ま
た
対
立
し
合
う
表

象
同
士
の
自
己-

制
御
の
こ
と
も
語
ら
れ
る
。
同
時
に
表
象
さ
れ
る
諸
々
の
表
象
は
、
心
は
単
一
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
一
箇
の
統
合
表

象
へ
と
融
合
さ
せ
る
と
い
う
。
︱︱

さ
ら
に
聴
え
て
く
る
の
は
統
覚
で
あ
り
、
内
的
知
覚
で
あ
り
、
感
情
、
欲
望
、
等
々
、
い
ず
れ
も

知
れ
渡
っ
て
い
て
、
整
然
た
る
思
想
を
呼
起
す
表
現
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
が
た
ち
ま
ち
意
外
な
仕
方
で
格
付
け
さ
れ
、
あ
れ
こ
れ

の
過
程
と
一
緒
に
さ
れ
て
、
こ
の
過
程
の
も
と
で
は
何
ひ
と
つ
、
で
は
な
く
と
も
当
の
思
想
と
織
込
ま
れ
る
も
の
は
ひ
と
つ
も
表
象
で

き
な
く
な
る

（
（7
（

。

　
　

�

（
79
）Johann Friedrich H

erbart, Schriften zur Psychologie; Lehrbuch zur Psychologie; und Psychologie als 

　
　

W
issenschaft, Leipzig 1850. 
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こ
の
教
説
は
し
ば
し
ば
私
に
、
個
々
の
流
れ
で
は
確
か
に
現
実
を
思
出
さ
せ
て
も
、
た
ち
ま
ち
ま
た
も
現
実
性
の
法
則
は
嘲
り
笑
う

支
離
滅
裂
な
夢
の
印
象
を
与
え
る
。
あ
れ
こ
れ
の
数
学
的
演
繹
に
は
、
現
実
的
事
態
に
と
っ
て
の
意
義
を
当
の
演
繹
に
与
え
る
こ
と
に

も
な
ろ
う
経
験
的
（em

pirisch

）
根
柢
が
欠
け
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
多
く
の
人
々
は
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
数
学
的
な
厳
密
さ
が
見
え
る

か
ら
に
は
精
確
な
学
問
が
与
え
ら
れ
て
い
る
に
違
い
あ
る
ま
い
と
思
っ
た
。
こ
こ
か
ら
説
明
で
き
る
し
、
ま
た
教
説
の
出
て
き
た
時
代

の
精
神
か
ら
説
明
で
き
る
の
が
、
こ
れ
ほ
ど
に
も
永
く
行
わ
れ
て
き
た
ヘ
ル
バ
ル
ト
教
説
の
支
配
力
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
も
批
判
的
論
評
と
な
れ
ば
立
入
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
わ
ず
か
二
三
の
命
題
に
過
ぎ
な
い
。
ヘ
ル
バ
ル
ト
心
理
学
の
最
も
重

要
な
点
の
ひ
と
つ
は
、
心
の
諸
能
力
を
拒
斥
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
早
く
も
、
そ
し
て
以
後
カ
ン
ト
に
至
る
ま

で
の
心
理
学
全
体
は
、
心
の
能
力
は
幾
つ
も
あ
る
こ
と
を
教
え
て
き
た
。
こ
の
こ
と
を
ヘ
ル
バ
ル
ト
は
絶
対
的
に
排
斥
す
べ
き
で
あ
る

と
見
て
、
心
の
能
力
は
実
体
化
さ
れ
、
人
格
化
さ
れ
、
神
話
化
さ
れ
る
で
な
い
か
、
と
の
過
度
の
非
難
を
浴
せ
て
い
る
が
、
こ
れ
以
上

に
尤
も
な
こ
と
と
し
て
ヘ
ル
バ
ル
ト
自
身
に
は
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
は
表
象
を
物
体
の
ご
と
く
扱
っ
て
い
る
で
な
い
か
、
と
の
非
難
を
返
し

て
よ
か
ろ
う
。

　

だ
が
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
非
難
は
当
っ
て
い
な
い
ば
か
り
か
憤
激
も
お
よ
そ
正
し
く
な
い
。
心
の
能
力
に
つ
い
て
の
教
説
に
は
あ
ち
こ
ち

と
間
違
っ
た
見
解
が
混
入
し
た
が
、教
説
そ
れ
自
体
の
普
遍
的
性
格
は
当
の
混
入
の
責
任
を
問
え
る
も
の
で
な
い
。
正
し
く
解
す
れ
ば
、

教
説
そ
れ
自
体
に
は
全
く
反
対
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

お
よ
そ
心
の
能
力
に
は
一
体
な
に
が
考
え
ら
れ
る
か
。
︱︱

自
然
に
は
、
何
ら
か
の
事
物
が
何
ら
か
の
状
態
の
も
と
で
何
か
を
引
起

し
た
り
何
か
を
蒙
る
さ
い
に
従
う
法
則
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
当
の
事
物
を
別
の
事
物
か
ら
区
別
す
る
。
こ
の
こ
と
に
わ
れ
わ
れ
は
当

の
事
物
独
自
の
特
質
を
認
め
る
。
常
に
で
は
な
く
と
も
し
ば
し
ば
、
当
の
事
物
が
知
ら
れ
る
の
は
た
だ
、
関
り
あ
る
出
来
事
が
規
則
的

に
現
実
的
に
登
場
す
る
こ
と
か
ら
当
の
事
物
を
推
論
し
て
の
こ
と
で
し
か
な
い
。
こ
う
な
る
の
は
、
根
拠
と
し
て
の
自
然
か
ら
帰
結
と
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し
て
の
出
来
事
を
予
見
す
る
に
は
、
事
物
の
自
然
［
本
性
］
を
深
く
見
抜
け
る
力
が
、
わ
れ
わ
れ
に
は
あ
ま
り
に
も
少
い
こ
と
か
ら
説

明
で
き
る
。

　

し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
に
は
、
自
然
は
何
で
あ
る
と
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
け
れ
ど
も
、
事
物
は
こ
う
し
た
自
然
［
本
性
］
の
も

の
で
あ
ろ
う
ゆ
え
、
他
の
も
の
と
は
区
別
し
て
、
こ
の
事
物
に
は
こ
う
し
た
状
態
の
も
と
で
は
こ
の
出
来
事
が
結
付
く
、
と
語
る
こ
と

は
で
き
る
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
特
性
（Eigentüm

lichkeit

）
こ
そ
が
能
力
（V

erm
ögen

）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
二
つ
の
部ク

ラ
ス類

が

区
別
さ
れ
る
。

　

一
、
作
用
（w

irken

）
す
る
能
力
（
例
え
ば
重
力
な
る
力 K

raft

）
と
、

　

二
、
甘
受
（leiden

）
す
る
能
力
（
例
え
ば
場
所
移
動
の
素
質 Fähigkeit

）
で
あ
る
。

　

力（K
raft

）に
つ
い
て
は
多
面
的
に
活
動
で
き
る
可
能
性
が
即
自
的
に
も
対
自
的
に
も
存
立
す
る
。こ
の
こ
と
が
素
質（Fähigkeit

才
能
）

に
つ
い
て
も
同
様
と
は
言
え
な
い
。
同
じ
物
体
が
同
時
に
逆
方
向
へ
は
動
け
な
い
。
一
箇
所
に
存
在
す
る
な
ら
ば
別
箇
所
に
は
存
在
し

な
い
。
相
似
た
こ
と
が
形
態
（Gestalt

）
等
々
に
つ
い
て
も
言
え
る
。

　

比
喩
的
な
言
回
し
を
あ
ま
り
に
も
文
字
通
り
に
は
受
取
ら
ず
、
素
質
と
は
現
実
で
一
杯
に
な
る
器
の
ご
と
き
も
の
と
思
っ
て
い
た
と

き
に
は
、
右
の
事
情
に
何
の
異
論
も
出
な
か
っ
た
。
当
の
言
回
し
を
少
し
前
ま
で
物
理
学
者
は
た
め
ら
い
な
く
用
い
て
い
た
し
、
ご
く

最
近
よ
う
や
く
懸
念
が
表
に
出
た
も
の
の
、
こ
れ
は
分
析
も
不
十
分
な
た
め
に
で
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
疑
惑
に
も
か
か
わ
ら

ず
比
喩
的
な
言
回
し
は
、
用
い
る
の
は
み
ご
と
目
的
に
適
う
こ
と
で
も
あ
り
、
厳
禁
と
さ
れ
た
語
り
方
へ
と
戻
っ
て
い
る
。
な
れ
ば
こ

そ
心
理
学
で
は
、
能
力
や
力
や
素
質
の
語
を
用
い
て
も
何
ら
非
難
の
声
は
な
い

（
（8
（

。
だ
が
わ
れ
わ
れ
の
説
明
は
ま
だ
完
全
で
な
い
。「
素

質
（Fähigkeit

才
能
）」
と
は
、
何
ら
か
の
状
態
の
も
と
（
事
物
の
作
用
で
）
何
か
を
蒙
り
、
お
の
ず
と
経
験
す
る
さ
い
の
法
則
を
表
す

語
だ
が
、こ
う
し
た
状
態
は
一
部ク

ラ
ス類

あ
れ
こ
れ
の
現
実
態
に
と
っ
て
は
種
々
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
か
ら
、も
と
も
と
部ク

ラ
ス類

の
い
ず
れ
に
と
っ
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て
も
別
な
る
素
質
が
存
在
す
る
。
だ
が
例
え
ば
場
所
（O

rt

）
の
ご
と
き
一
事
物
へ
向
う
素
質
の
現
存
す
る
と
こ
ろ
で
は
同
種
の
他
事

物
［
場
所
］
へ
向
う
素
質
も
現
存
す
る
と
言
え
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
こ
と
が
、
当
の
素
質
を
ひ
と
つ
の
纏
ま
り
（Einheit

一
者
）
と
解

す
る
よ
う
に
さ
せ
る
。
よ
り
精
確
に
言
え
ば
、
こ
う
し
て
わ
れ
わ
れ
は
素
質
（Fähigkeit

才
能
）
と
性
向
（D

isposition

）
と
を
別
け
る
。

部ク
ラ
ス類

全
体
に
つ
い
て
言
え
る
の
が
素
質
で
あ
り
、
個
々
の
分
肢
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
言
え
る
の
が
独
自
の
性
向
で
あ
る
。（
例
え
ば
、
ど

こ
か
に
存
在
（irgendw

o zu sein

）
で
き
る
素
質
と
、
こ
こ
か
あ
そ
こ
に
存
在
（hier oder dort zu sein

）
で
き
る
性
向
と
で
あ
る
）。
性
向
は
交
替
し

て
も
素
質
は
同
じ
ま
ま
に
留
ま
り
得
る
。
性
向
は
先
天
的
（ursprünglich

）
性
向
と
後
天
的
（erw

orben

）
性
向
と
に
別
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
し
て
素
質
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
性
向
に
帰
属
す
る

（
（8
（

。

　
　

�

（
80
）
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
後
年
の
教
説
に
よ
れ
ば
、
能
力
・
力
・
素
質
、
等
々
の
語
で
扱
わ
れ
る
の
は
擬
制
（Fiktion

虚
構
）
で
あ
る
（
下
記

の
書
を
参
照
の
こ
と 

︱︱
 D

ie Lehre vom
 richtigen U

rteil. Erster H
auptteil B und C

）。
も
と
よ
り
本
書
で
も
以
下
す
で
に
ブ
レ
ン
タ
ー

ノ
は
、
実
在
的
実
体
（reale Entität
）
は
現
存
す
る
、
と
の
仮
定
を
却
下
す
る
。
か
か
る
擬
制
は
実
用
的
表
現
を
簡
単
化
す
る
ゆ
え
合
目
的

的
［
好
都
合
］
と
し
て
よ
か
ろ
う
が
、
し
か
し
考
え
ら
れ
る
も
の
は
つ
ね
に
実
在
者
（Reales

）
つ
ま
り
事
物
（D

ing

）
だ
け
で
し
か
な
い
。

　
　

�

（
81
）
性
向
（D

isposition

）
は
こ
こ
で
今
日
慣
用
の
語
法
と
は
や
や
異
な
る
語
義
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
生
れ
つ
い
て
の
素
質
（A

nlage

）

と
し
て
の
性
向
は
、
習
練
に
よ
り
獲
得
さ
れ
る
才
能
（Fähigkeit

素
質
）
か
ら
一
層
鋭
く
別
け
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
ま
た
「
こ
こ
か

あ
そ
こ
に
存
在
（hier oder dort zu sein

）
で
き
る
性
向
」
と
は
、
ほ
と
ん
ど
言
わ
れ
も
し
な
い
。

　

こ
れ
が
大
体
は
す
で
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
心
の
能
力
に
つ
い
て
誤
り
な
く
形
成
さ
れ
た
教
説
で
あ
る
。
も
と

よ
り
副
次
的
な
欠
点
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
あ
る
し
、
後
人
で
は
一
層
多
く
な
る
。
欠
点
が
生
じ
る
の
は
︱︱


　

一
、
能
力
・
力
・
素
質
、
等
々
を
実
在
的
実
体
と
見
做
す
と
き
で
あ
り
、
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二
、
こ
う
し
た
呼
名
で
当
の
も
の
の
実
在
的
条
件
の
本
性
（N

atur

）
を
露
わ
に
し
た
と
思
う
と
き
で
あ
り
、

　

三
、
法
則
の
一
層
精
密
な
規
定
作
業
を
怠
り
、
心
の
あ
れ
こ
れ
の
能
力
に
つ
い
て
終
に
そ
れ
ぞ
れ
の
法
則
を
完
全
に
見
失
う
と
き
で

あ
る
が
、
能
力
が
ま
と
も
な
意
味
を
も
つ
の
は
、
こ
う
し
た
法
則
と
結
付
い
て
の
こ
と
で
し
か
な
い
の
で
あ
る

（
（8
（

。

　

四
、
何
ら
か
の
部ク

ラ
ス類

の
活
動
が
あ
り
さ
え
す
れ
ば
無
造
作
に
ひ
と
つ
の
能
力
を
、
例
え
ば
記
憶
能
力
、
等
々
を
語
り
た
く
な
る
と
き

で
あ
る
。

　
　

�

（
82
）
法
則
も
実
体
（Entität

）
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
む
し
ろ
、
必
証
的
明
証
を
具
え
て
い
な
が
ら
常
に
否
定
す
る

判
断
者
の
こ
と
で
あ
る
。
言
い
か
え
る
と
、
語
ら
れ
て
い
る
の
は
、
必
然
的
に
正
し
い
と
性
格
付
け
ら
れ
る
判
断
と
し
て
逆
の
判
断
を
出
す

こ
と
の
で
き
な
い
不
可
能
性
だ
け
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
過
ち
か
ら
免
れ
て
い
る
な
ら
ば
心
の
能
力
に
つ
い
て
の
教
説
は
非
難
さ
れ
な
い
ど
こ
ろ
か
称
讃
に
値
す
る
。
も
ち
ろ
ん
同

じ
事
実
を
述
べ
る
表
現
は
恐
ら
く
別
様
に
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
だ
が
そ
の
際
に
は
新
た
な
表
現
で
法
則
自
体
を
見
失
う
こ
と
の
補
償
に

配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
見
失
っ
て
補
償
の
な
い
事
態
が
ヘ
ル
バ
ル
ト
お
よ
び
追
随
者
に
は
生
じ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　

だ
が
私
に
は
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
能
力
分
類
の
欠
陥
は
な
お
別
な
る
事
情
に
、
す
な
わ
ち
心
理
学
的
事
象
の
経
験
的
（em

pirisch

）
知

見
の
欠
け
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
演
繹
し
て
構
築
し
た
い
欲
望
の
大
き
過
ぎ
る
こ
と
に
根
拠
が
あ
る
と
思
え
る
。

　

こ
う
し
て
心
的
現
象
（Phänom

en

）
の
最
も
有
り
触
れ
た
性
格
が
す
で
に
誤
認
さ
れ
る
。
先
述
の
ご
と
く
ヘ
ル
バ
ル
ト
心
理
学
は
、

経
験
が
わ
れ
わ
れ
に
当
の
も
の
に
つ
い
て
何
も
示
し
て
く
れ
な
い
多
く
の
も
の
を
含
む
が
、
心
（Seele

）
そ
の
も
の
が
一
例
な
の
で
あ

る
。
も
と
よ
り
心
は
ヘ
ル
バ
ル
ト
に
よ
っ
て
も
た
だ
推
論
さ
れ
る
し
か
な
い
。
何
ひ
と
つ
作
用
せ
ず
何
ひ
と
つ
甘
受
し
な
い
完
全
に
単

純
な
る
も
の
（W

esen

本
質
）
が
扱
わ
れ
て
い
る
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
心
が
何
ひ
と
つ
作
用
し
な
い
な
ら
ば
、
無
論
ど
の
よ
う
に
心
を
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推
論
す
れ
ば
よ
い
か
は
解
ら
な
い
ま
ま
と
な
る
。
︱︱

他
の
も
の
は
時
折
わ
れ
わ
れ
の
意
識
に
上の

ぼ

る
の
み
と
さ
れ
、
表
象
や
表
象
複
合

が
例
で
あ
る
。
だ
が
努
力
や
緊
張
や
渇
望
や
感
情
、
外
的
知
覚
や
内
的
知
覚
も
同
例
で
な
い
か
。
厳
密
に
言
え
ば
ヘ
ル
バ
ル
ト
に
よ
る

と
、
そ
も
そ
も
概
念
、
こ
と
に
普
遍
的
概
念
は
存
在
し
な
い
。
判
断
と
は
、
二
つ
の
表
象
を
合
せ
る
融
合
化
の
意
識
と
さ
れ
る
。
あ
る

と
き
は
意
識
さ
れ
、
あ
る
と
き
は
意
識
さ
れ
な
い
、
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
思
考
作
用
に
言
え
る
こ
と
で
な
い
か
。

　

こ
こ
か
ら
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
教
説
の
大
部
分
は
無
意
識
（das U
nbew

ußte

意
識
さ
れ
な
い
も
の
）
な
る
も
の
の
哲
学
で
あ
る
、
と
言
え
よ

う
。
意
識
に
上の

ぼ

る
限
り
で
の
、
こ
う
し
た
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
挙
げ
る
事
件
（V

organg

出
来
事
・
事
件
経
過
）
を
調
べ
る
と
、
す
べ
て
は
表

象
（V

orstellung

［en

］）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
表
象
を
大
観
す
れ
ば
、
内
容
か
ら
見
て
下
記
の
部ク

ラ
ス類

に
区
別
で
き
る
。

　

一
、心
と
あ
れ
こ
れ
他
の
単
一
観
念
（einfache Idee

）
と
の
、ａ
．
仲
介
な
し
の
連
合
に
よ
る
か
、ｂ
．
仲
介
あ
り
の
連
合
に
よ
る
か 

の
、（
心
の
自
己
保
存
の
ご
と
き
）
直
接
的
単
一
表
象
（einfache, direkte V

orstellung

［en

］）。

　

二
、（
直
接
的
単
一
表
象
あ
れ
こ
れ
の
融
合
化
に
よ
る
）
統
合
表
象
（Gesam

tvorstellung

［en

］）。

　

三
、
表
象
の
状
態
（Zustand

）（
状
態
と
は
態
度
そ
の
も
の
、
つ
ま
り
「
努
力
す
る
」「
渇
望
す
る
」
等
々
）
の
表
象
。

　

意
識
に
つ
い
て
は
、
意
識
さ
れ
た
（
表
象
さ
れ
た
）
事
件
（V

organg

）
と
意
識
さ
れ
な
い
（
表
象
さ
れ
な
い
）
事
件
と
を
区
別
で
き
る
。

︱︱

意
識
さ
れ
る
事
件
は
さ
ら
に
、
事
件
と
完
全
に
相
応
す
る
強
度
を
以
て
意
識
さ
れ
る
か
、
こ
の
強
度
が
乏
し
い
か
に
区
別
で
き
る
。

　

表
象
作
用
の
［
事
件
と
］
完
全
に
相
応
す
る
強
度
と
は
、
表
象
作
用
が
生
産
さ
れ
る
際
の
強
度
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
強
度
が

再
生
産
す
な
わ
ち
反
復
表
象
作
用
に
は
欠
け
て
い
る
。

　

再
生
産
（Reproduktion

）
と
は
、
古
い
部ク

ラ
ス類

の
想
像
（Phantasie
）
に
最
も
近
い
事
件
に
他
な
ら
な
い
。
更
新
さ
れ
る
表
象
作
用
す

な
わ
ち
再
生
産
の
状
態
で
は
、
単
一
表
象
と
複
合
表
象
と
を
別
け
な
く
て
は
い
け
な
い

（
（8
（

。

　
　

�

（
83
）
こ
の
第
四
二
節
で
は
手
稿
原
文
を
大
幅
に
短
縮
し
て
あ
る
。
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四
三
、
表
象
の
再
生
産
（Reproduktion

）
お
よ
び
最
初
に
生
産
さ
れ
た
表
象
と
再
生
産
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ヘ
ル
バ
ル
ト

に
引
続
き
フ
ォ
ル
ク
マ
ン
（W

ilhelm
 Fridolin V

olkm
ann, 1822-1877

）
が
取
組
ん
で
い
る
。
再
生
産
に
対
立
さ
せ
る
の
は
た
だ
感

受
（Em

pfindung

）
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
区
分
は
遺
漏
な
し
と
言
え
な
い
。
フ
ォ
ル
ク
マ
ン
唯
一
の
記
述
的
批
評
基
準
は
生
気

（Lebhaftigkeit
︱K

larheitsdifferenz

明
瞭
性
の
過
不
足
）
な
る
基
準
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
基
準
に
は
異
論
と
し
て
夢
像
な
い
し
幻
覚
の
強

さ
（Stärke

︱K
larheitsgrad

明
瞭
度
）
を
突
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
異
論
に
フ
ォ
ル
ク
マ
ン
は
、
幻
覚
（H

alluzination

）
で
は

再
生
さ
れ
た
表
象
が
感
受
（Em

pfindung

）
と
し
て
受
取
ら
れ
る
か
と
思
う
、
と
の
答
を
試
み
て
い
る
。
取
違
え
は
二
重
の
仕
方
で
起

る
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
以
前
に
生
じ
た
感
受
の
生
気
度
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
、
再
生
さ
れ
た
表
象
が
感
受
の
地
位
を
簒
奪
す
る
か
、

そ
れ
と
も
、
再
生
さ
れ
た
表
象
が
ま
ず
自
分
の
強
さ
で
感
受
の
肉
体
的
（som

atisch

）
敏
感
性
の
土
台
を
み
ず
か
ら
築
き
、
つ
ぎ
に
こ

の
肉
体
的
敏
感
性
が
求
心
的
刺
戟
と
し
て
逆
に
作
用
、
こ
う
し
て
感
受
を
再
生
に
提
携
さ
せ
る
か
で
あ
る

（
（8
（

。
だ
が
い
ず
れ
に
せ
よ
、
あ

た
か
も
二
表
象
か
ら
一
表
象
が
成
る
か
と
い
う
意
味
で
は
旨
く
行
か
ず
、
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
た
だ
、
ひ
と
つ
の
表
象
作
用
に
よ
る
融

合
で
し
か
な
い
と
言
え
よ
う
。
フ
ォ
ル
ク
マ
ン
に
よ
れ
ば
残
像
（N

achbild

）
は
感
受
に
算
え
ら
れ
る
。

　
　

�

（
84
）W

ilhelm
 Fridolin V

olkm
ann, Lehrbuch der Psychologie vom

 Standpunkte des Realism
us. 1. A

uflage, Cöthen 

　
　

1875. 4. H
auptstück, §§

 80, 81, 82. 

　

表
象
や
表
象
複
合
に
と
っ
て
想
像
（Phantasie 

（Reproduktion
再
生
））
の
概
念
は
多
義
的
（äquivok

）
に
曖
昧
で
あ
る
。
感
受
と
の

相
違
は
と
り
わ
け
系
統
発
生
史
的
（genetisch

）
な
相
違
で
あ
っ
て
、
内
的
に
徹
底
で
き
る
記
述
的
相
違
は
も
と
も
と
存
在
し
な
い
。

相
違
は
精
密
（präzis

）
な
相
違
と
見
え
る
が
、
詳
し
く
調
べ
る
と
や
は
り
境
界
が
定
か
で
な
く
な
る
。

　

フ
ォ
ル
ク
マ
ン
で
最
も
奇
抜
に
し
て
独
創
的
な
る
も
の
は
、
表
象
（V

orstellung
）
の
強
さ
と
表
象
作
用
（V

orstellen

）
の
強
さ
と
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い
う
二
重
の
強
さ
（zw

eifache Stärke

）
の
説

（
（8
（

で
あ
る
。
こ
の
教
説
か
ら
は
後
代
へ
の
影
響
も
出
た

（
（8
（

。

　
　

�
（
85
）
注（
84
）の
書 

︱︱
 3. H

auptstück

（W
echselw

irkung der V
orstellungen

表
象
の
相
互
作
用
）
さ
ら
に
続
け
て4. H

auptstück
（Reproduktion der V

orstellungen

表
象
の
再
生
）。

　
　

�

（
86
）
こ
の
第
四
三
節
も
大
幅
に
短
縮
し
て
あ
る
。

　

四
四
、
教
説
を
見
れ
ば
ロ
ッ
ツ
ェ
（Rudolf H

erm
ann Lotze, 1817-1881

）
が
最
も
ヘ
ル
バ
ル
ト
に
近
い
と
し
て
よ
く
、
当
然
ヘ
ル
バ

ル
ト
学
派
で
は
ロ
ッ
ツ
ェ
を
ま
さ
し
く
自
分
ら
の
学
派
に
算
え
勝
ち
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
に
ロ
ッ
ツ
ェ
は
精
力
的
に
抗
議
す
る
ど

こ
ろ
か
、
重
要
な
多
く
の
点
で
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
体
系
は
自
分
に
は
廃す

た

れ
て
古
く
見
え
る
、
と
告
白
し
て
い
た
。
形
而
上
学
的
な
考
察
に

本
質
的
影
響
を
与
え
る
傾
向
に
よ
っ
て
ロ
ッ
ツ
ェ
は
ヘ
ル
バ
ル
ト
に
似
て
い
る
。
け
れ
ど
も
出
て
き
た
結
果
は
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
ば
あ
い

ほ
ど
全
面
的
に
悪
く
は
な
い
。
表
象
と
は
脅
迫
的
な
障
害
に
刃
向
う
心
の
自
己
保
存
（Selbsterhaltung

［en

］der Seele

）
の
こ
と
と
見

る
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
思
想
に
ロ
ッ
ツ
ェ
は
や
は
り
一
定
の
権
限
を
認
め
よ
う
と
す
る
。
心
の
諸
能
力
な
る
も
の
を
否
む
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
反

対
も
ま
た
本
質
的
に
称
讃
に
値
す
る
、
と
ロ
ッ
ツ
ェ
は
思
っ
て
い
る
。
た
だ
ロ
ッ
ツ
ェ
に
過
誤
と
見
え
る
の
は
、
心
の
あ
ら
ゆ
る
精

神
的
活
動
は
唯
一
の
根
源
的
活
動
た
る
表
象
作
用
（V

orstellen

）
か
ら
の
一
連
の
帰
結
で
あ
る
、
と
の
演
繹
を
ヘ
ル
バ
ル
ト
が
試
み
て

い
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
︱︱

わ
れ
わ
れ
は
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
教
説
同
様
に
ロ
ッ
ツ
ェ
の
教
説
を
、
さ
き
と
相
似
た
意
味
で
想
像
表
象

（Phantasievorstellung

［en

］）
と
語
っ
て
よ
か
ろ
う
部ク

ラ
ス類

の
位
置
を
確
め
る
の
に
必
要
な
限
り
で
の
み
大
観
し
よ
う
。
後
期
の
著
作
で

ロ
ッ
ツ
ェ
は
以
前
よ
り
大
き
く
ヘ
ル
バ
ル
ト
か
ら
離
れ
て
い
る
が
、
以
下
こ
う
し
た
後
期
の
著
作
に
わ
れ
わ
れ
は
固
執
す
る

（
（8
（

。

　
　

�

（
87
）
こ
れ
ら
ロ
ッ
ツ
ェ
後
期
の
著
作
は
下
記
の
通
り
で
あ
る 

︱︱
 M

edizinische Psychologie oder Physiologie der Seele. 

Leipzig 1852 ; M
ikrokosm

os. 
3

 Bände, Leipzig 1856-1858; M
etaphysik. Leipzig 1879;

（
学
生
に
よ
る
口
述
筆
記
本
）



42

細井　雄介
Grundzüge der Psychologie. Leipzig 1881 ; Grundzüge der M

etaphysik. Leipzig 1883. 
　

ヘ
ル
バ
ル
ト
は
表
象
作
用（V

orstellen

）か
ら
表
象（V

orstellung

）を
分
け
隔
て
た
が
、ヘ
ル
バ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、表
象
さ
れ
な
い
表
象
、

つ
ま
り
意
識
さ
れ
な
い
表
象
さ
え
も
が
存
在
す
る
。こ
れ
は
矛
盾
で
あ
る
と
ロ
ッ
ツ
ェ
は
見
做
す
。だ
が
実
際
で
は
両
項
は
決
し
て
別
々

に
生
じ
な
い
と
し
て
も
、
両
項
す
な
わ
ち
、
表
象
す
る
活
動
が
目
を
向
け
る
内
容
（Inhalt

）
と
、
こ
の
内
容
を
表
象
さ
れ
た
る
相も

手の

に
す
る
素
質
（Fähigkeit
能
力
）
自
体
と
は
、
頭
［
考
え
］
の
な
か
で
は
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
ロ
ッ
ツ
ェ
に
よ
れ
ば
心
的

領
域
全
体
に
お
い
て
相
似
た
こ
と
が
言
え
て
、「
考
え
る
（denken

）」
と
「
考
え
ら
れ
る
相も

手の

（Gedachtes

）」、「
欲
す
る
（w

ollen

）」 

と
「
欲
せ
ら
れ
る
相も

手の

（Gew
olltes

）」、
等
々
は
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
で
心
的
活
動
の
内
部
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
属

（Gattung

亜
種
）
が
生
起
す
る
︱︱

。

　

一
、
感
受
す
る
（Em

pfinden

）
こ
と
と
感
受
［
内
容
］（Em

pfindung

）。
単
一
の
感
受
［
内
容
］
そ
の
も
の
は
、
同
種
部
分
や
非
同

種
部
分
か
ら
の
合
成
が
気
付
か
れ
な
い
何
か
で
あ
る
。
外
見
の
印
象
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
し
、
模
像
を
作
れ
ば
、
こ
れ
も
感
受
［
内

容
］
と
な
る
。
感
受
［
内
容
］
は
す
べ
て
主
観
的
（subjektiv

）
で
あ
る
。
色
や
音
が
意
識
内
に
し
か
現
存
し
得
な
い
こ
と
は
、
色
や
音

な
ど
の
本
性
（N

atur

自
然
）
に
根
差
し
て
い
る
。

　

二
、
表
象
す
る
（V

orstellen

）
こ
と
と
表
象
［
内
容
］（V

orstellung

）。
第
一
類ク

ラ
ス

と
の
相
違
は
本
質
的
に
重
要
で
あ
る
。
感
受
作
用

（Em
pfinden

感
受
す
る
）に
は
み
な
強
さ（Stärke

）が
あ
り
、こ
れ
は
感
受［
内
容
］（Em

pfindung

）の
強
さ
に
比
例
し
て
増
進
し
減
退
す
る
。

と
こ
ろ
が
表
象
作
用
（V

orstellen

表
象
す
る
）
に
は
強
さ
の
相
違
が
な
く
、
表
象
さ
れ
る
内
容
（vorgestellter Inhalt

）
に
し
か
強
さ
の

相
違
は
な
い
。
だ
が
色
や
響
き
、等
々
は
現
実（w

irklich

）と
し
て
は
再
生
さ
れ
な
い
。「
ど
れ
ほ
ど
明
る
い
光
輝
の
表
象（V

orstellung

）

も
輝
き
は
し
な
い
し
、
ど
れ
ほ
ど
強
い
響
き
の
表
象
も
鳴
り
は
せ
ず
、
ど
れ
ほ
ど
烈
し
い
苦
痛
の
表
象
も
痛
ま
せ
は
し
な
い
が
、
そ
れ
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に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う
し
た
表
象
は
ま
ざ
ま
ざ
と
、
現
実
（w

irklich

実
際
）
と
し
て
は
再
生
し
な
い
輝
き
や
響
き
や
痛
み
を
前
に
置

く
（vorstellen

）」。
意
識
か
ら
消
え
る
や
記
憶
像
と
か
総
じ
て
表
象
は
も
は
や
存
在
し
な
く
な
る
も
の
の
、
し
か
し
こ
れ
ら
は
、
ふ
た

た
び
表
象
を
生
む
外
部
の
刺
戟
は
必
要
と
せ
ず
に
再
発
す
る
。［
表
象
で
は
］
徐
々
に
減
退
な
ど
と
い
う
強
度
（Intensität

）
が
与
え
ら

れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
徐
々
に
消
え
ゆ
く
こ
と
が
起
ら
な
い
の
は
明
か
で
あ
る
。
表
象
す
る
と
き
の
強
度
の
大
小
と
思
違
え
て

し
ま
う
も
の
は
随
伴
す
る
感
情
の
強
度
で
あ
っ
て
、
こ
の
感
情
の
強
度
も
表
象
の
経
過
に
影
響
す
る
。
表
象
す
る
作
用
に
は
明
暗
の
区

別
も
な
い

（
（8
（

。

　
　

�

（
88
）M

ikrokosm
os. Ⅱ

. Buch, 3. K
apitel; M

edizinische Psychologie. Ⅲ
. Buch, 1. K

apitel. 

　

三
、
関
係
付
け
る
表
象
作
用
（beziehendes V

orstellen

）。
こ
の
働
き
で
わ
れ
わ
れ
が
捉
え
る
の
は
相
似
性
・
同
等
性
・
不
同
性
・
対
立
、

そ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
普
遍
的
概
念
で
あ
る
。

　

四
、
空
間
直
観
（Raum

anschauung

空
間
観
）。
非
空
間
的
な
感
受
［
内
容
］（Em

pfindung

こ
と
に
視
覚
の
感
受
）
に
向
け
る
心
の
反
応

に
よ
っ
て
空
間
直
観
は
成
立
す
る
。
こ
の
と
き
初
め
て
感
受
［
内
容
］
は
経
験
（erfahrungsgem

äß

）
と
し
て
空
間
内
に
局
在
化
さ
れ

る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
空
間
直
観
も
ロ
ッ
ツ
ェ
に
よ
れ
ば
、
た
だ
の
関
係
付
け
の
所
産
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
る
。

　

五
、
時
間
直
観
（Zeitanschauung

時
間
観
）。
こ
れ
に
つ
い
て
は
空
間
直
観
に
つ
い
て
と
相
似
た
こ
と
が
言
え
る

（
（8
（

。

　
　

�

（
89
）
右
の
三
点
［
三
、四
、五
］
に
つ
い
て
は
ロ
ッ
ツ
ェ
のM

ikrokosm
os. Ⅱ

. Buch, 4. K
apitel

を
参
照
の
こ
と
。

　

六
、
感
情
（Gefühl

）。（
当
り
触
り
の
な
い
知
覚
と
し
て
の
感
受Em

pfindung
と
は
反
対
で
）
感
情
と
は
快
不
快
の
状
態
（Zustand

）
の
こ

と
で
あ
る
。
一
方
で
は
連
想
へ
の
影
響
に
よ
っ
て
、他
方
で
は
自
己
意
識
の
前
提
条
件
と
し
て
、感
情
は
表
象
生
活（V

orstellungsleben

）
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に
と
っ
て
最
高
度
の
意
義
が
あ
る
。

　

七
、
意
志
（W

ille

）。
意
志
は
人
間
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。
動
物
に
も
生
じ
る
衝
動
（T

rieb

意
向
）
は
ま
だ
意
志
で
な
い
。
表

象
さ
れ
る
行
動
は
判
定
さ
れ
て
、
個
人
的
自
我
か
ら
決
断
（Entschluß

）
が
出
る
。
倫
理
的
根
拠
か
ら
ロ
ッ
ツ
ェ
は
自
由
意
志
論

（Indeterm
inism

us

非
決
定
論
）
に
傾
く
。
こ
れ
に
反
す
る
こ
と
を
経
験
は
語
ら
な
い
と
す
る
の
で
あ
ろ
う

（
（9
（

。

　

さ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
「
想
像
（Phantasie

）」
に
相
似
る
も
の
は
ど
こ
に
あ
る
か
と
問
え
ば
、
も
と
も
と
ど
こ
に
も
な
い
、
と
答
え

ら
れ
る
に
違
い
な
い
。
一
部
は
さ
き
の
、
単
一
の
感
受
［
内
容
］
と
繋
が
る
表
象
作
用
（V

orstellen

）
の
な
か
に
、
ま
た
一
部
は
、
連

想
法
則
に
よ
っ
て
纏
め
ら
れ
る
表
象
複
合（V

orstellungskom
plex

）の
な
か
に
見
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
心
の
状
態（Seelenzustand

）

を
表
象
す
る
こ
と
も
、
他
人
の
心
の
生
活
（Seelenleben

）
を
表
象
す
る
こ
と
を
も
、
ロ
ッ
ツ
ェ
は
承
認
し
て
い
る

（
（9
（

。

　
　

�

（
90
）
ロ
ッ
ツ
ェ
のM

ikrokosm
os. Ⅱ

. Buch, 5. K
apitel. 

　
　

�

（
91
）
第
四
四
節
の
た
め
に
は
二
つ
の
草
稿
が
援
用
さ
れ
た
。
第
二
草
稿
は
大
幅
に
短
縮
し
て
あ
る
。
第
一
草
稿
は
ロ
ッ
ツ
ェ
で
途
切
れ
る
。

　

四
五
、
わ
れ
わ
れ
の
問
と
の
関
連
で
な
お
他
に
ド
イ
ツ
の
心
理
学
者
を
も
手
短
に
語
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
わ
け
て
も
ヨ
ハ
ネ

ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
（Johannes Peter M

üller, 1801-1858

）
で
あ
り
、
著
書
『
想
像
に
よ
る
視
覚
像
に
つ
い
て
（Ü

ber die phantastischen 

Gesichtserscheinungen

）』
は
一
八
二
六
年
の
出
版
で
あ
る
。
年
代
か
ら
見
る
と
ロ
ッ
ツ
ェ
に
先
立
つ
人
だ
が
、
精
神
か
ら
見
れ
ば
ミ
ュ

ラ
ー
は
ロ
ッ
ツ
ェ
よ
り
も
遥
か
に
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
考
え
方
か
ら
離
れ
て
い
る
。
本
来
は
生
理
学
者
で
あ
る
け
れ
ど
も
心
的
な
出
来
事
を

研
究
し
て
い
る
の
は
、
ミ
ュ
ラ
ー
に
と
っ
て
心
（Seele

）
は
生
の
多
様
な
形
式
群
に
入
る
一
箇
の
特
殊
形
式
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
心
理

学
は
生
理
学
の
一
部
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

想
像
を
扱
う
右
の
小
著
で
ミ
ュ
ラ
ー
が
徹
底
的
に
迫
る
の
は
視
覚
で
あ
っ
て
、
諸
他
の
相
似
る
出
来
事
に
は
横
目
を
使
う
だ
け
で
し
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か
な
い
。

　

と
り
わ
け
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
の
名
と
結
ば
れ
て
い
る
の
は
特
殊
神
経
エ
ネ
ル
ギ
ー
（spezifische Sinnesenergie

［n

］）
の
法
則
で

あ
る

（
（9
（

。
し
か
し
こ
の
法
則
は
、
有
機
体
の
作
用
全
般
の
性
格
を
掴
む
ミ
ュ
ラ
ー
の
見
方
の
一
部
で
し
か
な
い
。
ミ
ュ
ラ
ー
が
思
う
に
自

然
に
は
三
種
類
（A

rt

）
の
作
用
（W

irksam
keit

）
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
は
相
互
に
鋭
く
区
別
さ
れ
る
。

　
ａ
．
機
械
的
（m

echanisch

）
作
用
（
変
化
す
る
も
の
が
お
の
れ
固
有
の
品
質
を
移
送
す
る
）。

　

ｂ
．
化
学
的
（chem

isch

）
作
用
（
二
品
質
が
結
合
し
て
新
種
の
産
物
と
な
る
）。

　
ｃ
．�

有
機
的
（organisch
）
作
用
（
作
用
を
受
け
る
品
質
が
こ
れ
に
作
用
を
与
え
る
も
の
の
種
類
と
は
本
質
的
に
独
立
別
箇
で
あ
る
）。
こ
の
作
用

の
仕
方
は
有
機
的
反
応
す
べ
て
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
で
、
感
受
も
こ
こ
に
算
え
ら
れ
る
。
だ
が
有
機
的
反
応
の
独
自
性
は
つ

ね
に
個
々
別
々
の
刺
戟
に
結
ば
れ
て
い
る
し
、
反
応
は
当
の
有
機
体
種
属
（Gattung

）
の
内
部
で
し
か
維
持
さ
れ
な
い
。

　
　

�

（
92
）Gesetz von den spezifischen Sinnesenergien

「
特
殊
神
経
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
法
則
」
が
語
り
出
さ
れ
た
の
は
最
初
は
視
覚
に

つ
い
て
で
あ
り
（V

ergleichende Physiologie des Gesichtssinnes. 1826

）、
後
年
に
一
般
化
さ
れ
た
（H

andbuch der Physiologie des 

M
enschen. 1840

）。

　

あ
ら
ゆ
る
感
受
（Em

pfindung

）
と
は
本
質
的
に
別
な
る
性
格
が
ミ
ュ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
表
象
作
用
（
思
考
や
想
像
）
に
は
あ
っ
て
、
そ

れ
ゆ
え
ミ
ュ
ラ
ー
は
表
象
作
用
（V

orstellen

）
を
別
箇
の
実
体
す
な
わ
ち
想フ

ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
コ
ン

像
指
導
体
（Phantasticon

）
や
論ロ

ギ
ス
テ
ィ
コ
ン

理
指
導
体
（Logisticon

）

の
特
殊
活
動
と
し
て
考
察
す
る
。
な
る
ほ
ど
視
覚
や
聴
覚
そ
の
ほ
か
諸
感
官
の
幻

フ
ァ
ン
タ
ス
マ

像
（Phantasm

a, - m
en

）
は
存
在
す
る
が
、
こ
う
し

た
幻
像
は
当
の
感
官
実
体
の
活
動
（T

ätigkeit

）
で
は
な
い
。
も
と
よ
り
視
力
の
幻
像
は
視
野
内
に
現
れ
る
が
、
し
か
し
、
仮
に
視
覚

の
活
動
で
あ
る
な
ら
ば
、そ
う
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
色
と
し
て
で
は
な
い
。視
覚
な
ら
ば
活
動
方
式
は
こ
こ
か
し
こ
と
実
質
的
に
別
々
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で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
あ
ら
ゆ
る
幻

フ
ァ
ン
タ
ス
マ

像
で
活
動
方
式
は
実
質
的
に
同
じ
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
れ
ば
、
存
在
す
る
感
官
実
体
は
多
数
な

が
ら
、存
在
す
る
想フ

ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
コ
ン

像
指
導
体
は
た
だ
ひ
と
つ

0

0

0

0

0

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
多
種
多
様
な
る
も
の
を
も
表
象
し
つ
つ
想
像
（Phantasie

）

は
お
の
れ
の
生
形
式
に
留
ま
り
続
け
る
」。

　

数
多
の
箇
所
か
ら
証
明
で
き
る
が
、
想
像
（Phantasie

）
の
語
で
明
か
に
ミ
ュ
ラ
ー
は
、
抽
象
を
行
う
概
念
的
思
考
作
用
（D

enken

）

の
活
動
を
考
え
て
い
る
。
︱︱

こ
れ
と
反
対
に
、
と
信
じ
て
よ
か
ろ
う
が
、
ふ
つ
う
に
想
像
の
所
産
と
呼
ば
れ
る
諸
他
の
出
来
事
、
な

か
で
最
も
目
立
つ
の
は
夢
魔
像
と
か
熱
譫
妄
そ
の
他
の
幻
覚
だ
が
、
こ
れ
ら
を
ミ
ュ
ラ
ー
の
意
味
す
る
想
像
と
解
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
だ
が
こ
の
見
方
は
正
し
く
な
い
し
、
少
く
と
も
い
か
な
る
意
味
で
も
正
し
い
と
は
言
え
な
い
。
ミ
ュ
ラ
ー
か
ら
わ
れ
わ
れ
の

聴
く
と
こ
ろ
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
有
機
的
実
体
の
ご
と
く
一
箇
の
感
官
実
体
は
一
種
属
（Gattung

）
の
生
形
式
し
か
取
り
得
ず
、
い
か

な
る
刺
戟
に
も
こ
の
生
形
式
だ
け
で
反
応
す
る
。
そ
の
よ
う
な
刺
戟
は
、
当
の
感
官
実
体
と
因
果
的
に
結
ば
れ
て
い
る
諸
他
の
器
官

か
ら
も
到
来
し
得
る
。
そ
の
よ
う
な
因
果
的
結
合
は
想フ

ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
コ
ン

像
指
導
体
と
あ
れ
こ
れ
の
感
官
実
体
と
の
あ
い
だ
、
こ
と
に
感
官
実
体
の
内

的
（
中
心
的
）
部
分
と
の
あ
い
だ
で
も
生
じ
て
い
る
。
あ
れ
こ
れ
の
感
官
実
体
は
想
像
に
作
用
し
、
想
像
を
鼓
舞
す
る
。
だ
が
想
像
も

ま
た
感
官
実
体
に
作
用
し
、
例
え
ば
視
覚
実
体
に
作
用
し
て
、
こ
の
ば
あ
い
想
像
に
よ
っ
て
視
野
内
に
生
れ
た
形
式
は
色
で
明
る
く
な

る
。
語
の
厳
密
な
意
味
で
の
想
像
表
象
と
は
区
別
し
て
、
こ
こ
に
現
れ
る
外
見
を
ミ
ュ
ラ
ー
は
幻

フ
ァ
ン
タ
ス
マ

像
（
想
像
的
感
官
現
出
（phantastische 

Sinneserscheinung

）
と
呼
ん
で
い
る

（
（9
（

。

　
　

�

（
93
）Johannes Peter M

üller, Ü
ber die phantastischen Gesichtserscheinungen

（N
eudruck 1927, Leipzig, J. A

. Barth

）.

ミ
ュ 

ラ
ー
の
記
すphantastische Sinneserscheinung

（
想
像
的
感
官
現
出
）
は
今
日
ふ
つ
う
に
は
、
特
に
エ
イ
ド
ス
的
な
天
分
に
発
現
す
る

A
nschauungsbild

（
直
観
像
）
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
う
し
たErscheinung

［en

］（
現
出
・
出
来
事
）
と
徹
底
的
に
取
組
ん
だ
イ
ェ

ン
シ
ュ
（Erich R. Jaensch, 1883-1940

）
は
二
つ
の
形
式
を
区
別
す
る
︱︱

以
前
に
直
観
さ
れ
た
も
の
を
忠
実
に
映
す
再
生
の
、
不
動
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不
変
形
式
（starre unveränderliche Form

︱T
- T

ypus

）
と
、
直
観
さ
れ
た
像
を
変
え
て
再
生
す
る
、
運
動
的
再
生
方
式
（bew

egliche 

Reproduktionsw
eise

︱B- T
ypus

）
と
で
あ
る
。。
下
記
の
書
を
参
照
の
こ
と
︱︱
Erich R. Jaensch, Grundform

en m
enschlichen 

Seins. Berlin 1929. 

　

い
つ
も
の
問
を
ミ
ュ
ラ
ー
の
術
語Phantasie

（
想
像
）
に
向
け
れ
ば
、
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
多
義
的
（äquivok

）
に
曖
昧
な
表
現
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
語
は
、
本
来
的
な
狭
い
意
味
で
は
抽
象
を
行
う
概
念
的
思
考
作
用
に
用
い
ら
れ
る
が
、
非
本
来
的
な
広
い

意
味
で
は
、
想
像
的
な
感
官
所
産
お
よ
び
諸
他
の
想
像
的
な
感
官
現
出
に
用
い
ら
れ
る
。
狭
い
意
味
に
お
け
る
想
像
表
象
と
幻

フ
ァ
ン
タ
ス
マ

像
と
の

相
違
は
記
述
的
で
あ
り
、
非
本
来
的
な
広
い
意
味
の
内
部
で
は
相
違
は
系
統
発
生
史
的
で
し
か
な
い
。
前
者
で
は
相
違
は
精
密
で
あ
っ

て
も
、
後
者
で
は
、
内
外
の
作
用
に
よ
っ
て
成
立
せ
る
中
間
形
式
と
し
て
輪
郭
が
溶
暗
的
に
ぼ
や
け
て
く
る
。
そ
の
さ
い
多
く
の
こ
と

が
明
瞭
で
な
い
ま
ま
で
あ
っ
て
、
こ
こ
へ
は
詳
し
く
立
入
る
こ
と
が
で
き
な
い

（
（9
（

。

　
　

�

（
94
）
こ
の
第
四
五
節
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
に
つ
い
て
の
詳
論
も
同
じ
く
大
幅
に
短
縮
し
て
あ
る
。

　

四
六
、
さ
き
に
わ
れ
わ
れ
は
著
書
『
美
学
入
門
』
と
取
組
ん
で
、
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
（Gustav T

heodor Fechner, 1801-1887

）
と
は

す
で
に
出
会
っ
て
い
る
。
同
じ
く
徹
底
的
に
想
像
（Phantasie
）
を
扱
っ
て
、
き
わ
め
て
注
目
す
べ
き
こ
と
を
提
示
し
た
人
で
あ

る
。
ま
ず
は
再
度
こ
れ
ま
で
よ
り
大
き
な
全
体
に
目
を
向
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
は
真
先
に
心
的
現
象
（psychisches 

Phänom
en

）
と
物
的
現
象
（physisches Phänom

en

）
と
を
別
け
る 
︱︱
 
心
的
現
象
の
出
所
は
内
的
知
覚
、
物
的
現
象
の
出
所
は
外

的
知
覚
と
し
て
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
ま
だ
何
ら
新
奇
特
別
と
も
言
え
ま
い
が
、
新
し
い
と
見
て
よ
い
こ
と
が
心
的
現
象
の
区
分
け
に

あ
た
り
登
場
す
る
。
一
般
の
心
的
現
象
と
並
べ
て
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
が
思
う
の
は
特
殊
の
心
的
現
象
で
あ
る
。
一
般
的
現
象
と
は
注
意
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（A
ufm

erksam
keit

）
の
こ
と
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
が
表
象
（V

orstellung

［en

］）
を
追
っ
て
、
み
ず
か
ら
意
識
に
上
ら
せ
る
際
に
働
く
自

己
活
動
（Selbsttätigkeit

）
の
こ
と
で
あ
る
。
意
志
の
な
か
で
作
用
し
て
、
わ
れ
わ
れ
に
行
動
す
る
気
を
起
さ
せ
る
の
と
同
じ
活
動
で

あ
る
。「
一
般
的
心
的
現
象
（allgem

eines psychisches Phänom
en

）」
な
る
語
は
、
あ
た
か
も
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
が
、
何
ら
か
の
心
的
現
象

が
存
在
す
る
と
き
に
は
い
つ
で
も
注
意
が
生
じ
て
い
る
、と
信
じ
て
い
た
か
と
思
わ
せ
る
で
も
あ
ろ
う
が
、こ
れ
は
決
し
て
フ
ェ
ヒ
ナ
ー

の
見
方
で
な
い
。

　

特
別
な
る
現
象
を
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
は
三
部ク

ラ
ス類

に
別
け
る
︱︱

一
、
感
覚
的
現
象
（sinnliches Phänom

en

）
二
、
表
象
（V

orstellung

）

三
、
感
覚
的
現
象
と
表
象
と
の
中
間
現
象
（M

ittelglied

）
で
あ
る

（
（9
（

。
第
一
部
類
に
入
る
の
は
感
官
感
受
（Sinnesem

pfindung

）
や
残
像 

（N
achbild

）
や
飢
え
・
渇
き
の
ご
と
き
基
本
感
情
（Gem

eingefühl

）
で
あ
り
、
第
二
部
類
に
入
る
の
は
記
憶
（Erinnerung

）・
想
像

（Phantasie

）・
抽
象
的
思
考
に
伴
う
図
式
（Schem

a

［ta

］）
で
あ
る
。
第
三
部
類
に
算
え
ら
れ
る
の
は
感
官
記
憶
（Sinnengedächtnis

）

や
幻
覚
（H

alluzination

）
や
幻
想
（Illusion
）
で
あ
る
。
後
に
は
、
運
動
直
観
に
つ
づ
く
反
動
事
象
（Reaktionserscheinung

）
や
記
憶

残
像
も
同
様
の
中
間
現
象
と
名
付
け
ら
れ
る
。

　
　

�

（
95
）
心
的
現
象
は
下
記
の
書
で
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
（Gustav T

heodor Fechner, 1801-1887

）
が
詳
細
に
論
じ
て
い
る
︱︱
Elem

ente 

der Psychophysik, 2 T
eile, Leipzig 1860. In Sachen der Psychophysik, Leipzig 1877. Revision der H

auptpunkte der 

Psychophysik,  Leipzig 1882. 

　

お
の
ず
と
湧
い
て
く
る
の
は
、
抽
象
的
思
考
そ
の
も
の
と
は
一
体
な
に
か
、
右
の
区
分
の
ど
こ
に
入
る
か
、
の
問
で
あ
る
。
あ
れ
こ

れ
の
図
式
の
結
合
の
こ
と
と
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
は
見
て
い
る
ら
し
い

（
（9
（

。

　

さ
ら
に
、
奇
妙
な
中
間
現
象
と
は
何
か
、
ど
の
よ
う
に
他
の
部
類
に
関
る
の
か
、
と
問
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
部
類
に
入
る
の
か
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第
二
部
類
に
入
る
の
か
疑
わ
し
い
現
象
が
問
題
で
あ
る
と
見
え
る
。
だ
が
後
段
こ
の
関
係
で
は
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
自
身
が
明
確
な
決
断
を
下

し
て
い
て
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
記
憶
残
像
は
な
お
第
一
部
類
に
、
諸
他
の
も
の
が
第
二
部
類
に
入
っ
て
い
る

（
（9
（

。

　
　

�
（
96
）Fechner, Elem

ente der Psychophysik, Ⅱ
., S. 468.

　
　

�

（
97
）Fechner, Elem

ente der Psychophysik, Ⅱ
., S. 467ff., Revision der H

auptpunkte der Psychophysik, S. 8.

　

フ
ェ
ヒ
ナ
ー
が
意
識
さ
れ
な
い
感
受
と
か
表
象
な
ど
を
語
る
の
は
稀
で
な
い
。
ヘ
ル
バ
ル
ト
と
同
様
に
意
識
さ
れ
な
い
も
の
の
哲
学

を
予
期
し
て
い
た
の
で
も
あ
ろ
う
か
。決
し
て
そ
う
で
は
な
く
、全
く
別
の
こ
と
を
思
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、フ
ェ
ヒ
ナ
ー
に
と
っ
て「
意

識
さ
れ
な
い
（unbew

ußt

）」
と
は
、気
付
か
れ
る
か
否
か
の
境
目
（Schw

elle des Bem
erktw

erdens

識
閾
）
の
下
に
横
た
わ
っ
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
以
下
の
詳
述
で
明
か
に
な
ろ
う
。

　

心
的
現
象
と
物
的
現
象
と
は
き
わ
め
て
異
な
る
が
、そ
れ
で
も
双
つ
の
領
域
間
に
は
法
則
的
な
関
係
な
い
し
依
存
事
情
が
存
在
す
る
。

心
的
現
象
は
い
ず
れ
も
み
な
精
神
物
理
的
（psychophysisch

）
に
基
礎
付
け
ら
れ
て
い
る
。
わ
け
て
も
注
意
（A

ufm
erksam

keit

）
の

根
柢
に
は
精
神
物
理
的
運
動
が
あ
り
、
こ
の
運
動
が
一
定
尺
度
以
下
に
沈
む
と
注
意
な
る
心
的
現
象
は
消
え
る
。
精
神
物
理
的
運
動
の

こ
の
尺
度
（M

aß

）
が
注
意
の
境
目
［
識
閾
］
で
あ
る
。

　

あ
れ
こ
れ
他
の
心
的
現
象
で
は
事
情
は
も
っ
と
複
雑
に
な
る
。
こ
う
し
た
事
情
が
登
場
す
る
た
め
に
は
、
わ
け
て
も
、
当
の
注
意
な

る
現
象
の
根
柢
を
成
す
、
も
し
く
は
（
こ
れ
ま
で
よ
り
強
さ
を
増
し
て
）、
成
す
こ
と
に
な
ろ
う
精
神
物
理
的
運
動
の
確
か
な
尺
度
の
存
在

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
注
意
と
精
神
物
理
的
運
動
と
の
あ
い
だ
の
例
と
同
様
に
、
あ
れ
こ
れ
一
層
特
別
な
現
象
と
か
か

わ
る
精
神
物
理
的
運
動
が
現
存
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
現
象
の
強
さ
（Stärke

）
は
い
つ
で
も
精
神
物
理
的
運
動
の
関

数（Funktion

）で
あ
る
。
心
的
現
象
の
各
々
が
実
現
す
る
た
め
に
は
精
神
物
理
的
運
動
の
確
か
な
尺
度
が
必
要
で
あ
る
。
別
言
す
れ
ば
、
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こ
こ
に
も
気
付
か
れ
る
か
否
か
の
境
目
［
識
閾
］
が
存
在
す
る
。

　

さ
て
二
つ
の
前
提
条
件
が
求
め
ら
れ
る
の
で
事
態
は
さ
ら
に
複
雑
と
な
る
。
た
だ
一
つ

0

0

0

0

の
境
目
だ
け
で
な
く
、
各
箇
そ
れ
ぞ
れ
の
事

例
で
別
々
に
と
、
い
わ
ば
無
数
の
境
目
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
注
意
が
よ
り
大
き
く
な
れ
ば
相
手
と
な
る
も
の
の
精

神
物
理
的
運
動
は
さ
ほ
ど
強
い
必
要
な
く
、
逆
に
、
精
神
物
理
的
運
動
の
方
が
よ
り
大
き
く
な
れ
ば
注
意
は
小
さ
く
て
も
十
分
だ
か
ら

で
あ
る
。

　

こ
れ
以
上
詳
し
い
批
評
に
踏
込
む
つ
も
り
は
な
い
が
、
こ
の
注
意
理
論
（A

ufm
erksam

keitstheorie

）
は
怪
し
く
思
え
る
、
と
い
う

評
語
を
押
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
注
意
と
は
何
か
と
言
え
ば
、
こ
れ
の
向
う
特
別
な
る
現
象
を
相
手
と
す
る
一
般
的
な
る
心
的
現
象

と
見
よ
、
と
あ
る
。
呼
応
し
て
「
当
の
現
象
に
向
け
ら
れ
る
注
意
の
感
情
は
、
性
格
は
つ
ね
に
同
じ
ま
ま
だ
が
、
強
さ
（Stärke

）
や

強
度
（Intensität

）
だ
け
が
変
り
得
る
」
と
言
わ
れ
る
。
こ
こ
に
私
は
正
反
対
の
こ
と
を
見
出
す
。
こ
の
現
象
あ
の
現
象
へ
と
向
う
ご

と
に
注
意
が
別
の
注
意
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
注
意
は
み
ず
か
ら
内
的
相
違
を
担
っ
て
い
て
、
相
手
た
る
現
象
の
変
化
に
つ
れ
て
変
る

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

現
象
の
第
一
部
類
と
第
二
部
類
つ
ま
り
感
覚
的
現
象
（sinnliches Phänom

en

）
と
表
象
（V

orstellung

）
と
の
別
は
何
に
よ
る
か
と

問
え
ば
、
自
身
の
経
験
と
他
人
の
経
験
と
を
丹
念
に
比
較
し
て
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
は
、
双
方
の
根
柢
に
横
た
わ
る
精
神
物
理
的
経
過
の
本
質

的
差
異
に
よ
っ
て
は
区
別
で
き
な
い
、
と
の
結
果
に
達
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
強
度
の
相
違
（
例
え
ば
記
憶
は
元
の
感
受
よ
り
弱
い
）
は
あ

ろ
う
と
言
い
、
さ
ら
に
自
発
性
の
感
情
（
記
憶
や
想
像
表
象
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
生
じ
る
感
情
が
附
随
す
る
）
も
あ
ろ
う
と
言
う
。
双
つ
の
現

象
部
類
が
位
置
付
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
脳
の
別
々
の
部
分
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
注
意
の
方
向
に
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
し
て

い
る
。

　

他
に
も
多
く
の
繊
細
に
し
て
機
知
溢
れ
る
所
見
が
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
の
教
説
全
体
を
説
得
力
あ
る
も
の
に
し
て
い
る
。再
度
大
観
す
れ
ば
、
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Phantasie

（phantastische Erscheinungen

さ
ま
ざ
ま
想
像
上
の
出
来
事
）
な
る
術
語
は
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
と
は
別
様
の
仕
方
な
れ

ど
も
、
用
い
方
が
多
義
的
（äquivok

）
で
あ
る
と
解
る
。
感
受
と
表
象
と
の
相
違
は
記
述
的
に
は
ほ
と
ん
ど
明
示
で
き
な
い
。
と
い
う

の
も
、
こ
の
区
別
は
本
質
的
に
、
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
う
位
置
付
け
（Lokalisation

）
の
区
別
だ
か
ら
で
あ
り
、
精
密
で
な
く
溶
暗
的

に
霞
ん
で
し
ま
う
か
ら
で
あ
る

（
（9
（

。

　
　

�

（
98
）
第
四
六
節
も
手
稿
原
文
を
大
幅
に
短
縮
し
て
あ
る
。

　

四
七
、
両
人
の
見
方
を
最
後
に
論
じ
た
が
、
こ
れ
ら
二
人
の
研
究
者
ミ
ュ
ラ
ー
と
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
の
焦
点
は
概お

お
む

ね
自
然
科
学
に
あ
っ
た

し
、
と
き
に
哲
学
的
疑
問
へ
の
格
別
魅
惑
的
な
興
味
が
湧
き
、
限
界
を
越
え
て
目
を
心
理
学
へ
と
向
わ
せ
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

　

な
お
他
に
相
似
た
こ
と
は
多
か
れ
少
か
れ
、
フ
ラ
ン
ス
人
フ
ル
ラ
ー
ン
ス
（M

arie J. Pierre Flourens, 1794-1867

）
（
（9
（

、
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ツ

（H
erm

ann Ludw
ig Ferdinand von H

elm
holtz, 1821-1894

）、
へ
ー
リ
ン
グ
（Ew

ald H
ering, 1834-1918

）、
マ
ッ
ハ
（Ernst M

ach, 1838-

1916

）、
マ
イ
ネ
ル
ト
（T

heodor H
erm

ann M
eynert, 1833-1892

）（
100
）等

々
の
研
究
者
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
け
れ
ど
も
こ
う
し
た
人
々
を

顧
み
る
気
に
な
ら
な
い
の
は
、
想
像
（Phantasie
）
の
こ
と
は
全
く
語
っ
て
い
な
い
か
、
語
っ
て
い
て
も
ご
く
曖
昧
な
仕
方
で
し
か
な

い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
マ
イ
ネ
ル
ト
は
、
想
像
表
象
と
こ
れ
に
関
る
感
受
と
の
あ
い
だ
に
は
記
述
的
相
違
を
認
め
て
、
後
者
に
は
残

像
お
よ
び
幻
覚
を
も
算
え
入
れ
て
い
る
。
た
だ
の
強
度
差
で
済
む
相
違
で
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
に
は
新
た
な
こ
と
が
見

出
せ
ず
、
こ
れ
以
上
こ
れ
ら
研
究
者
の
も
と
に
立
止
る
理
由
も
な
い
。

　
　

�

（
99
）M

arie J. Pierre Flourens

（1794-1867

）、
フ
ラ
ン
ス
の
生
理
学
者
で
、
実
験
的
脳
生
理
学
の
創
始
者
。

　
　

�

（
100
）T

heodor H
erm

ann M
eynert

（1833-1892

）、
ウ
ィ
ー
ン
の
精
神
医
学
教
授
で
、
当
時
の
生
理
学
的
脳
研
究
に
解
剖
学
的
基
礎
を

与
え
た
人
で
あ
り
、
精
神
障
害
を
脳
疾
患
と
し
て
捉
え
た
。
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四
八
、
た
だ
し
一
人
だ
け
例
外
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
も
と
も
と
ヴ
ン
ト
（W

ilhelm
 W

undt,  1832-1920

）
も
自
然
研
究
者
で

哲
学
へ
の
関
心
は
久
し
く
片
手
間
の
こ
と
で
し
か
な
か
っ
た
が
、
後
年
に
は
哲
学
を
本
来
的
職
務
と
し
て
選
び
、
数
多
く
広
汎
な
哲
学

的
著
作
に
よ
っ
て
影
響
力
の
大
き
い
人
と
な
っ
た
。
わ
け
て
も
［
版
を
重
ね
た
］
著
書
『
生
理
学
的
心
理
学
』
は
畏
敬
す
べ
き
印
象
を

多
く
の
人
々
に
与
え
て
き
た
。
自
然
科
学
の
方
法
で
の
心
理
学
促
進
を
課
題
と
す
る
書
で
あ
る
。
心
理
学
的
観
察
で
な
く
精
神
物
理
学

的
実
験
を
認
識
の
主
要
手
段
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
言
う
。
無
論
そ
の
と
き
目
に
付
い
て
、
最
初
か
ら
疑
わ
し
い
と
思
わ
せ
る
の
も

尤
も
で
あ
ろ
う
一
点
は
、
ヴ
ン
ト
が
、
全
く
新
た
な
道
を
行
く
と
し
な
が
ら
、
直
ち
に
心
理
学
的
真
理
の
全
体
系
を
提
供
で
き
る
と
信

じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

実
際
に
も
示
さ
れ
る
通
り
、
ヴ
ン
ト
の
研
究
に
よ
っ
て
は
何
ひ
と
つ
明
瞭
に
な
ら
な
か
っ
た
。
最
も
簡
単
で
初
歩
的
な
心
理
学
的
問

題
に
つ
い
て
著
者
は
、
付
言
す
ら
書
添
え
ず
に
矛
盾
こ
の
上
な
い
主
張
を
述
べ
立
て
て
い
る
。
沢
山
の
見
慣
れ
ぬ
術
語
が
導
入
さ
れ
る

が
、
伝
統
的
な
術
語
は
意
味
が
変
更
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
し
ば
し
ば
当
の
術
語
は
、
す
で
に
長
い
あ
い
だ
用
い
ら
れ
て
後

に
よ
う
や
く
定
義
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
、
も
と
よ
り
最
も
安
易
な
こ
と
な
れ
ど
、
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い
表
現
で
は
断
じ
て
許
さ
れ

な
い
こ
と
な
の
に
、
例
え
ば
意
識
と
か
意
志
の
語
が
、
こ
れ
ら
の
表
現
は
定
義
不
能
と
説
明
さ
れ
た
り
す
る
。
生
理
学
的
問
題
で
は
ヴ

ン
ト
は
、
例
え
ば
特
殊
神
経
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
否
定
や
神
経
に
属
す
る
中
心
部
分
の
否
定
な
ど
、
最
も
鋭
い
刷
新
を
試
み
て
い
る
。
こ
れ

や
他
の
あ
れ
こ
れ
奇
妙
な
主
張
に
つ
い
て
は
詳
し
く
踏
込
む
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

　

私
は
、
ヴ
ン
ト
に
お
け
るPhantasie

（
想
像
）
の
位
置
に
つ
い
て
の
特
別
な
考
察
に
あ
た
り
、
こ
の
よ
う
に
予
め
著
書
の
特
色
を

全
般
的
に
見
て
置
く
こ
と
が
役
に
立
つ
と
考
え
た（

101
）。

　
　

�

（
101
）ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
原
文（
第
二
草
稿
）で
は
ヴ
ン
ト
の
教
説
を
と
り
わ
け
詳
し
く
扱
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、ま
さ
し
く
ブ
レ
ン
タ
ー
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ノ
が
自
身
の
こ
の
「
心
理
学
お
よ
び
美
学
に
つ
い
て
の
講
義
」
を
行
っ
て
い
た
同
じ
時
代
に
、
ヴ
ン
ト
の
教
説
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
も
多
大

の
影
響
力
を
得
て
い
て
、
当
時
ヴ
ン
ト
の
著
作
は
高
等
学
校
（M

ittelschule

ド
イ
ツ
のGym

nasiun

）
教
師
に
す
ら
研
究
材
料
と
し
て
特
に

薦
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
ヴ
ン
ト
の
教
説
を
矛
盾
に
満
ち
て
人
を
惑
わ
す
と
見
た
。
そ
の
う
ち
ヴ
ン
ト

の
影
響
は
完
全
に
下
火
と
な
っ
た
の
で
、
こ
こ
本
書
で
は
た
だ
肝
要
な
こ
と
し
か
際
立
た
せ
て
い
な
い
。

　

ヴ
ン
ト
で
は
想
像
の
語
を
広
狭
二
重
の
意
味
で
用
い
て
い
る
の
が
見
え
る
。
狭
い
意
味
で
は
精
神
的
素
質
（A

nlage

）
を
扱
う
と
こ

ろ
で
語
り
、
想
像
は
記
憶
力
（Gedächtnis

）
お
よ
び
理
解
力
（V

erstand

）
と
一
緒
に
置
か
れ
る
。
理
解
力
活
動
が
概
念
（Begriff

）

を
借
り
て
の
思
考
作
用
で
あ
る
の
と
同
じ
く
、
想
像
活
動
と
は
図
像
（Bild

）
を
借
り
て
の
思
考
作
用
の
こ
と
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
こ

の
箇
所
で
は
思
考
作
用
と
し
て
諸
々
の
表
象
の
統
覚
的
結
合
作
用
（apperzeptives V

erbinden

）
が
理
解
さ
れ
る
が
、
図
像
と
し
て
理

解
さ
れ
る
の
は
感
覚
的
生
気
あ
る
一
箇
の
直
観
的
個
別
表
象
（anschauliche Einzelvorstellung

）
で
あ
る
。
他
方
の
広
い
意
味
で
は
、

ヴ
ン
ト
は
、
全
般
的
分
類
に
お
い
て
諸
々
の
知
覚
と
並
置
す
る
と
こ
ろ
で
想
像
（
想
像
表
象
群Phantasievorstellung

［en

］）
を
語
る
。
こ

の
見
方
こ
そ
が
わ
れ
わ
れ
に
は
問
題
で
あ
る
。

　

ヴ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
心
の
あ
ら
ゆ
る
状
態
も
し
く
は
意
識
の
あ
ら
ゆ
る
状
態
は
二
つ
の
活
動
か
ら
成
っ
て
い
る
︱︱

一
、
感
官
の
活

動
（Sinnestätigkeit

）
す
な
わ
ち
最
も
広
い
語
意
に
お
け
る
表
象
（V

orstellung

）
と
、
二
、
統
覚
の
活
動
（A

pperzeptionstätigkeit

元

来
こ
れ
だ
け
が
活
動
の
名
に
値
す
る
）
と
で
あ
る
。

　

統
覚
の
活
動
と
は
快
・
不
快
で
あ
り
、
気
付
く
、
努
力
す
る
、
意
欲
す
る
、
行
動
す
る
、
な
ど
の
働
き
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
表
象

の
活
動
（V

orstellungstätigkeit

）
に
は
き
わ
め
て
多
面
的
な
意
義
と
大
き
な
影
響
力
と
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
で
（
ま
た
他
の
こ

と
で
も
）
統
覚
の
活
動
は
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
に
お
け
る
注
意
（A

ufm
erksam

keit

）
の
役
割
を
思
出
さ
せ
る
。
統
覚
の
活
動
は
た
ん
に
表
象
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に
関
し
て
気
付
い
た
り
感
じ
た
り
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
表
象
間
に
結
合
や
分
解
を
引
起
す
の
だ
が
、
こ
の
結
合
や
分
解
は
多
種

多
様
で
あ
り
得
る
。
当
然
こ
の
仕
方
で
判
断
や
抽
象
的
概
念
も
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
さ
き
に
語
っ
た
狭
い
意
味
に
お
け
る
想
像
形
像

（Phantasiegebilde

）
も
こ
の
（
能
動
的aktiv

）
統
覚
的
な
活
動
の
作
物
に
属
し
て
い
る
。

　

感
官
の
活
動
す
な
わ
ち
最
広
義
に
お
け
る
表
象
は
感
受
（Em

pfindung

［en

］）
か
、
も
し
く
は
本
来
の
狭
い
意
味
で
の
表
象
で
あ
る
。

感
受
が
掴
む
の
は
当
然
わ
れ
わ
れ
の
、
こ
れ
以
上
に
は
簡
単
に
分
解
で
き
な
い
と
い
う
意
識
の
状
態
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
態
を
わ

れ
わ
れ
は
決
し
て
生
起
さ
せ
て
い
な
い
と
ヴ
ン
ト
は
告
白
す
る
が
、
し
か
し
こ
れ
を
「
あ
ら
ゆ
る
内
的
経
験
の
合
成
さ
れ
た
本
性
か
ら

（aus der zusam
m

engesetzten N
atur aller inneren Erfahrung

）」
明
証
あ
る
も
の
と
し
て
推
論
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

他
方
、
本
来
の
狭
い
意
味
で
の
表
象
が
掴
む
の
は
「
わ
れ
わ
れ
の
意
識
内
で
感
受
が
絶
え
ず
結
ば
れ
て
ゆ
く
、
多
か
れ
少
か

れ
合
成
さ
れ
た
形
像
（die m

ehr oder m
inder zusam

m
engesetzten Gebilde, zu denen sich stets die Em

pfindungen in unserem
 

Bew
ußtsein verbinden

）」
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
、
あ
れ
こ
れ
の
表
象
や
主
要
部ク

ラ
ス類

に
つ
い
て
聴
か
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
（
狭
い
意
味
で

の
）
表
象
が
知
覚
や
直
観
と
想
像
表
象
と
に
別
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な
主
要
部
類
の
ひ
と
つ
と
し
て
現
れ
る
の
が
想
像
表
象

（Phantasievorstellung

）
で
あ
る
。
知
覚
表
象
で
は
表
象
の
対
象
は
現
実
（w

irklich

）
の
対
象
だ
が
、
想
像
表
象
で
は
思
考
（gedacht

）

さ
れ
た
対
象
で
あ
る
こ
と
が
相
違
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、想
像
表
象
に
属
す
る
の
は
幻
覚（H

alluzination

）で
あ
り
、夢
魔
像（Phantasm

a

）

で
あ
り
、ふ
つ
う
の
記
憶
像（Erinnerungsbild

）で
あ
る
、と
言
わ
れ
る
。
知
覚
と
の
区
別
は
、覚
え
込
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
徴
候（K

ennzeichen

目
印
）
に
よ
っ
て
生
じ
る
こ
と
、
と
さ
れ
る
。
個
々
の
点
で
、
知
覚
表
象
お
よ
び
想
像
表
象
を
語
る
ヴ
ン
ト
の
教
説
に
は
難
点
や
矛
盾

が
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
詳
し
く
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
事
例
で
も
出
し
た
問
に
手
短
に
答
え
よ
う
。
想
像
の

語
は
ヴ
ン
ト
で
は
一
義
的
（univok

）
に
用
い
ら
れ
る
。
想
像
表
象
と
知
覚
表
象
と
の
相
違
は
主
と
し
て
系
統
発
生
史
的
（genetisch

）

相
違
で
あ
る
。
語
義
は
ヴ
ン
ト
で
も
精
密
（präzis

）
な
ら
ず
、
溶
暗
的
に
ぼ
や
け
て
し
ま
う
。
こ
れ
を
以
て
、Phantasie

（
想
像
）
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な
る
術
語
の
使
用
に
つ
い
て
の
考
察
は
閉
じ
る
こ
と
に
し
た
い（

102
）。

　
　

�
（
102
）
第
四
八
節
に
要
約
し
た
ヴ
ン
ト
の
教
説
は
主
と
し
て
下
記
の
書
に
見
ら
れ
る
︱︱
 Grundzüge der physiologischen 

Psychologie. Leipzig 1874

（5. völlig um
gearbeitete A

uflage, 3
 Bände 1902

）.

想
像
に
つ
い
て
の
言
説
は
右
の
第
五
版
下
記
の
箇
所

に
あ
る
︱︱
Ⅲ

. Band, 5. A
bschnitt, 

こ
と
に19. K

apitel. 

　

四
九
、
み
ず
か
ら
立
て
て
、
い
ま
な
お
解
け
て
い
な
い
わ
れ
わ
れ
の
課
題
はPhantasie

（
想
像

0

0

）
の
概
念
規
定

0

0

0

0

0

で
あ
る
。
想
像
と

は
心
理
学
に
わ
れ
わ
れ
が
新
た
に
導
入
す
る
術
語
で
な
い
。わ
れ
わ
れ
は
伝
統
を
顧
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、そ
の
さ
い
人
々

の
用
法
を
も
研
究
者
の
用
法
を
も
知
り
た
い
と
努
め
た
。
こ
の
こ
と
は
多
く
の
者
に
は
回
り
道
に
見
え
よ
う
と
も
、
今
後
の
さ
ら
な
る

努
力
の
た
め
に
は
、
や
は
り
実
質
的
な
助
成
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
い
ま
や
わ
れ
わ
れ
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
事
例
に
共0

通
な
る
も
の

0

0

0

0

0

（das Gem
einsam

e

）
を
究
明
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
α
．
一
体
そ
の
よ
う
に
共
通
な
る
も
の
は
あ
る
の
か
、
な
い
の
か
。
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

　
β
．
さ
ら
に
吟
味
を
要
す
る
だ
ろ
う
が
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
用
法
は
、
一
語
に
つ
い
て
で
あ
れ
一
部ク

ラ
ス類

の
用
例
に
つ
い
て
で
あ
れ
、

こ
れ
に
忠
実
に
従
う
ま
ま
が
よ
ろ
し
く
、
義
務
で
も
あ
る
の
か
。
そ
れ
と
も
自
然
な
有
る
が
ま
ま
の
枠
が
伝
承
さ
れ
て
き
た
語
の
枠
と

合
わ
な
い
か
ら
に
は
、
離
れ
よ
、
と
命
じ
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　

こ
こ
で
い
ま
や
わ
れ
わ
れ
に
は
、
先
立
つ
研
究
者
た
ち
の
部ク

ラ
ス類

分
け
の
試
行
が
下
拵
え
と
な
っ
て
、
あ
れ
こ
れ
と
利
用
で
き
る
が
、

無
論
こ
う
し
た
先
達
の
権
威
に
縛
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

ま
ず
、
共
通
な
る
も
の
は
あ
る
の
か
、
と
い
う
第
一
の
問
へ
の
答
を
試
み
よ
う
。
こ
こ
で
は
以
下
の
ご
と
く
言
え
る
。

　
ａ
．
想
像
（
言
い
か
え
る
と
想
像
表
象Phantasievorstellung

）
は
最
も
広
い
意
味
に
お
け
る
表
象

0

0

（V
orstellung

イ
メ
ー
ジ
）
と
し
て

0

0

0

受
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取
ら
れ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
想
像
は
表イ

メ
ー
ジ象

の
一
根
本
部ク

ラ
ス類

を
成
し
て
い
る
こ
と
︱︱

こ
の
こ
と
が
共
通
な
る
も
の
と
し
て
わ
れ
わ
れ

に
は
見
え
る
。
ほ
と
ん
ど
誰
も
が
判
断
（U

rteil

）
は
想
像
の
領
域
に
算
え
な
い
（
す
で
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
例
で
あ
る
︱︱
δόξα

［
臆
見
］

な
ら
ず
）
の
が
特
徴
的
だ
が
、
し
か
し
意
志
（W

ille

）
や
激
情
（A

ffekt

）
も
想
像
に
は
属
さ
な
い
。

　

ｂ
．
他
方
で
確
実
な
こ
と
だ
が
、
表
象
の
い
ず
れ
も

0

0

0

0

0

0

0

が
想
像
に
配
分
さ
れ
る
の
で
は
な
い

0

0

0

0

。
こ
と
に
普
遍
的
で
抽
象
的
な
表
象
は
想

像
に
属
さ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
（
例
え
ば
矛
盾
し
合
う
表
象
の
ご
と
く
）
直
観
的
な
ら
ぬ
概
念
的
構
成
体
も
想
像
に
は
算
え
ら
れ
な
い
。

　
ｃ
．
だ
が
直
観
的
表
象
で
も
対
立
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、
知
覚
表
象

0

0

0

0

（W
ahrnehm

ungsvorstellung

）
は
想
像
表
象
で
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

。

こ
の
対
立
を
哲
学
者
は
繰
返
し
強
調
す
る
。
早
く
も
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
あ
り
、
こ
れ
に
従
う
研
究
者
群
が
い
る
が
、
例
え
ば
ジ
ョ
ン
・

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
の
ご
と
く
多
く
の
イ
ギ
リ
ス
人
も
同
様
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
人
で
は
格
別
ロ
ッ
ツ
ェ
に
ヴ
ン
ト
で
あ
る
。

　

ｄ
．
だ
が
こ
の
［
対
立
な
る
］
契
機
が
ま
す
ま
す
重
々
し
く
目
立
つ
の
は
、
想
像
表
象

0

0

0

0

が
ま
さ
し
く
（
相
似
性
に
比
例
し
て
）
い
わ
ゆ

0

0

0

る
知
覚
表
象
と
近
し
い
親
近
関
係
に
立
つ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

か
ら
で
あ
る
。
想
像
表
象
が
知
覚
表
象
の
よ
う
に
具
体
的
（konkret

）
で
な
い
か
、
な
ど
と

言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
想
像
表
象
は
、
都
合
次
第
で
知
覚
に
取
替
え
る
こ
と
の
で
き
る
模
像
（
コ
ピ
イ
）
と
呼
ば
れ
る
。
さ

よ
う
、
こ
の
事
情
こ
そ
が
［
想
像
な
る
］
呼
名
の
成
立
に
影
響
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
（φαίνεσθαι

＝scheinen

［
…
と
見
え
る
］）。

　

そ
う
思
え
る
こ
と
を
完
全
に
判
然
と
さ
せ
る
た
め
に
は
、
も
と
よ
り
知
覚
表
象
の
概
念
の
解
明
が
必
要
で
あ
り
、
こ
こ
へ
立
戻
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
ｅ
．
だ
が
前
以
て
わ
れ
わ
れ
は
、
想
像
表
象
を
性
格
付
け
、
こ
れ
を
一
緒
の
相
似
た
表
象
の
な
か
で
際
立
た
せ
る
も
の
は
、
否
定
的

規
定
以
外
に
何
も
な
い
の
か
、
と
問
い
た
い
。

　

想
像
表
象
を
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
知
覚
表
象
の
残
響
と
し
て
、
す
な
わ
ち
知
覚
表
象
を
生
む
生
理
学
的
過
程
の
残
響
と
し
て
考
察
し

た
。
も
し
か
す
る
と
、
こ
の
こ
と
は
想
像
の
概
念
に
入
り
込
む
の
か
。
︱︱

入
り
込
ま
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
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ど
こ
に
で
も
あ
る
と
し
て
す
ら
両
表
象
の
連
関
は
し
ば
し
ば
極
め
て
間
接
的
（indirekt

）
な
連
関
で
あ
る
。
先
立
つ
過
程
は
新
過
程

へ
の
傾
向
を
残
し
た
だ
け
と
し
て
、
と
に
か
く
新
た
な
過
程
を
引
起
す
直
接
的
（direkt

）
原
因
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
想
像

表
象
の
産
出
に
は
多
く
の
人
々
が
善
霊
悪
霊
の
作
用
を
信
じ
た
）。

　

ｆ
．
想
像
表
象
を
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
はαι’́σθησις

 α’σθενής

（
弱
い
知
覚
表
象
）
と
呼
び
も
し
た
が
、
こ
う
し
て
［
想
像
表
象
の
］
内

容
の
全
般
的
特
性
を
説
き
た
か
っ
た
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
だ
が
こ
の
全
般
的
特
性
が
想
像
と
算
え
ら
れ
る
も
の
に
い
つ
で
も
存
在
す
る

か
、
き
わ
め
て
疑
わ
し
く
思
え
る
。
存
在
す
る
と
仮
定
し
て
す
ら
、
こ
の
特
性
に
よ
る
の
で
は
、
や
は
り
［
想
像
表
象
の
］
概
念
の
画

定
さ
れ
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
ｇ
．
想
像
と
は
再
生
産
（Reproduktion

）
の
こ
と
と
多
く
の
人
々
が
説
い
て
き
た
が
、
通
用
し
て
い
る
［
想
像
の
］
概
念
と
は
、
な

お
さ
ら
合
わ
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

　
α
．
内
容
が
あ
ら
ゆ
る
点
で
再
生
さ
れ
る
の
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
例
え
ば
強
度
に
つ
い
て
大
抵
は
相
違
が
存
在
す
る
し
、

形
態
や
品
質
も
さ
ま
ざ
ま
微ニ

ュ

ア

ン

ス

妙
な
差
異
を
示
す
。
ま
た
、
き
わ
め
て
多
く
の
研
究
者
か
ら
は
無
視
さ
れ
た
が
、
特
定
瞬
間
の
特
殊
性
も

顧
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
β
．
さ
ら
に
、
そ
も
そ
も
「
再
生
さ
れ
た
（reproduziert
）」
と
は
何
か
と
問
い
た
い
。
も
う
一
度
生
産
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
か
。

　

と
す
れ
ば
、再
生
産
と
は
知
覚
表
象
な
り
と
し
て
何
ら
苦
情
は
な
か
ろ
う
。
思
っ
て
い
る
の
は
似
た
表
象
だ
け
で
同
じ
表
象
で
な
い
、

と
言
う
な
ら
ば
、
反
論
し
て
、
言
わ
れ
る
規
定
は
想
像
表
象
が
以
前
の
表
象
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
当
嵌
る
が
、
せ
い
ぜ
い
認
め
ら

れ
る
の
は
、
こ
こ
で
は
以
前
の
表
象
と
後
の
表
象
と
の
あ
い
だ
に
何
ら
か
の
因
果
連
関
が
成
立
つ
、
と
い
う
の
も
以
前
の
表
象
を
相
似

た
後
の
表
象
が
成
る
た
め
の
傾
向
と
呼
べ
る
か
ら
だ
、
ぐ
ら
い
の
こ
と
で
し
か
な
か
ろ
う
。
先
刻
す
で
に
論
じ
た
こ
と
で
あ
る
し
、
こ

の
こ
と
は
想
像
の
概
念
に
入
り
込
ま
な
い
と
見
届
け
て
あ
る
。
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γ
．
無
論
は
る
か
に
深
い
本
来
的
意
味
で
の
再
生
産
を
教
え
る
多
く
の
心
理
学
者
、
わ
け
て
も
ヘ
ル
バ
ル
ト
学
派
の
人
々
が
い
る
。

ひ
と
た
び
生
じ
て
真
に
終
り
と
な
り
は
せ
ず
に
意
識
の
境
目
で
沈
ん
で
い
た
表
象
を
、
ふ
た
た
び
同
じ
（
そ
し
て
内
容
的
に
当
然
な
が
ら
全

く
等
し
い
）
表
象
と
し
て
甦
ら
せ
る
、
と
説
く
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
教
説
を
控
え
さ
せ
る
疑
惑
は
重
々
し
い
。
し
か
も
仮
に
教
説
自

体
は
真
で
あ
ろ
う
と
も
、
真
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
一
般
の
人
々
は
何
も
知
ら
な
い
し
、
想
像
な
る
語
の
伝
統
的
用
法
は
こ
こ
で
は
何

の
関
り
も
な
い
。

　

ｈ
．
想
像
表
象
と
知
覚
表
象
と
を
別
け
る
契
機
と
し
て
は
他
に
も
な
お
挙
げ
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
両
表
象
は
領
域
全
体
の
拡
が
り
で

重
な
り
は
せ
ず
、
古
い
概
念
に
接
し
は
し
な
い
。
例
え
ば
表
象
作
用
の
強
度
と
表
象
対
象
（V

orstellungsgegenstand

）（
103
）の

強
度
と
の
不

均
衡
を
多
く
の
人
々
が
想
像
（Phantasie

）
に
と
っ
て
の
特
徴
と
見
る
ば
あ
い
で
あ
る
。
こ
れ
は
ヘ
ル
バ
ル
ト
心
理
学
に
と
っ
て
の
こ

と
と
し
て
よ
い
が
、
他
に
も
多
く
の
こ
と
が
関
連
あ
り
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
想
出
の
な
か
で
の
砲
声
の
強
さ
と
自
分
の
声
と

の
比
較
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
想
像
表
象
が
気
に
な
る
さ
い
の
顕
著
性
（M

erklichkeit

）
と
、
き
わ
め
て
弱
い
感
受
が
な
か
な
か
気
に
な

ら
な
い
非
顕
著
性
（U

nm
erklichkeit

）
と
で
あ
る
。
だ
が
こ
う
し
た
こ
と
は
、た
だ
幻
覚
（H

alluzination

［en

］）
を
思
う
だ
け
で
よ
い
が
、

何
ら
区
別
を
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
全
く
別
の
区
分
け
（Gruppierung

）
に
導
か
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
こ
れ

に
よ
れ
ば
幻
覚
、
等
々
は
区
分
け
の
境
界
外
に
落
ち
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

相
似
た
こ
と
を
言
え
る
の
が
ロ
ッ
ツ
ェ
の
、
総
じ
て
表
象
す
る
活
動
に
強
度
の
区
別
は
な
く
、
そ
の
種
の
区
別
は
た
だ
表
象
さ
れ
る

対
象
に
し
か
あ
る
ま
い
が
、
感
受
す
る
活
動
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
強
度
が
あ
ろ
う
、
と
い
う
教
説
で
あ
る
。

　
　

�

（
103
）
こ
こ
で
、
ま
た
こ
れ
以
後
も
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
後
年
の
用
法
に
従
っ
て
、
別
な
る
研
究
者
の
表
現
を
再
掲
す
る
の
で
な
け
れ
ば
「
内
容

（Inhalt

）」
の
語
は
「
対
象
（Gegenstand

）」
に
置
換
え
て
あ
る
。
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ｉ
．
他
の
人
々
の
主
張
で
は
、「
想
像
す
る
（phantasieren

）」
と
は
同
じ
対
象
へ
の
一
つ
別
な
る
関
り
方
で
あ
る
。
肯
定
す
る
、
否

定
す
る
、
と
い
う
判
断
作
用
に
お
い
て
と
同
様
、
表
象
す
る
、
と
い
う
作
用
の
内
部
に
も
あ
れ
こ
れ
の
特
殊
態
が
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
る

の
で
あ
る
。（
こ
の
見
方
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
識
関
係
を
扱
う
私
自
身
の
心
理
学
に
影
響
さ
れ
て
成
立
と
思
わ
れ
る
。）
け
れ
ど
も
こ
の
主
張
は
、
正

し
い
か
否
か
疑
問
で
あ
る
し
、
古
い
概
念
を
相
手
と
す
る
完
全
な
更
新
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う（

104
）。

　

他
の
人
々
が
は
っ
き
り
し
な
い
言
い
方
で
、
た
だ
し
何
か
本
当
は
別
な
こ
と
を
語
っ
て
い
る
場
合
も
こ
こ
に
入
る
。

　
　

�

（
104
）後
に
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
確
か
に
表
象
あ
れ
こ
れ
の
様
態（V

orstellungsm
odi

）を
導
入
し
た
が
、時
間
差（tem

porale D
ifferenz

［en

］）

もm
odus rectus

（
直
接
態
）
とm

odus obliquus

（
間
接
態
）
と
の
区
別
（
前
掲
著
書
参
照
︱ Psychologie. Ⅱ

. A
nhang Ⅲ

 und Ⅳ

）
も
「
知

覚
す
る
（w

ahrnehm
en

）」
と
「
想
像
の
な
か
で
表
象
す
る
（in der Phantasie vorstellen

）」
と
の
相
違
の
説
明
に
は
呼
込
ま
れ
な
い
。

　
ｊ
．
知
覚
表
象
と
は
（
想
像
表
象
と
区
別
さ
れ
て
）
根
拠
を
わ
れ
わ
れ
の
感
覚
器
官
の
刺
戟
に
も
つ
類
の
表
象
の
こ
と
で
あ
る
、
と
の

規
定
も
同
じ
く
、
知
覚
表
象
の
本
来
の
概
念
と
合
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。
内
的
知
覚
が
排
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

ｋ
．
想
像
表
象
に
は
つ
ね
に
、
こ
れ
を
掻
立
て
る
心
的
先
行
原
因
が
あ
る
、
と
言
い
た
く
な
る
と
し
て
も
、
決
し
て
正
し
い
こ
と
で

な
か
ろ
う
。
記
憶
表
象
（Gedächtnisvorstellung

）
さ
え
も
が
心
的
な
影
響
次
第
で
即
応
的
（unm

ittelbar

）
に
掻
立
て
ら
れ
る
。

　

五
〇
、
こ
う
し
て
わ
れ
わ
れ
の
考
察
の
結
果
は
以
下
の
ご
と
く
な
る
︱︱

想
像
表
象
は
知
覚
表
象
に
相
似
る
表
象
な
れ
ど
も
、
し
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

し
知
覚
表
象
で
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

。
想
像
表
象
は
知
覚
表
象
に
似
れ
ば
似
る
ほ
ど
、
益
々
そ
れ
だ
け
想
像
表
象
の
名
に
値
す
る
の
で
あ
る（

105
）。

　

こ
の
こ
と
が
、
当
面
の
領
域
全
体
内
で
生
じ
て
い
る
と
思
っ
て
よ
か
ろ
う
、
共
通
な
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
「
想
像
（Phantasie

）」

概
念
の
完
全
な
る
判
明
性
（D

eutlichkeit

）
の
た
め
に
は
、
す
で
に
述
べ
た
こ
と
だ
が
、
な
お
知
覚
表
象
の
概
念
を
明
晰
に
す
べ
き
で
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あ
ろ
う
。
知
覚
で
な
い
も
の
が
し
ば
し
ば
知
覚
と
思
わ
れ
は
し
な
か
っ
た
か
、
も
し
く
は
逆
に
、
真
の
知
覚
が
見
落
さ
れ
た
の
で
な
い

か
、
と
さ
ら
に
研
究
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
こ
と
と
関
連
す
る
の
が
、
語
義
に
固
執
し
て
語
用
の
範
囲
は
で
き
る
だ
け
正
し
く
掴
ま
え
さ
せ
た
い
の
か
、
そ
れ
と
も
、
あ
ま

り
に
も
輪
郭
が
溶
暗
的
に
ぼ
や
け
て
ゆ
く
の
で
語
義
を
廃
し
た
い
の
か
、
当
の
術
語
の
運
命
に
つ
い
て
の
決
定
で
あ
る（

106
）。

　
　

�

（
105
）
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
知
覚
表
象
と
想
像
表
象
と
の
同
等
性
（Gleichheit

）
な
い
し
相
似
性
（Ä

hnlichkeit

）
を
理
解
す
べ
き
か

は
後
段
（
第
五
五
︱
五
九
節
）
で
説
明
さ
れ
る
。

　
　

�

（
106
）
第
四
九
節
と
第
五
〇
節
の
手
稿
原
文
は
極
く
わ
ず
か
短
縮
し
た
だ
け
で
あ
る
。

　

五
一
、
ま
ず
は
問
い
た
い
︱︱

知
覚
（W

ahrnehm
ung

）
と
は
何
か
。

［
未
了
］
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『
美
学
綱
要
（Grundzüge der Ä

sthetik

）』（
一
九
五
九
年
）

　
　

内
容
概
観
（Inhaltsübersicht

）　
［
承
前
］

一　

心
理
学
お
よ
び
美
学
の
選
り
抜
き
の
疑
問

　

二
九
、�

美
学
に
と
っ
て
の
意
義
が
最
も
大
き
い
の
は
心
理
学
に
属
す
る
想
像
力
論
で
あ
る
。
想
像
を
扱
う
に
は
表
象
生
活
の
研
究
が
前
提
に
な

る
。
と
こ
ろ
が
表
象
生
活
の
記
述
（Beschreibung ; D

eskription

）
に
お
い
て
も
説
明
（Erklärung

）
に
お
い
て
も
、
わ
れ
わ
れ
が

出
合
う
の
は
多
大
な
不
一
致
で
あ
る
。

　

三
〇
、�

内
的
知
覚
に
誤
り
の
な
い
こ
と
が
や
は
り
記
述
の
正
し
さ
を
保
証
す
る
に
違
い
な
い
、
と
い
う
異
論
は
却
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
心
的
現
象
の
記
述
に
動
員
さ
れ
る
こ
と
の
す
べ
て
が
内
的
知
覚
に
算
入
さ
れ
は
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
─
ま
た
内
的
知

覚
内
に
入
り
込
む
事
柄
も
、
す
べ
て
が
気
付
か
れ
（bem

erkt w
erden

）
は
し
な
い
。

　

三
一
、�

こ
の
気
付
か
れ
な
い
ま
ま
と
い
う
こ
と
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
心
的
現
象
を
記
述
す
る
さ
い
に
生
じ
る
隙
間
は
説
明
で
き
る
。
一
連
の
事

情
が
さ
ら
に
誤
謬
へ
と
導
く
。

　

三
二
、�

記
述
心
理
学
を
今
日
ま
で
妨
げ
て
き
た
の
は
習
練
の
不
足
、
方
法
の
不
足
、
分
業
の
不
足
で
あ
る
。

　

三
三
、�

想
像
力
（Phantasie

想
像
）
に
つ
い
て
の
研
究
は
概
念
規
定
を
求
め
て
い
て
、
し
か
も
ま
ず
吟
味
す
べ
き
要
事
は
、
こ
の
語
は
伝
承
さ

れ
た
術
語
な
の
か
、
そ
れ
と
も
新
た
に
導
入
さ
れ
た
術
語
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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三
四
、�

想
像
［
力
］
は
伝
承
さ
れ
た
術
語
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
、
通
常
語
と
し
て
の
用
法
に
は
術
語
と
共
通
の
も
の
が
根
柢
に
あ
る
の
か
と

確
め
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

　

三
五
、�
考
慮
し
た
い
の
は
日
常
生
活
で
の
使
用
例
と
研
究
の
さ
い
の
使
用
例
で
あ
る
。
─
─
日
常
生
活
でPhantasie

（
想
像
）
の
語
は
ほ
と

ん
どPhantasievorstellung

（
想
像
表
象
）
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
想
像
表
象
は
他
の
表
象
か
ら
区
別
さ
れ
る
。

　

三
六
、�

ど
れ
ほ
ど
個
々
に
は
相
違
が
あ
ろ
う
と
も
、
や
は
り
共
通
の
ま
ま
で
あ
る
の
は
、
表
象
で
な
い
も
の
はPhantasie

（
想
像
）
と
呼
ば

れ
な
い
こ
と
と
、
感
受
な
い
し
知
覚
表
象
も
抽
象
的
概
念
も
想
像
表
象
に
は
算
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

三
七
、�

想
像
表
象
に
つ
い
て
日
常
生
活
で
こ
と
さ
ら
語
ら
れ
る
の
は
、
当
該
事
象
（Erscheinung

［en

］
目
に
映
る
外
見
）
が
外
的
知
覚
に
似
て

い
る
ば
あ
い
で
あ
る
。

　

三
八
、�

研
究
者
に
よ
る
術
語
使
用
を
調
べ
る
さ
い
に
注
意
す
べ
き
は
、
当
の
語
の
全
使
用
例
が
顧
慮
さ
れ
た
か
、
当
の
語
を
一
義
的
と
見
て
い

た
か
多
義
的
と
見
て
い
た
か
、
精
密
と
見
て
い
た
か
溶
暗
的
と
見
て
い
た
か
、
ま
た
記
述
的
と
系
統
発
生
史
的
と
の
区
別
は
立
て
て
い

た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

三
九
、�

早
く
も
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
にPhantasie
（
想
像
）
な
る
表
現
を
見
出
せ
る
が
、
し
か
も
現
前
す
る
感
覚
的
客
体
の
作
用
な
し
に
表
象

が
成
立
つ
ば
あ
い
の
こ
と
と
し
て
で
あ
る
。
想
像
表
象
の
記
述
的
徴
表
と
し
て
は
、
と
り
わ
け
強
度
と
生
気
の
、
よ
り
乏
し
い
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
教
説
は
、
こ
の
語
の
日
常
生
活
に
お
け
る
用
法
と
実
質
的
に
合
致
す
る
。

　

四
〇
、�

ス
コ
ラ
学
者
た
ち
、
わ
け
て
も
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
教
説
と
大
幅
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　

四
一
、�

よ
り
大
き
な
自
立
性
は
近
世
で
示
さ
れ
る
。
デ
カ
ル
ト
は
ま
だ
多
く
の
点
で
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
隨
っ
て
い
た
。
ロ
ッ
ク
は
わ
ず
か
に

し
か
想
像
表
象
と
関
っ
て
い
な
い
。
デ
ー
ヴ
ィ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ム
は
強
度
の
相
違
を
強
調
し
た
。
ヒ
ュ
ー
ム
の
教
説
の
不
明
瞭
な
と
こ
ろ

は
、
物
的
現
象
と
心
的
現
象
と
を
混
同
す
る
こ
と
と
、
心
的
現
象
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
る
根
本
的
分
類
を
放
棄
し
て
い
る
こ
と
と
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に
関
連
す
る
。
相
似
た
こ
と
が
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ミ
ル
の
教
説
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
感
知
（sensation 

感
受
・
知
覚
表
象
）
と
観
念
（idea 

こ
こ
に
想
像
表
象
も
算
え
ら
れ
る
）
と
の
境
界
区
分
は
系
統
発
生
史
的
で
あ
る
。
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー
・
ベ
イ
ン
は
、
観
念
と
は
更
新
さ
れ

た
感
知
の
こ
と
、
た
だ
し
強
度
の
よ
り
乏
し
い
の
が
特
徴
で
あ
る
、
と
解
し
て
い
る
。
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
に
よ
れ
ば
、
知
覚
表
象
と
観
念

と
の
あ
い
だ
に
は
系
統
発
生
史
的
な
相
違
も
あ
る
し
強
度
の
相
違
も
あ
る
。

　

四
二
、�

近
年
の
ド
イ
ツ
哲
学
者
で
は
ヘ
ル
バ
ル
ト
が
一
種
の
無
意
識
物
（
意
識
さ
れ
な
い
も
の
）
哲
学
の
創
始
者
で
あ
る
（
例
え
ば
表
象
さ
れ
な

い
表
象
に
つ
い
て
）。
想
像
は
再
生
産
、
再
表
象
作
用
と
解
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
精
神
能
力
論
は
、
正
し
く
理
解
す
れ
ば
危
険
の
な
い
も

の
だ
が
、
こ
れ
を
ヘ
ル
バ
ル
ト
は
全
面
的
に
斥
け
て
い
る
。

　

四
三
、�

フ
ォ
ル
ク
マ
ン
は
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
表
象
の
再
生
産
な
る
も
の
を
受
継
い
で
、
こ
れ
は
単
一
表
象
お
よ
び
表
象
複
合
に
関
る
は
ず
、
と
見

る
。
想
像
表
象
と
感
受
と
の
相
違
は
フ
ォ
ル
ク
マ
ン
に
よ
れ
ば
系
統
発
生
史
的
な
相
違
で
あ
る
。

　

四
四
、�

し
ば
し
ば
ヘ
ル
バ
ル
ト
学
派
に
算
え
ら
れ
る
ロ
ッ
ツ
ェ
は
多
数
の
心
的
現
象
を
挙
げ
て
い
る
。
ロ
ッ
ツ
ェ
に
よ
る
と
強
度
の
相
違
が
存

在
す
る
が
、
こ
れ
は
表
象
す
る
作
用
そ
の
も
の
に
で
な
く
、
表
象
さ
れ
る
内
容
だ
け
に
帰
属
さ
せ
る
べ
き
相
違
で
あ
る
。
た
だ
し
当
の

内
容
は
も
と
よ
り
再
生
産
さ
れ
は
し
な
い
。
と
い
う
の
も「
最
高
度
に
明
る
い
輝
き
の
表
象
と
て
光
り
耀
く
こ
と
は
な
い
」か
ら
で
あ
る
。

ロ
ッ
ツ
ェ
に
よ
れ
ば
想
像
表
象
は
、
あ
る
も
の
は
単
一
の
感
受
と
繋
が
る
表
象
に
、
あ
る
も
の
は
連
想
法
則
に
よ
っ
て
纏
め
ら
れ
る
表

象
複
合
に
算
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

四
五
、�

ヨ
ハ
ネ
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
に
よ
る
と
、
表
象
作
用
に
属
す
る
性
格
は
、
感
受
に
属
す
る
の
と
は
本
質
的
に
別
な
る
性
格
で
あ
る
。
想
像
表

象
な
る
術
語
を
ミ
ュ
ラ
ー
は
多
義
的
に
用
い
て
い
て
、
狭
い
意
味
で
は
抽
象
を
行
う
概
念
的
思
考
作
用
の
こ
と
、
広
い
意
味
で
は
、
い

わ
ゆ
る
想
像
子
（
仮
説
と
し
て
想
定
さ
れ
た
実
体
）
の
特
殊
活
動
と
ミ
ュ
ラ
ー
が
見
做
す
想
像
的
感
官
現
出
の
こ
と
で
あ
る
。

　

四
六
、�

フ
ェ
ヒ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
心
的
現
象
と
物
的
現
象
と
の
あ
い
だ
で
は
一
定
の
依
存
関
係
が
支
配
し
て
い
る
。
い
か
な
る
心
的
現
象
も
精
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神
物
理
的
に
基
礎
付
け
ら
れ
て
い
る
。
注
意
は
最
も
普
遍
的
な
心
的
現
象
で
あ
る
が
、
基
盤
と
し
て
一
箇
の
精
神
物
理
的
運
動
を
も
つ
。

こ
の
運
動
が
一
定
度
以
下
に
沈
む
と
、
当
の
現
象
は
消
え
る
（
注
意
閾
）。
想
像
表
象
は
、
強
度
の
乏
し
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
自
発

性
の
感
情
に
よ
っ
て
、
諸
他
部
類
の
表
象
と
は
区
別
す
べ
き
で
あ
り
、
位
置
付
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
脳
の
別
部
分
に
あ
る
と
し
て
よ
い
。

　

四
七
、�
ほ
か
に
フ
ル
ラ
ー
ン
ス
、
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ツ
、
へ
ー
リ
ン
グ
、
マ
ッ
ハ
な
ど
哲
学
に
心
を
寄
せ
る
近
年
の
研
究
者
は
、
想
像
に
は
ほ
と
ん

ど
関
っ
て
い
な
い
。
マ
イ
ネ
ル
ト
は
想
像
表
象
と
感
受
と
の
あ
い
だ
に
、
た
だ
の
強
度
差
で
な
い
記
述
的
相
違
が
あ
る
と
想
定
し
て
い

る
。

　

四
八
、�

ヴ
ン
ト
は
想
像Phantasie

（
す
な
わ
ちPhantasievorstellung

想
像
表
象
）
の
語
を
狭
い
意
味
と
広
い
意
味
と
で
用
い
て
い
る
。
狭
い

意
味
で
は
想
像
と
は
図
像
を
借
り
て
の
思
考
作
用
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
し
、
広
い
意
味
で
は
想
像
は
知
覚
と
並
置
さ
れ
る
。
た
だ
し

表
象
作
用
の
対
象
が
、
知
覚
で
は
現
実
的
対
象
、
想
像
表
象
で
は
思
念
的
対
象
で
あ
る
、
と
言
う
。

　

四
九
、�

こ
の
短
い
歴
史
的
概
観
は
、
術
語Phantasie

（
想
像
）
を
用
い
る
と
き
何
か
共
通
な
る
も
の
が
あ
る
の
か
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
そ

し
て
わ
れ
わ
れ
は
伝
統
に
忠
実
に
従
う
ま
ま
で
よ
い
の
か
、
と
い
う
問
に
答
え
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
く
れ
る
。
共
通
し
て
い
る
の
は
、

想
像
活
動
は
表
象
の
領
域
内
に
算
え
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
表
象
の
い
ず
れ
も
が
想
像
表
象
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
想

像
表
象
に
属
さ
な
い
の
は
抽
象
的
非
直
観
的
表
象
と
知
覚
（
感
受
）
で
あ
る
。
と
は
い
え
想
像
表
象
と
知
覚
と
は
密
接
な
親
近
的
関
係

に
あ
る
。
─
し
か
し
、こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
積
極
的
規
定
と
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
は
、不
確
か
で
普
遍
妥
当
的
で
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

五
〇
、�

想
像
表
象
は
知
覚
表
象
と
相
似
る
表
象
で
あ
る
。

　

五
一
、�

知
覚
と
は
、
何
か
表
象
さ
れ
る
（
知
覚
さ
れ
る
）
も
の
が
あ
る
、
と
い
う
即
応
的
認
識
の
こ
と
で
あ
る
。
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未
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